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    　それでは。


    　旅の終焉おわりを始めよう。

  


  
    　──才能は必ずしも発揮しなければいけないわけではない。


    　──爆弾を作る天てん賦ぷの才があったとしても。爆弾を製造すれば誰かが傷つくだろう。


    　──人を殺す才能があったとしても。人を殺していいわけでもないはずだ。


    　──なのに、僕は人殺しを選んだ。その時点で、誰が何と言おうと許されない。


    　──罪は背負うと決めていた。その先に何が待っているかも理解していた。


    　──それでも。ケモノを狩るためにケモノガリと成り果てた。


    　──悪を狩るために、悪を許容することを選んだのだ。


    　──正義ではない。正義を掲げるほどに、己おのれの手が綺き麗れいなはずはない。


    　──だが全くもって躊躇ためらいはない。あるのは幾いく許ばくかの恐怖と高揚感。


    　──様々な苦難を乗り越え、結末おわりが、やっと見えてきた。


    　──決着をつけよう、同じ才を持ちながら異なる道を選んだ者よ。


    　──赤神楼樹ぼくは、最後の戦いに挑む。


    　──僕には、たまたまその才能があった。


    　──人を殺す才能。人の命を迅じん速そくに奪う才能。


    　──それに気付いたときにはもう、どうにもならなかった。


    　──僕とアイツはコインの表裏。


    　──僕は表を選び、彼は裏を選んだ。ただそれだけのこと。


    　──戦うことに、殺すことに躊躇いはない。


    　──ただ、好奇心だけはある。僕とアイツが戦ったら、一体どうなるのだろう？


    　──一瞬で勝敗が決するのか、泥臭い戦いになるのか、あるいは相打ちでしかないのか。


    　──戦いの終わりが、まるで予測できない。


    　──それでも、僕らは決めていた。


    　──殺し合うことを。長い長い戦いの決着をつけることを。


    　──アストライアぼくは、最後の戦いに挑む。

  


  
    



    



    　　　第五章　エンド・チルドレン


    



    



    　イヌガミを埋葬した僕は、決戦の舞台となる基地へと向かうことにした。サイクロプス・ジャック──〝悲哀グリーフ〟は案の定、武器らしい武器を一切持っていなかった。銃器の一つでもあれば、少しはありがたかったのだけど。


    　まあさしたる問題でもないか。


    　僕の武器はイヌガミが命を[image: ]として運んでくれたククリナイフ〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟。


    　アストライアの持つ恐るべき多節剣に対抗するためには、この二振りのククリナイフが必要不可欠だった。


    　あとは僕の経験と、才能が全て。


    　体の震ふるえは、決して気のせいではない。


    　アストライアと戦うのは、ドイツの古城以来。


    　結局、あのときは決着がつかなかった。今回は何らかのトラブルで決着がつかず──という結末はまず有り得ない。


    　間違いなく、どちらかが死ぬ。


    　今まで戦うことに、必死だった。誰一人として余裕をもって事に当たったことはない。


    　けれど、今回は何というかまるで別物だった。


    　鏡に映った自分自身。道を違たがえた仮想未来の自分。


    　そういうものと戦うとき、自分が一体どうなるのか、まるで分からない。


    　それと同時に、体中に潜ひそんだ無数の蟲むしがざわめくような興奮もある。


    　ああ──僕は、アストライアと戦うことに悦よろこびを抱いている。


    　この感覚は恐らく、アストライアも同じだろう。憎悪、愛、そういうものを超越したところに、僕と彼は佇たたずんでいる。


    　殺さなければならない、殺されなければならないという高揚感。


    　……そう。もう、〝僕ケモノガリ〟にはたった二つしか残されていない。


    　貴き島しまあやなの思い出と、アストライアとの殺し合いだ。


    　そして思い出が、ただ過去の存在ものである限り、僕にはもうアストライアとの殺し合いしか手にできるものはない。


    　大きく息を吸い込む──塩っ気のある空気を味わう。煌きらめく星空と密ひそやかな夜の海、これが僕の見る、最後の美しいものになるだろう。


    「……行くか」


    　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、僕は基地に向かって一目散に走り出した。


    　基地の電流フェンスをひとっ飛びで跳び越える。ヘリと銃火器の音がするが、そちらはシャーリーたちＣＩＡの皆に任せると決めていた。


    　恐らく、彼女も基地内部にいるだろう。とはいえ、万が一出くわしても僕は合流せずにそのまま別れるつもりだった。今からアストライアと戦うのだ。余分な誰かを背負う余裕はない。


    　基地内部への侵入は、あまりに容易だった。


    　フェンスを乗り越えて、開きっぱなしの裏口から入るだけで事足りた。


    　スタッフたちの姿は一人もない。気配は知覚できるのだが、自分を避けるように動いている。アストライアの命令だろうか。


    　いつしか僕は、走るのを止やめてゆっくりと歩いていた。少しずつ、少しずつ近づいていく。


    　そして突然──。


    



    　鋭い針が打ち込まれたようなおぞましさが、背せ筋すじを襲おそった。


    



    「……ここだろうな」


    　導かれるように、エレベーターを利用して一階から最上階の四階へ移動する。四階の通路は一階の無機質な内装から一変していた。暖色の壁紙、敷き詰められた絨じゆう毯たんやアンティークの照明は素人目にも高価な代物だと分かる。


    　そして、ある意味で異色なのは壁に掛けられた静物画の数々だ。下へ手たではない、むしろ上う手まいのだけど──何というか、芸術的なものではない。美大の学生が練習に描いたような感じ。


    　どこかちぐはぐな絵を眺めながら、僕はエレベーターから真っ直すぐ続いている廊下を歩く。


    　左右にドアはなく、真正面に大きな扉があるだけのシンプルな構造。


    　このドアの向こうに、〝誰か〟がいる。複数人……たぶん、二人。


    　一人は確実に誰なのか分かる。だが、もう一人は誰だろう。ともあれノックをしようとした寸前、部屋から声が響いた。


    「どうぞカムイン」


    　聞き慣れた軽快な声。しかし、僕は知っている。


    　扉の把とつ手てを握り締める──僕は知っている。確実に、この向こう側に地獄がある。


    　ごとりと重厚な音を立てて扉が開いた。警戒しながら踏み込んだ僕に、〝彼〟が告げた。


    「やあ、楼ろう樹きくん。申し訳ないけれど、少し待っていてくれないか」


    　人差し指をピンと立てて、アストライアは極ごく々ごく当たり前に僕を出迎えた。彼の隣には、素っ気なく髪を束たばねた看護師らしき女性がいた。


    「……」


    　部屋を見回す。広い部屋だったが、周囲は雑然としていた。片側の壁には無数の液晶ディスプレイ。逆側の壁には、十字架と写真が飾られている。


    　一方は信仰で、もう一方は科学。


    　部屋も、液晶ディスプレイのある側は無機質な灰色の壁なのに、十字架と写真がある方は何とも温かみのある作りだった。


    　中央には大型の介護用ベッド。自動的に上半身を起こしてくれるタイプだ。ベッドには老人がいて、いくつかの点滴の管が取り付けられている。その傍そばでは、看護師が点滴のチェックを行っている。……いや、待て。ということはつまり。


    　三人目。


    　ベッドにいる枯れ枝のような老人は、僕の闖ちん入にゆうにも眉まゆ一つ動かさない。黙然とした様子で、ディスプレイを見つめていた。こうしている今でも気配がない、人としての生命が感じられなかった。


    「もしかして、コイツが──」


    「そう。彼が君にとっての最後の標的ラストターゲツト。〝虚無ホロウ〟と呼ばれる方さ」


    　アストライアが布で老人の口元を優しく拭ぬぐった。それから〝虚無ホロウ〟という老人に微ほほ笑えんで告げる。


    「食事は終わりです。片付けさせていただきます」


    　食事の時間だったのか──と、僕は啞あ然ぜんとしたままそれを見ていた。何というか、意外すぎて、思考がついていかなかった。


    　アストライアたちも食事をする……極ごく々ごく当たり前のことではあるのだが。


    「失礼します」


    　看護師が取り替えた空からの点滴袋などをワゴンに載せて運んでいく。僕とすれ違い様ざまに、軽く頭を下げて部屋を退出していった。


    　一瞬、ククリナイフを握る手に力が籠こもった──が、そこに〝虚無ホロウ〟の声が降り注ぐ。


    「君の本当の戦いは、これから始まるのだろう」


    　なんて穏やかな声。既に忘れた記憶だが、それでも本能的に理解できる。これは、父親の声。


    　子供を[image: ]しかるのではなく、諭さとす際の穏やかな声だった。


    「赤あか神がみ楼ろう樹き。〝虚無ホロウ〟を殺す必要はないよ。僕が死ねば、彼も死ぬ」


    「分からないさ。上う手まく逃げ出すかもしれない」


    　その言葉にアストライアがくつくつと楽しそうに笑って、ベッドの近くにある巨大な装置に手を置いた。


    「これが、彼の延命のために必要な装置だ。緊急時には──つまり、大規模な停電などがあった場合は自動的にサブの発電機が補助するシステムになっている。その発電機もまた、巨大でね。少なくともヘリコプターでおいそれと運べるような状況ではない」


    「脱出は不可能、と言いたいわけか？」


    「その通り、ここから離れると彼は死ぬ。だから、逃げる心配なんかしなくていいさ。僕との戦いが終わったときに、ゆっくり殺すといい。無論、そうはさせないつもりだけど」


    　その言葉に、噓うそはないと結論づけてしまった。


    「……」


    　僕が無言でククリナイフから手を離すと、ほっとしたようにアストライアが胸を撫なで下ろした。


    「感謝するよ。さて、今から屋上に案内する。そこが、僕と君の戦場だ」


    「分かった」


    　彼らに騎士道などないし、僕にもない。故ゆえに礼儀を尽くす必要もない。だが、それでも──わずかばかり残った意地のような感情が、僕にこの場で暴れるのを躊躇ためらわせた。


    「では、行ってまいります」


    　丁てい寧ねいに挨あい拶さつして、アストライアは頭を下げる。その頭に、〝虚無ホロウ〟が手を置いた。枯れ木のような手で、なんとも弱々しい。


    　この老人が、百年続く〝クラブ〟を支配する七人の一人か。ふと液晶ディスプレイに目を映す──吐き気をもよおすような、狩りハントの映像。怒りを堪こらえて、逆の壁に目を映す──十字架、そして写真。


    　……写真？


    　まさかと思いつつ、僕は中央のベッドを避よけるように動いて一つの写真を手に取った。


    　かつてドイツの古城で、僕は〝クラブ〟の歴史を追うことになった。


    　無数の死体を前にした、三人の創設者。三人のうち、二人は死んでいる。残り一人、ＣＩＡの調査でも終始分からず終じまいだった──黒いフードを被かぶった男。


    　まさか。


    「……その通り、赤あか神がみ楼ろう樹き。私が〝クラブ〟の創設者である」


    　あまりに荘厳な声。


    　反射的に僕は沈黙してしまう。かちゃかちゃとアストライアが食器を片付ける音と、ブゥーンという低い生命維持装置の音。しばらくの間、部屋に満ちた音はそれだけだった。


    「生きていた、なんて」


    「生きてなどいない。私はただの管理者に過ぎない。全ての生命は、その生存を懸かけて挑戦しなければならぬ。私はそれを見届け、祝福を配分するだけだ。故ゆえに、私はただこの世界にあるだけ。生きてはいない」


    「……何？」


    　淡々と、何事もなかったかのように老人は呟つぶやく。


    「人を狩るというおぞましく、罪深い行為の果てに──選ばれし使徒が二人、ここに生誕した」


    「選ばれし使徒だって？」


    　聞いただけで苛いら立だつような単語だった。


    「お前たちには祝福と栄光があり、私には見届ける罰がある。戦え、神と女神の名を冠する者たちよ。お前たちが行き着く果てこそ、人の旅路にほかならぬ」


    「……お前は最初から、こうなることを見越していたというのか」


    　ふざけすぎている。老人の戯たわ言ごとに過ぎない──こんな言葉のために、一体、何千何万の人間が虐ぎやく殺さつされたというのか。


    「まあまあ、我が主の言葉が正しいかどうかはすぐに分かるさ」


    　アストライアが取りなすように間に割って入った。エプロンを脱ぎ、きちんと畳むとシンクの傍そばに置いてあった多節剣を手に取った。


    「洗い終わった。さて、屋上に行って戦おうか」


    　何でもないことのように、気軽な口調でアストライアは告げる。平然としているその様さまは、殺さつ戮りくと日常が完全に結合しているのだと僕に確信させた。


    　朝起きて人を殺し、朝食をとって人を殺し、昼食をとって人を殺し、午後は昼寝前と後に人を殺し、夕食の買い物を済ませて人を殺し、夕食をとって人を殺し、夜寝る前に人を殺す。


    　……人を殺す、というのはどんな殺人鬼にとっても特別な出来事だ。まして、戦って殺すとなるとそのレベルは数段高くなる。


    　だからこそ、試合前に戦意を高める儀式があり、特殊な任務に携たずさわる人間は日常と非日常をできる限り分けようとする。


    　アストライアは分けない。彼にとって、人生とは殺さつ戮りくなのだろう。


    　──それは、僕もだろうな。


    　にこやかな顔で笑う少年に、僕は頷うなずいた。


    「ああ、行こうか」


    



    　屋上へと向かう階段を、二人[image: ]そろって上っていく。身長も同じせいか、その歩調もピタリと合致する。どちらも、自分の背中を見せるのは厭いやだったらしい。


    「上りながら、少し話をしていいかな？　僕のことだけど」


    　アストライアの提案に、僕は無言で頷いた。


    　たぶん、こんな状況は二度と訪れまい。彼が何かを語りたいなら、僕はそれを聞く義務があると、認識した。


    「どうぞ」


    「──そうだな。何から語ろうか迷うけど。とりあえず最初からにするか」


    　アストライアはどこか懐なつかしむような表情を浮かべて、己おのれの人生を語り始めた。


    



    



    　　　　　　　　　§　　　　　§　　　　　§


    



    



    　──最初に言っておくけれど。君が期待するようなことは、たぶん何もないと思う。


    　数多あまたの〝娯楽提供者エンターテイナー〟には理由があっただろう？　こうなるに至った、こうなるしかなかった、こうなろうと思った原因がさ。


    　けれど、残念なことに僕にはそういうものはない。そう、その点もまるで君と同じだね。


    　僕は本当に、何もなかったのさ。


    



    　僕の父親は画家で、母親はそのパトロンだった。売れているか売れていないかというと、まあそこそこだったかな。


    　少なくとも、父の威厳が損なわれるようなことはなかった。母は貿易会社の経営者で暮らしに困ったことはない。


    　住んでいた国は平和そのもの。貧困も、戦争も、全く縁のない生活だった。


    　父親が画家で、母親が外で働いている以上、僕の生活の中心にいたのは父だった。


    　自然の成り行きで父は僕に絵を教えた。……そう、君の思っている通り。廊下のあの絵が、僕の作品だよ。


    　自分で言うのもなんだけど、僕はそれなりに上う手まかったと思うよ。母はよく褒ほめてくれた。父は、何となく見抜いたらしいけどね。


    　足りないだろ？　あの絵。


    　僕には──そう、絵を上手く描くことはできても、誰かに見せる絵を描くことはできなかった。父はそういう人間を美大でよく見かけていたらしい。


    　絵を描いているのではなく絵を造っているだけ。


    　まあ……これで絶望したってわけじゃない。そもそも僕は絵を描くことに、たいして興味を持っていなかった。父が望むから描いていた、それだけだ。


    　──そう。君の思っている通り。なんて平凡な人生、なんてありきたりの人間。それが僕だ。


    　かつての君のような転換期は──おい、怒るな。本当のことじゃないか。転換期は、確か十歳の頃だった。


    　当時、僕には仲のよかった友達がいた。……男だったか、女だったか。実のところそれは忘れてしまったけどさ。まあ、ともかく仲がよかったのは確かだ。


    



    　そいつが、ある日突然、僕の前で惨殺された。


    



    　他よ所その国から逃げてきた連続殺人鬼シリアルキラー。そいつが僕と友達を標的に選んだらしい。僕たちが夕暮れ時、人ひと気けのない場所に来たところを大振りのナイフで脅して廃はい墟きよに連れ込んだ。


    　両手両足をガムテープで縛られ、僕の目の前で友達は解体された。


    　……うん、衝撃的な出来事だ。正に心的外傷トラウマたり得る事件だね。だけど、君なら分かってもらえるだろう。


    　そう。僕は全く何も感じなかった。悲しいとか、怖いとか、死に対する好奇心すら湧かなかった。そして、そのことに気付いて初めて自分が恐ろしくなった。


    　虚うつろな目で僕を眺める友達、その肉塊を目の前に差し出されているのにだぜ？


    　これがもう、物の見事に何も感じないんだ。そして更さらに、トドメがあった。


    　友達が殺されたんだから、当然次は僕だ。ナイフが振りかざされる──極ごく々ごく当たり前のように、僕はそれを受け止めて両手両足のガムテープを上手く切り裂さいた。


    　あとは簡単だった。ナイフを奪い、適当に切り裂いた。殺人鬼が僕の友達にやったのと同じように、いやもう少し激しくやったかな。


    　やがて警察がやってきて──事件現場に仰天した。


    　父と母は当然のように僕を病院に入れた。目の前で友達が殺されたんだ、ショックで動揺していてもおかしくはない。


    　そして、その病院で僕はあの方と出会った。


    



    　──君は何も感じられないんだね。


    　ええ、その通りです。僕は……全く何も感じられませんでした。


    　──事件を調べた。君の手際は素晴らしい。


    　父と母は悪魔が乗り移ったと。


    　──いいや、違う。神は君に素晴らしいものを与えたのだよ。殺人の才能さ。


    　それは役立つものですか？


    　──君が望むならば。その才能が生かせる場所へ連れていこう。


    



    　その日、僕は〝虚無ホロウ〟に連れられて病院から姿を消した。両親は健在だけど、もう顔も分からない。


    　あとは変わらない。充実した人生を僕は送る。


    　自分の前に放り投げられた[image: ]えさを貪むさぼり続ける日々──。


    　戦場にも行った、頻ひん繁ぱんにテロが起こる危険な場所にも、誰もが何らかの犯罪に関わっているような場所にも、当然のように。


    　どこに行っても、どんな状況でも僕は、僕であり続けた。


    　動揺なし、同情なし、悲嘆なし、ただ天職だという確信はあったかもしれない。


    　色々な場所で、色々な風景を見て、色々な人間を殺した。老若男女、人種も地位も性格も信念も問わず、ひたすら殺し続けた──そして今に至る。


    　まったくなんて問答無用のハッピーエンドなんだろう。めでたしめでたし。
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    　基地の屋上はかつてアストライアと戦った古城の部屋に似ていた。周囲はフェンスが取り囲み、床はコンクリート。


    　闘技場としても使用していたのか、床には微かすかな血けつ痕こんが残されており、照明も備えている。


    　階段を上りきるまでの時間だけでは足りなかったアストライアの話は、向かい合って程なくして終わりを告げた。


    　……アストライアの話は、確かにありふれた惨劇だった。どうしようもなく残酷で、どうしようもなく悲しかった。僕と彼のわずかな違い──あやなは生きていて、彼の友達は殺された。


    「……それで。〝クラブ〟に？」


    　僕の問い掛けに、アストライアは頷うなずいて肩を竦すくめた。


    「凄すごいだろう？　全く凄く平凡な話だ。ドラマらしいドラマなど、僕にはない。まあ、最後に一捻ひねり凝らされているくらいかな？　──そう、僕も君も全く平凡だった。だが、運命に定められてここまで[image: ]たどり着いてしまった」


    「──運命、と。お前はそう言うのか」


    　アストライアは楽しそうに笑う。


    「それはそうだ。僕も君も、運命に巻き込まれた人間だ。平凡に生きて、平凡に死ぬはずの、ありきたりの存在だった。だが、この世界の残酷さが僕たちを搦からめ捕った。僕たちは、こうならざるを得なかった」


    「──間違えるな、アストライア。僕たちは搦め捕られた後、立ち上がってこちらの道を選んだんだ。搦め捕られてそのままだったわけじゃない。別の道を歩む選択はいくらでもあった。なのに、こちら側に来てしまったんだ。それを忘れてはならない」


    　僕の激しい否定に、アストライアはしばらく目を丸くした。そして、やがてくつくつと笑い始めた。


    「そうだ、そうだね、そうだとも。確かに君の言う通り、平凡な僕たちは道を選ばされたのではなく、選んだんだ。自分の才能を活かす道を選び、修練を積み重ね、地獄を渡り歩き、最終的にここに辿り着いた」


    　やはり、彼と僕とはコインの表裏だった。


    　互いに平凡な人生を歩んでいた、互いに異常事態に巻き込まれた、互いに平凡であることから逃のがれて、この道を歩んだ。


    　それが、たまらなく辛つらい別れをもたらすとしても。


    「正直に告白すると。僕がここにいるのは、君の責任でもあるんだぜ？」


    　アストライアが苦笑して告げる。


    「……僕の？」


    「そうさ。この才能が発揮される……殺さつ戮りくが天職である以上、飽きるということはなかった。でも、停滞はしていたよ。十歳のとき、あの最初の殺害の時点で僕はゴール地点に到達していた。何人殺したって前に進んだ気がしなかった。そして、君に出会ったことでようやく前に進み始めた」


    　──競争相手、か。


    　なるほど。そういう意味では、確かに僕は彼を前に進ませてしまったのかもしれない。


    　僕も彼に対抗するべく、人間が到達すべきではない場所まで[image: ]り着いたのだから。


    「君の話は、何かあるかい？」


    「ないよ。あったとしても、もう忘れてしまった。シャボン玉のように、どこかに弾けて消えてしまったらしい。僕にあるのは、お前を殺す技だけだ」


    「貴き島しまあやなについては？」


    　──呼吸が停止した。


    　瞼まぶたを閉じれば、僕に振り向く彼女の姿が思い出せる。けれど、今は必要のない情報だ。


    　無言で首を横に振る──アストライアは納得したように頷うなずいた。


    　天そらには無数の光ほしがあるけれど、地上の夜や闇あんを打ち消すにはあまりに弱すぎる輝きだった。


    　ぱちん、とアストライアが指を鳴らす。備え付けられた照明が強く輝き始めた。


    「さて。それじゃあ、そろそろ殺し合おうか」


    　彼が多節剣をゆらりと動かすのと同時に、僕はククリナイフを両手に握り締める。


    　これが最後の戦いになるだろう。


    　これが赤神楼樹ぼくの終焉おわりになるだろう。


    　これがアストライアかれの終わりになるように祈り、僕は身を屈かがめた。


    　互いの筋肉にくが軋きしむ音がする。睨にらみ合いながら、ゆっくりとその瞬間を推おし量はかる。


    　まだだ。まだ動くな。まだ、何かきっかけが欲しい。互いが動くためのきっかけが。


    　フェンスが風でカタカタと揺れる──きっかけにはならない。


    　だが、遠い彼方で銃声。


    　途端。互いの肉体が弾けんばかりに爆発した。


    　吼ほえた、と思う。


    　訳わけの分からない獣じみた声で絶叫したと思う。


    　あの地下室で戦い始めてから、ここに至るまでの長い記憶を一瞬で回想する──戦いが、始まった。
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    　基地屋上で、赤あか神がみ楼ろう樹きとアストライアが対たい峙じする少し前。


    　シャーリー・ワードワーズとコードネーム〝シャカール〟は、二人して〝謙虚モデステイ〟のクレア・ゴッドスピードを追跡していた。


    　サバイバルと追跡トラツキングの達人であるシャカールが床にべったりと顔をくっつけて、ほんのわずかな痕こん跡せきを[image: ]たどる。


    「山じゃないけど、自信はある？」


    「問題ありませんよ。シャーリー」


    　Ｔ字路に分かれた廊下の左右を慎重に精査し、最終的にシャカールは右を選んだ。彼らは共に、特殊部隊用戦闘アサルトライフルSpecial operations forces Combat Assault Rifle──通称、ＳＣＡＲを手にしている。


    　油断なく前後を守りつつ、彼らはとうとう一つの扉に[image: ]り着いた。扉以外に出入りできそうな場所はない。液晶タブレットで地図を確認する──この部屋は、ただ広いだけで名称はデータとして入力されてはいない。


    「何かありますね」


    「分かる？　でも、ここは行き止まり。追い詰めたことに変わりはないわ」


    　Ｃ４爆薬をセットし、二人は一旦その場を離れて爆破させた。更さらに、スタングレネードを投とう擲てきしてから、突入する。


    　踏み込んだ瞬間、この部屋の意図を二人は理解した。


    「闘技場コロシアム……」


    　マグライトで照らしても朧おぼろ気げに輪りん郭かくが分かる程度だが、すり鉢状になった広大な部屋は観客席と、ボクシングリング程度の大きさのフィールドがあることは確認できる。


    　観客席からリングに向けて、慎重に歩き出す。


    「暗視装置を使用しますか？」


    「……急に照明を照らされたらマズいわ。この観客席は堅けん牢ろうな作りみたいだし、盾たてにして動きましょう」


    　身を屈かがめた二人はゆっくりと、アサルトライフルに装着したマグライトで照らしながら、広大な部屋を少しずつ探索していく。


    　シャーリーもシャカールも、共に〝何か〟の気配を感じ取っていた。軽く互いの腰を叩たたいて警戒を促す。


    　暗闇で重要なものは聴覚と嗅きゆう覚かくである。シャーリーもシャカールもＣＩＡ特殊工作員としてはトップクラスの技量を持ち、暗闇での知覚訓練もこなしている。


    　その二人の耳は、何か金属状の物質がこちらに向けて転がってくる音を捉えた。


    　──グレネード！


    　即座に別の列に移動して、二人は身を伏せた。どん！　と空気が震ふるえる音──自分たちの背後で、何かが爆発した。


    「まだ来るわ！」


    　シャーリーが叫ぶまでもなく、シャカールも更に複数の音を探知した。立って走りたいのは山々だが、爆発しているのは破片手榴弾フラググレネード。立てば、手しゆ榴りゆう弾だんの破片が突き刺さる。


    　匍ほ匐ふくでひたすら前へ前へと進む。シャーリーはすぐに、この状況が危機的であることを察知した。それでも、前に進むしかないということも。


    　不意に爆発が止まる。即座に二人は片かた膝ひざをついて手榴弾を投げ続けた敵を捜す。だがしかし、機械の駆動音とともに、何かがせり上がって周囲を取り囲んだ。


    　照明で二人が照らし出される──人影に向けて、二人は直ただちにライフルを掃射した。


    　だが銃弾は透明な壁に阻はばまれた。


    「軍用の特殊樹脂クリアプレート。おたくの大統領も自家用車や飛行機に使用している代物よ。これくらいのものがないと、そのリングは危なっかしくて」


    　朗々と響く声。


    　マイクを使用しているのは、間違いなくクレア・ゴッドスピードだ。


    「もしかして、まだ撮影を諦あきらめてなかったの？」


    　呆あきれた、というようにシャーリーが肩を竦すくめる。


    「当然。貴女あなたの人生、仕事を取り上げたら何が残っているのかしら？　何もないでしょう。私もなのよ。私の人生は〝クラブ〟が全て。死ぬまでその仕事に添い遂げるのが私の宿命」


    「ふぅん。仕事以外何もない仕事中毒ワーカーホリツクってわけ。生あい憎にく、私の方は仕事以外にやるべきことがあるわよ」


    　信じられない、という様子でシャカールがシャーリーを見つめていた。どうやら彼も仕事以外に何もない女だ、と思い込んでいたらしい。


    　失敬な、とシャーリーは思った。


    「あらそう。一体それは何かしら」


    　シャーリーが胸を張って告げる。


    「子育て」


    「……産んだことあるんですか？」


    　更さらに啞あ然ぜんとした様子で、シャカールが尋ねる。そう言われるとくすぐったい気分になる。


    「まだ。……産みたいと思ってるだけ」


    　唇を尖とがらせてそう呟つぶやいたシャーリーに、シャカールは吹き出すのを堪こらえた。


    「なるほど。シャーリーの子供か、それは面白そうだ。父親は？」


    「内緒。凄すごい奴、ってことだけは教えておくわ」


    「オーケー。それじゃあ、まずはやるべきことをやってから子供の名前を決めよう」


    「そう、子供が。どうしようかしら、腹部を切り裂さいて胎児を取り出すのもいいし、子供を産ませて、それを殺人機械に育て上げるのもいいわね。どう思う？」


    　クレアは微ほほ笑えみつつ、シャーリーの腹部を見て言った。


    　シャカールが無駄だと知りつつ、ライフルを構える。シャーリーはゆっくりと周囲を見回す。出口はない。アサルトライフル下部に装着されたグレネードランチャー……も、恐らく難しい。シャカールが持っているＣ４爆薬ならば、破壊できる可能性はある。だが、使用できるのは一度だけ。その上、この狭いリングでは自分たちが爆発に巻き込まれる可能性が極めて高い。


    　天井にグレネードランチャーを撃ち込む……不可能だ。


    「どちらもお断り。工場のプレス機で押し潰つぶされるのはアンタの役割よ」


    「それはどうかしら」


    　壁の一部が下がる。慌ててそこから出ようとしたが、そこに巨大な生物が割って入った。全身を鋼鉄で覆おおい、その鎧よろいには棘スパイクが無数に突き出ている。


    「紹介するわ。〝娯楽提供者エンターテイナー〟スティールメイデン。ああ、ちなみに男よ。〝慈愛アフエクシヨン〟が生物的な側面で、殺人鬼のアプローチを試みたなら私は機械的な側面を担っているの。その鋼鉄男マン・オブ・ステイールは体の三割を機械に置き換えているわ」


    　三割どころか、十割だろう──とシャーリーは思う。


    　背中には、無数に枝分かれした細長いパイプが幾つもあり蒸気を発している。ただの演出なのか、それとも本当にこれが動力なのかは不明。


    　スティールメイデンがリングの内側に入ると、再び壁がせり上がった。


    「対戦相手というわけですか」


    「そう。……七・六二ミリＮＡＴＯ弾が通じるかしら、コイツ」


    「コミュニケーションも不可能そうです」


    　肩を竦すくめてシャカールが言う。


    「ＵＭＭＭＭＭＭウムムムムムムＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム────────!!」


    　力ちから瘤こぶを作るようなポーズで威い嚇かくしたスティールメイデンが、蒸気を撒まき散らしながら襲おそいかかってきた。


    　その動きは鈍重で、二人は躱かわし様ざまにＳＣＡＲを掃射する余裕があった。だが、銃弾は奇妙な音を立てて弾かれ、更さらに跳弾が周囲を巡った。


    「駄目、駄目！　撃たないで！」


    　シャカールも言われるまでもなく、直ただちに掃射を中止した。銃弾が鎧よろいに弾かれると、その跳弾がこの狭いリングのどこかに跳ねる──結果、自滅を招くことになる。


    　銃弾が通用しない怪物。


    　周囲は絶対に壊れぬ壁で取り囲まれている。


    　動きは鈍重だが、いずれは捕まる。


    　正に絶体絶命クリフハンガーの状況だ。


    「秘策は？」


    　シャカールの問い掛けに、シャーリーが指を二本立てた。


    「一。銃弾ではなく、ナイフで対抗する。二。それで時間稼ぎをして、考える」


    「名案。それで行きましょう」


    　共にアサルトライフルを置くと、ナイフを引き抜いた。


    「視覚部分も機械化しているから、ナイフは通用しないわよ？」


    「視覚以外にも、狙ねらえる場所は幾らでもあるわ！」


    　クレアの言葉に反論しつつ、二人はナイフで絶望的な状況てきに挑む──。
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    　陸上でオリンピックに出る、という夢はないでもなかった。


    　だが、好敵手ライバルと信じた男がコーチと結託して密ひそかにドーピングを行っていたことを知って、その夢は諦あきらめることにした。


    　足が速い、ただそれだけで賞賛される世界は歪ゆがんでいる──そんな風に考えたのだ。


    　実際は、どこの世界でも大人の社会というものが歪んでいるだけだったが。


    　ともあれ、〝チトラカ〟はその足を国のために活かそうと思った。


    　軍からＣＩＡにスカウトされ、特殊工作員として国から国へ。あらゆる正義と悪を為なした。


    　そして今は、武装ヘリＡＨ‐64Ｄアパッチ・ロングボウから雨あめ霰あられと撃ち込まれる砲弾を躱かわすために全力で疾走はしっている。


    　スタートを切って一秒後には泣き言を述べていた。


    　二秒後には、神に祈りを捧げていた。


    　三秒後には、絶叫していた。


    　そして今は、ただ無言でジグザグに走り続けている。ともすれば直線に走りたくなるがそれだけは絶対に駄目だと本能が告げていた。


    　たとえ多少速度がスローダウンしたとしても、ジグザグに走らなければ砲弾が直撃する確率は飛躍的に増す。


    　そう、銃弾ではなく砲弾だ。三十ミリの弾丸は掠かすっただけで、死に至る破壊力を持つ。自分が一瞬前に足を置いていた大地が抉えぐられていく。


    　ほんのわずか、運悪く足を滑らせる──あるいはヘリのパイロットがサーチライトに照らされたチトラカを、正しく狙ねらうことができればそれでゲームは終了する。


    　一生分の体力をここで前借りにしてもいいと、チトラカは更さらに走る。


    　様々な思考が、刹せつ那なで過ぎ去っていく。良い思い出もあれば悪い思い出もある。


    　生存欲求を理性で抑えつけられるのも、いい加減限界だ。理性が弾けてしまえば、自分はただ真っ直すぐ走り出して呆あつ気けなく死ぬ。


    　いやいや、理性が弾けなくても次の瞬間には死んでいる。だったらせめて、この恐怖と絶望を感じたまま死にたくはない。


    　だがしかし。だがしかし……ああもう、何も頭に浮かばない。走れ、ただただひたすら走るしかないのだ。


    　そうして、本人としては一時間全力疾走したつもりで──実際には、わずか十秒にも満たない全力疾走は人知れず百メートル地点での世界新記録を打ち立てていたが、本人はただ五体満足であることだけに安あん[image: ]どしていた。


    　倒れ込もう──もう走れない、と筋肉が訴える。もう走らなくてもいい、と理性が諭さとす。


    　俯うつぶせから仰あお向むけへ。それで理解した。ヘリコプターは、既に自分をサーチライトで照らしていない。ぐるりと旋せん回かいして、ただの囮おとりであったチトラカは無視することに決めたらしい。


    「……マズい」


    　本来ならば、自分は間違いなく死んでいるはずだ。だが、パイロットが自分の動きが囮だと途中で気付いたならば、話は変わる。


    　だが太ふと股ももが痺しびれたように痙けい攣れんして、動くこともままならない。腰に下げた拳銃を抜いて、狙ねらう──馬鹿馬鹿しい、こんな玩具オモチヤでどうにかなる代物か。


    　あとはもう、祈るしかない。ヘリが本命の二人を粉砕してしまうより先に、ロケッＲト推進Ｐ式擲弾Ｇを叩たたき込むことを──。
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    　ＲＰＧでヘリを狙うには、ありったけの幸運が必要だった。夜で視界も悪く、無誘導の弾頭は上う手まく狙いをつけても、どこに飛ぶかは分からない。


    　まして〝ウェイター〟と〝ボーパルバニー〟ともに、ＲＰＧを扱ったことなど数えるほどしかない。


    「狙そ撃げきと一緒さ」


    　ウェイターの呟つぶやきに、ボーパルバニーが力なく頷うなずく。


    「十字砲火クロスフアイアでいこう。君がここに、俺は向こうだ」


    「ええ。……幸運を」


    「当たることが幸運だ。それ以外には何も必要ない」


    　ウェイターが走り、所定の位置に[image: ]たどり着いた。合図を送ると、チトラカがスタートを切った。ライフルを乱射し、暗視装置やレーダーを使用不能にしたヘリに対してマズルフラッシュでアピールする。


    　期待通り、ヘリはサーチライトでチトラカを追跡しつつチェーンガンで狙うために動くことを止やめた。


    　ソマリアのときと状況は同じだ。兵士を降下させるために、ブラックホークは動きを止めざるを得なかった。


    　与えられた時間は、間違いなく五秒もない。互いに三秒で同時に撃つと決めていた。片腕を掲げて合図を送る──カウントダウンを開始する。


    「１ワン──」


    　二人は片かた膝ひざを立て、体勢を安定させる。


    「２トウ──」


    　光学照準器に、ヘリを入れる。暗闇だが、連中が照らしているサーチライトのお陰で、輪りん郭かくはしっかりと摑つかめていた。


    「３スリー──！」


    　共に無誘導ロケット弾を発射しようとした瞬間、ぐるりとヘリが旋せん回かいした。反射的に銃ひき爪がねを引いたボーパルバニーは肩に掛かる圧力と、驚きのあまり体を仰のけ反らせた。


    「しまっ……!!」


    　旋回したことで、ロケット弾はヘリ側面を掠かすめるように飛んでいく。


    　だが、ヘリが狙ねらったのは恐怖に凍りつくボーパルバニーではなく──。


    



    〝ああ、くそ。ツイてねぇ〟


    



    　慎重に狙いを定め、まだ銃爪を引こうとはしていなかったウェイターの方にチェーンガンを掃射した。


    　逃げようとしたのか、ウェイターはＲＰＧを放り投げた。だが、それでは絶望的に間に合わない。チェーンガンの三十ミリ砲弾は、ウェイターを人間とは呼べないレベルの肉片に変えてしまった。


    「あ、あ……」


    　即座にサーチライトが動き、ボーパルバニーを捉える。再装そう塡てん……間に合わない。逃亡……間に合わない。降伏……できるはずもない。


    　駄目だ。自分は詰みチエツクメイトだ。死ぬことも恐ろしいが、これで自分たちの敗北が決定的になってしまったのが、何より恐ろしく、そして悔しい。


    　最後まで諦あきらめるな、と己おのれを[image: ]しつ咤たする。だが、今いま更さら何ができる？　周囲を見回しても、救いの手があるはずもなく────────いや、待て。


    「バッド……!?」


    　ボーパルバニーが目を見開く。視界に入ったその男は悪運の強さから〝バッド〟と呼ばれていた。数多あまたの戦場で、鉄火場でその運を発揮して生き残り続けた。


    　けれど、とうとう運も尽き果てたのか──先ほど、爆破工作担当の〝ナヴァロン〟とともにチェーンガンの掃射に巻き込まれたはず、だったのだが。


    　蘇よみがえったバッドは、血に塗まみれた姿で走り続けていた。迷いはない、ひたすら真っ直すぐ。


    　目的はただ一つ、給仕ウエイターが死の直前に届けた最後の贈り物。


    　無誘導ロケット弾装塡済みのＲＰＧ──！


    



    



    　どかん！　と耳元で灰色熊グリズリーに全力で殴られたような衝撃が届く寸前、バッドの体はナヴァロンの両手で勢いよく押し出されていた。


    　幸運なことに、次の瞬間ナヴァロンを切り裂さいた砲弾は柔らかい土を跳ね飛ばすことで煙幕の役割を果たし──意識を喪失したバッドが動かなくなったことで、彼は死んだと判断された。


    　目が覚めたバッドは、全てを悟った。


    　自分が生きているのは、運がよかったからではなく。


    　自分を助けるために、ナヴァロンが精一杯突き飛ばしてくれたからだと。


    　そのナヴァロンは己おのれが助かる術すべはないとあの一瞬で覚悟し、己にできる全ては自分を生き延びさせることだと悟ったのだ。


    　ウェイターもそうだ。


    　ヘリが旋せん回かいした瞬間、ウェイターはこの状態で銃ひき爪がねを引いても外すと確信した。驚きで体勢が崩れ、決まっていた腕の角度も分からなくなってしまった。


    　自棄になって発射するのは簡単だが、発射してしまえばそこで終わり。


    　ウェイターはプロフェッショナルだ。だから、ヘリを落とす確率がわずかでも高い方を選ぶ。


    　故ゆえに、放り投げた。第六感シツクスセンスじみていたが、自分に向けて悪運強い男が駆け寄ってくると、何とはなしに理解できたのだ。


    　迷いはない。ここで肉塊になっても、自分を称えてくれる人間が必ず残る。


    　全く悪くない死に様ざまだ。


    　それら全てを、バッドという男は受け取った。


    　ああ、我が運よ。生きてきて、これまで幾多の悪運に恵まれた。全体としては不幸な人生であったが、死にそうになったときに限って天かみは自分に味方してくれた。


    　だが、もういい。


    　それはもういい。


    　このＲＰＧエクスカリバーを手にして発射する。それに運はいらない、欲しくない。


    　欲しい運はただ一つ、気き紛まぐれなお姫様を真っ直すぐ──真っ直ぐ、ヘリコプターの急所に直撃させてほしい。そのために必要なことは全部行うし、この戦いが終われば絶対に鉄火場には足を踏み入れない──運を浪費することはしない。


    　バッドは駆け抜け様に、放り出されたＲＰＧを摑つかんで転がり──狙ねらいを定めた。


    　自分があと、どのくらい生きられるのかは分からない。三十秒後に死ぬかもしれないし、五十年くらい生き続けるのかもしれない。


    　全ての運をロケット弾に叩き込み、バッドはＲＰＧを撃った。


    　夜空を切り裂くロケット弾、パニックになったパイロットが機体を上昇させようとする。何たる運の悪さか、機体は斜めに傾かしいだ。本来なら回避できたはずのロケット弾が、ローター部分に直撃した。


    「機体上昇！　この……畜生……！」


    　へし折れたメインローターブレードが地面に突き刺さる。ぐしゃり、とヘリ機体は卵のようにひび割れた。燃料に引火したのか、潰つぶれた機体が燃え始めた。


    「やった……やったぞ！」


    　ガッツポーズを取るバッドにボーパルバニーが駆け寄り、肩を摑つかんで問答無用とばかりに引き[image: ]ずり始めた。


    「ちょ、おい、何を……」


    「馬鹿！　敵が来てるのよ！」


    　バッドが「敵？」と鸚おう鵡む返しに呟つぶやいた途端、銃弾が二人の周囲に撃ち込まれた。


    「うおおおお!?」


    　二人は慌ててその場を離脱し、手近にあった兵器庫に閉じ籠こもった。部屋の性質上、壁はそこそこ頑丈に作られているらしく、銃弾が弾かれる音がした。


    　バッドが手近にあった最新鋭のアサルトライフルを取った。が、ボーパルバニーがすかさず奪い取る。


    「何だよ！」


    「指紋認証システムがあって使えないの。ほら、こっち！」


    　ボーパルバニーが投げてよこしたのは、傑作銃とも謳うたわれるカラシニコフ──ＡＫ47だ。


    　が、如何いかんせん傑作といえども数十年たてば劣化する。


    「骨董品じゃねえか！」


    「撃てるだけマシでしょ、さあ早く！」


    　嚙かみつくバッドに嚙みつき返すボーパルバニー。二人が立て籠った兵器庫は、五メートル四方程度の面積しかなく、入り口は一か所であとは換気用の細い窓しかない。ボーパルバニーは扉から、バッドは細い窓から銃口を突き出して必死の応戦を試みる。


    　しかし兵器庫は取り囲まれてしまい、逃げ場はない。そして、包囲を完了させたスタッフたちは、兵器庫に満載されている銃火器のほとんどが逃げ込んだ敵には使用不可能であることを知っている。


    　ゴー！　と叫んで、彼らは扉に向けて殺到した。


    　それをアサルトライフルの斉射で出迎えるものの、銃弾は加速度的に減っていく。加えて、バッドの持つＡＫ４７カラシニコフはあまりに老朽化が激しく、撃つたびに壊れる確率が高まっていく。


    　十人のスタッフが兵器庫を取り囲んだ。射撃で牽けん制せいしつつ、グレネードを放り込む準備を行う。当然、ボーパルバニーとバッドもそれはさせまいと必死に応戦を繰り返す。


    「投げるぞ！」


    　スタッフの声とともに、握り締められた破片手榴弾フラググレネードが手から離れ──。


    「させるかッ!!」


    　離れる寸前、チトラカが無防備な真横から拳銃の銃弾をありったけ浴びせかけた。ピンが外れた手しゆ榴りゆう弾だんが、スタッフたちの足下に転がり──爆発した。


    　わずかな休憩であるが、足を回復させたチトラカは俊敏な動きで近接戦闘を挑み、爆発に混乱するスタッフたちを拳銃で次々と射殺した。


    「ボーパルバニー！　出ろ！」


    　全てを射殺したチトラカは、スタッフが抱かかえていたアサルトライフルを拾い上げ、弾倉を引き抜くと扉から飛び出した彼女に投げ渡した。幸い、弾倉は共通規格のため、ボーパルバニーが今まで使用していたライフルに労せずして装そう塡てんできた。


    　残念なことに、バッドのＡＫ４７カラシニコフとは規格が合わない。


    「あん？　……お前生きてたのか」


    「ツイてたらしい」


    　続いて飛び出してきたバッドには、転がっていたアサルトライフルを手渡した。これは〝クラブ〟スタッフのものではない。先ほど死亡したウェイターが所持していたものだ。ともあれ合流を果たした三人だが、すぐに彼らの下もとにもスタッフたちが殺到し始めた。


    　そのとき基地から爆発音がし、窓ガラスが吹き飛んだ。無線は通じないが、どうやらまだ我々ＣＩＡは敗北していないらしい。


    「応援が来るまでの辛抱だ。やるぞ！」


    　三人は兵器庫の壁を盾たてにして、やってくるスタッフたちにありったけの銃弾を浴びせた。懸命に応戦する三人だが、弾倉は先ほど死体から回収した分しかない。


    「一難去ってまた一難」


    　チトラカの呟つぶやきに、バッドが首を傾かしげた。


    「何だそれ？」


    「日本の[image: ]ことわざだ。……心配するな、中に入った連中はどいつもこいつも筋金入り。もう少し保てば、必ず何とかしてくれる！」


    　三人には、もう何もかも残されていないが唯一希望だけは存在した。対空ミサイルを破壊し、増援が到着すれば全てが解決するはずだと。


    　だが、三人に与えられた猶ゆう予よはせいぜい三十分。果たしてその間に、シャーリーたちが対空ミサイルを破壊できるのか。


    　焦あせりつつも、彼らは粛しゆく々しゆくと己おのれの任務をこなすことにした。自分たちがここにスタッフたちを釘付けにしている限り、基地内部はその分だけ敵兵力の数が減って彼らが有利になるのだから。


    



    



    　　　　　　　　　§　　　　　§　　　　　§


    



    



    　一方、バチカンシークレットサービス──通称ＶＳＳが率いる特殊部隊とグレタ率いる志願兵で固められたバレルガニア共和国義勇軍、更さらにＣＩＡの増援部隊はそれぞれが海岸でキャンプを張り、必死に焦しよう燥そうを堪こらえて待機していた。


    「まだか？　予定時間はとっくに過ぎているぞ」


    「無茶な任務だ。とうに全滅していてもおかしくはない」


    「あいつらはＣＩＡウチの最精鋭部隊だ。あれが駄目なら、誰がやっても同じさ」


    「別にケンカを売っているわけじゃない。だが──」


    「今は待つしかない！」


    　ＶＳＳの言葉に、グレタが不意に口を開いた。


    「無人偵察機ドローンはどうなりました？」


    「三十分前に偵察させましたが、あっという間に撃墜されました」


    「では、もう一度。現状で多少なりとも混乱が起きていれば、島にも変化があるはず。一瞬でもそれを見極められれば、部隊を展開できるかどうかの判断ができます」


    「しかし、もう無人偵察機は一機しか──」


    「対空ミサイルが破壊されれば、どうせ使用することはありません」


    　確かにそうか、とＣＩＡの武官は肩を竦すくめた。


    「分かりました。映像を準備させろ！　もう一度、無人偵察機を飛ばす！」


    　たちまち軍事衛星による遠隔制御式の無人偵察機が用意された。翼幅四メートル程度、大型のラジコン飛行機程度のサイズだ。一人が操縦、もう一人がセンサーを担当する。


    　ＶＳＳ代表のダスティ・ガープリングやグレタ、ＣＩＡの武官が集まると一斉にディスプレイを覗のぞき込んだ。


    「離陸開始」


    　操縦者がそう告げて、無人偵察機を発進させた。時速百キロで飛翔する無人偵察機は十分以内に対空ミサイルの発射圏内に入り込み、装備したセンサーとカメラで戦場の状況を完全に把握可能だ。


    　海上を飛翔する映像を、全員が固かた唾ずを呑のんで見守っている。


    「十秒で到達します。九、八、七、六、五、四、三──」


    　島が映り、更にその上空を飛んでいく。


    　グレタたちの目に、センサーを通して一瞬だが状況が映し出された。だが、即座に警告が発令する。


    「対空ミサイル発射されました！」


    「回避しろ！」


    「間に合いません！　…………くそ、駄目だ！」


    　爆発と同時に、カメラが壊れて映像が砂嵐に変わる。失望の溜ため息いきを吐つくが、グレタはすぐにセンサー担当官に告げた。


    「島に到達した直後の映像をもう一度、今度はスローで」


    「はい」


    　担当官が映像を巻き戻し、スローで再生した。広がるジャングル──そしてその先に発見された巨大な基地──そしてコンマ数秒であるが、複数の光が基地の傍そばで瞬またたいた。


    「マズルフラッシュだな」


    　ダスティの言葉にグレタが頷うなずく。


    「複数ある、ということは戦闘の最中でしょう。対空ミサイルは未いまだ健在ですが、作戦が失敗に終わったわけではなさそうです」


    「だが──」


    「……対空ミサイルがまだ生きている限り、手出しはできない」


    「そうとは限らんさ」


    　いつのまにかやってきた老人──肩に狙そ撃げき用ライフルを担いだジャック・ベイカーがＣＩＡ武官の肩を叩たたいた。


    「失礼、何ですって？」


    「対空ミサイルは囮おとり用のフレアで何とかなる。地上戦を行っているってことはそれだけ敵さんも切せつ羽ぱ詰つまっているって証拠だろう。少なくとも戦車やヘリはなくなったってことだ。それなら、一か八かで向かうのも悪くはねぇ」


    　嗄しわがれた声で老人はそう告げると、くるりと背を向けて仲間の老人たちに告げた。


    「遺言状は書き終わったな!!　野郎ども、行くぞ！」


    「おい、待て。勝手な行動は──」


    　慌てて止めようとするが、元ＣＩＡの特殊工作員であるジャックは武官わかぞうのことなど気にも留めず、彼の腕を振り払って始動したオスプレイに向かって駆け出していく。そして乗り込み、彼らに叫ぶ。


    「気にするな、俺たちはどうせ消耗品だ。どうせ歯車なら、最後に未来ってやつを担ってから死にてえものなのさ」


    　老人たちが賛成するように、一斉に銃を掲げた。


    　啞あ然ぜんとして皆が見守る中、オスプレイは空を飛んでいく──。


    「おい。どうするんだ、ＣＩＡ」


    　ダスティの言葉に、ＣＩＡ武官が頭を抱かかえていた。


    「どうもこうも……待つしかない。万が一にでも、これ以上の兵力を失うわけにはいかん」


    「……祈るだけか」


    　二人は[image: ]そろって嘆息した。
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    　グレタはオスプレイを見送った後、友人である貴き島しまあやなの下もとへと向かった。


    「あ、グレタさん。今、どんな感じです？」


    　テントのパイプ椅子に所在なげに腰かけていた彼女は、グレタに尋ねた。


    「まだ時間がかかりそうです。もう少し待っててくださいね」


    「うん」


    　ふんふん、と気楽そうに足をばたつかせる彼女を周囲の人間はどこか恐れている。


    　それはこの戦場において軍服を着るでもなく、銃を持つでもない少女に投げかけるべき視線ではないはずだった。


    　不謹慎、あるいは戦場を舐なめていることに対して不快感を抱くならば話は分かる。


    　だが、いくら何でもこの物々しい雰囲気でこれほど脱力した状態でいられるというのは、間違いなく異常だった。


    「……不安じゃないの？」


    　グレタの問い掛けに、あやながふるふると首を横に振る。


    「ううん。嬉うれしくて嬉しくて。……やっと、楼ろう樹きくんに会えるって思ったら。戦場があまり怖くなくて」


    「そう……」


    「……ゴメンね。あんまり危機感なくて」


    　申し訳なさそうに俯うつむく──その顔は本当に申し訳なさそうで、グレタはくすくすと笑った。


    「ううん、そうでなきゃいけないと思います。あやなはきっと、いつまでもそうあってほしいって思われているのでしょうね」


    　あの人に、きっとそう思われていたのだろう。だからこそ、彼ロキは彼女あやなのために全てを捨てたのだから。


    　少しだけ妬ねたましい。普通は愛する人とともにあることが最上の喜びだと誰もが思っている。


    　けれど、赤あか神がみ楼樹は──愛する人とともにいないことで、己おのれの愛を証明した。


    　赤神楼樹がその手に剣を握り締め、世界を敵に回して戦ったのは全て愛する少女のため。


    　目の前の少女の、平凡な生活ありきたりを守るために。


    　だが、赤神楼樹もさすがに知らないだろう。その愛する少女もまた、何かが欠落した──あるいはどこかが突出した存在だったとは。


    「ロキは今、どうしているのかしら」


    　グレタの問い掛けに、あやなは迷わず答えた。


    「……戦っているんだろうね、楼ろう樹きくんは」


    「ですよね」


    「うん。たぶん、最後の戦いを闘ってる。あのアストライアって人は、楼樹くんと同類だから、楼樹くんも何もかも捨てなきゃ勝てない」


    「──何も、かも？」


    　ぞくりと、そのありきたりの言葉にグレタの身が震ふるえる。


    　あやなは遠い、彼方の島を見つめながら予言者のように淡々と呟つぶやく。


    「うん。楼樹くんは戦い続けるほど──きっと、何もかも失っていく。誰も止められない、だってそうでもしなければ、あの人には勝てないから」


    「ロキは、どうなります？」


    　恐る恐るグレタが尋ねる。


    「壊れちゃうだろうね、きっと。でも、それでいい。そうしなければ、楼樹くんは止められない。そこから先は……わたしが、頑張らなきゃいけないんだと思う」


    　一度、壊れたものは戻らない。


    　けれど、積み直す努力をすることは決して無意味ではないはずだ。


    「……なんて。えへへ、ちょっと無茶苦茶だね、わたしってば」


    「そんなコトないですよ。ううん、むしろ──」

  


  [image: ]


  
    



    　そのくらいの覚悟がなければ、赤あか神がみ楼ろう樹きを愛せないのかもしれない。


    



    　グレタは彼方にあるはずの島へと視線を移した。


    　昔も、そして今も好きで好きで仕方のない人がそこにいる。そこで死闘を繰り広げているのだろう。バレルガニアを取り戻すために、戦ってくれたときのように。


    　だけど、あの人の走りはあまりに速すぎて。かつて見えていた背中は、いつの間にか見えなくなっていた。


    　再会しても、貴き島しまあやなの言葉が正しければ自分のこともきっと──。


    　でも、それでいい。忘れられていたなら、失った恋の悲しみにも耐えられる。彼が忘れても、彼女じぶんが忘れなければ、大切な大切な思い出となっていくのだから。


    「まるで、硝子ガラスの刃やいばのよう」


    　最後の一撃に全てを[image: ]とす、命を懸かける。でも、それで終わり。敵を倒したならば、砕け散るのが運命だ。砕け散った硝子を拾い上げ、手を傷だらけにしながら集めることは──世界でただ一人、貴島あやなにしかできないことだ。


    「……あやな」


    「うん」


    「ロキのことを、お願いね」


    「任せて！」


    　あやなは満面の笑みを浮かべて、胸を叩たたいた。


    



    



    　　　　　　　　　§　　　　　§　　　　　§


    



    



    「……このまま膠こう着ちやく状態が続けば、攻め落とせない可能性が出てきます」


    「そうか、分かった」


    　打ち合わせを終えて報告を行ったダスティに、ヴァレリオ・ロベルティ──エイレナイオスⅠ世は重々しい頷うなずきを返した。その顔には隠しきれぬ疲労がある。


    　ここに[image: ]たどり着くまでに、何かがあったわけではない。元々、今代のローマ教皇である彼はバチカンに留とどまらず世界のあちらこちらを飛び回って精力的に活動している。


    　だが、この遠征だけはやむにやまれぬ事情があってのことだ。


    「安心しろ、ダスティ。……決着はつく。つけねばならぬ。そして終わらせるのは、私でなければいかんのだ。これを次代に残すわけにはいかん」


    　以前と同じ言葉を、ヴァレリオは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。


    　明らかな苦悩……あの弟からの贈り物を読んで以来、彼は煩はん悶もんし続けている。


    　十字架を手に握り締め、待ち受ける運命に耐えるために祈っている──。


    



    



    　　　　　　　　　§　　　　　§　　　　　§


    



    



    　アストライアと僕のスペックはほぼ同じだった。身長、体重、腕力、速度、耐久力に至るまで。ただし、武器だけは圧倒的に異なる。


    　アストライアの武器は多節剣。伸縮自在、鞭むちのように伸びて相手を斬きるかと思えば集束して鋼鉄の棍こん棒ぼうのような頑丈さで、受けようとする敵を叩たたき潰つぶす。


    　恐らく想像を絶する超重量の上に、自在に扱うのは至難の業わざだ。一歩間違えれば、自分自身が刃に切り刻まれる、まさに諸もろ刃はの剣なのだから。


    「────────シャァッ!!」


    　アストライアが叫び、そして明らかな遠距離から刺つ突きを放つ。


    　連結していた剣がパーツごとに外れて伸びていく──まさに大蛇のように身をくねらせながら、僕に襲おそいかかる。


    　以前、ドイツの古城の戦いでは受けることで精一杯だった。


    　だが、今回は違う。


    　僕の武器は二振りのククリナイフ。名を〝勝利ヴイジヤヤ〟と〝祈願ソワカ〟。あらゆる存在モノを[image: ]ほふる黒色の死しに神がみだ。


    　右手の〝ヴィジャヤ〟で襲いかかる剣尖を弾く──以前の僕ならば、ククリナイフをもってしても避よけることに専念しなければならなかった。


    　だが、今は違う。どちらかの腕で弾きながら、更さらに前進する。弾いても弾いても、猛烈な勢いで迫る剣尖を、今の僕は完全に把握していた。


    「貰もらった──！」


    「舐なめるなァッ!!」


    　あっという間に刀身を貫くワイヤーによって、剣が巻き戻った。鋼鉄の棍棒と化した多節剣で、僕のククリナイフを受け止める──だが、そこから更に一撃を加える。


    　しかしアストライアもまた並大抵の技量ではない。


    　重量のある多節剣は僕のククリナイフを容易に受け止め、弾く。確かに、僕は二振り持っている分、一撃にかかる力は弱い。


    　けれどそれでも、大抵の人間に圧し勝つ自信はある。だが、アストライアに限ってはそれが全く通用しない。必然、巻き起こるのは鍔つば迫ぜり合いではなく剣によるやりとりだ。


    　互いに吼ほえる。


    　弱点などないと、互いに理わ解かっている。したがって、一瞬の隙すきを突いてわずかでも体力を削り続ける以外、勝利への道はない。


    



    　乱舞する鋼はがねと鋼。


    　交錯する剣と剣。


    　煌き光らめく刃やいばと刃。


    　火花が咲き乱れ、颶ぐ風ふうが巻き起こり、鋼鉄が唸うなる。体全体を振り回しつつ、一いつ気き呵か成せいに攻め立てる僕と、多節剣で間合いを操作しながらじっくりと攻めてくるアストライア。


    　アストライアが間合いをとると同時に、再び多節剣を分離させる。


    　そしてニヤリと笑った。仕掛けてくる、と確信し覚悟を決める。


    　大きく広げた腕とともに、多節剣の剣つ尖きが宙空高く浮き上がった。


    「落ちろッ!!」


    　一気に落下する剣尖に、僕は慌てて宙返りで後方へと跳んだ。コンクリートの床に突き刺さった剣尖は、間を一切置かずにそのまま上昇──またも僕の脳天目がけて落下する。


    「チ、ィッ…………!!」

  


  [image: ]


  
    　間かん髪はつ容いれず横へ、コンクリートを打ち壊しつつ剣つ尖きは追い縋すがる。しかし、ここで退ひいては以前の二の舞だ。


    　アストライアの基本戦術は、この多節剣を利用して徹底的に間合いに入らせないことだ。


    　絶対的な空間支配。そして僕がククリナイフの届かぬ位置にいる限り、着実にこちらを削りにかかる。前に踏み込めば、それだけ傷つく。けれど前に踏み込まなければ勝利は摑つかめない。


    　餓が狼ろうのように吼え立てつつ、僕は前へ跳躍した。上下から襲おそいくる剣尖を、躱かわして捌さばく。


    　前へ──前へ向かう。


    　跳躍に横回転が加わり、僕は正に独こ楽まのように回転してあらゆるものを弾き飛ばした。


    　アストライアが微かすかに手首の返しに力を籠こめる。先ほどの連撃より異なっている。


    　筋肉は通常より力が籠められているし、腕の角度も違っていた。速度が遅くなるし、角度が深すぎてそもそもあれでは僕に当たらず、手前の床にぶつかってしまうだろう。


    　予測される攻撃はつまり──。


    「コンクリートの散弾バツクシヨツト……！」


    　突き刺さった剣尖に絶妙な動きが加えられ、コンクリートを破壊と同時に射出した。


    　瞬間、僕は大きな破片、尖とがった破片を選り分けた。感覚的には時間が停止した気分。最適格な軌道を計算し、破片をたった一度の斬ざん撃げきでほぼ無効化させた。


    「く────!!」


    　さすがにこの一撃には、アストライアも驚きよう愕がくしたらしい。奇妙な嬉うれしさと悲しさが入り混じり、僕の全身を包み込んだ。


    　嬉しさはアストライアに匹敵する力を得たという確信。


    　悲しさはそのためにあらゆる思い出を犠牲にしたという事実。


    　踏み込みは神速。


    　斬撃は精密に。


    　振るった〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟が唸うなる────────斬ッ!!


    「……ッ!!」


    　獲とってはいない。それほど簡単なはずがない。それでも、確かな手応えはあった。僕の斬撃は確かに、アストライアの胸板を斬きり裂さいていた。


    　鮮やかな血が滲にじみ出る。


    　多節剣を戻し、間合いをとったアストライアは信じられないというように僕を見つめた。


    　そして、尋ねる。


    「──ねえ。ここに至るまでに、君はどれだけの存在モノを捨てたのかな？」


    「戦いに不要なものは、ほとんど」


    　僕の答えに、アストライアは満足げに頷うなずいた。僕がつけた傷は、斜めに彼の服と胸を斬り裂いていた。致命傷ではない、深手というわけでもない。


    　けれど、僕は今アストライアに追い縋すがっている。確実に──その肩に手が届いている。


    　それを実感させる痛烈な一撃だった。アストライアは受けた傷に手を[image: ]はわせ、楽しそうに笑顔を零こぼす。


    「……ああ、痛いね。この痛みは即すなわち、君の痛みでもある。君はこの一撃のために、人間にとって大切なものをたくさん放り捨てたんだ」


    　彼の思考はまだまだ鋭敏で、その指摘は的確だ。


    「だったら、僕も捨てなきゃね。君のために、色々なものを」


    「──捨てるものがあるのか」


    「ああ。こんな僕でも、捨てるものはまだまだあるさ。……赤神楼樹キミを倒すためなら、何だって捨ててみせるさ」


    　アストライアは笑う。その笑みは、どこか悲しげだった。


    　僕には何となく理解できる。


    　どれほどに血に塗まみれた思い出でも、あるいはその逆、どれほど無価値に思える過去でも。


    　捨て去ることは辛つらくて、悲しいこと。


    　この〝クラブ〟での思い出も、幼い頃のわずかな──どうでもいいはずの記憶も。何もかも放り捨て、脳の全てを彼との戦いだけに専心させる。


    　だからこそ、先ほどアストライアは自分の過去を明かしたのだろう。退屈で、無価値で、つまらないと思いながらも──捨てることはできなかったモノを。


    「さあ、殺やろうよ楼ろう樹きくん！　もっとさ！　純度を高めて高めて高めまくって、ただ殺さつ戮りくに特化した怪物になってさ！　それで、どんな光景が見られるのか──どんな生き物になるのか、見てみようぜ！　それは地球の生物、その頂点たり得る人間から、更さらに逸脱してしまった〝何か〟だ！」


    　錯乱したような笑いとともに、アストライアの体勢が低いものへと変わる。胸から滴したたる血は、彼の脳に激痛を知らせているはずだが、爆発的に増加したエンドルフィンがそれを妨さまたげているらしい。


    　もっとも、今や僕もアストライアも痛み程度で屈することはあるまい。


    　この心臓が完全に停止するまで、相手を殺し続けるだろう。


    　さあ、赤神楼樹ケモノガリ────────走り出せ。


    　一瞬たりとも立ち止まらず、アストライアを止めるまで戦い続けろ！

  


  
    



    



    　　　第六章　捕食者と狩人


    



    



    　闘技場のリングは、周囲を特殊樹脂の壁に囲われて逃げ場がない。


    　そのリングに、〝娯楽提供者エンターテイナー〟とともに閉じ込められた形となったシャーリーとシャカールは、苦戦を強しいられていた。


    　躱かわす、避よける、いずれも紙一重。


    　喩たとえるならば、ロシアンルーレットのようなもの。当たる確率はわずか六分の一。しかし、何度も何度も試行すれば必ず弾丸は直撃する。


    　こちらの銃弾も通用せず、ナイフは軽い傷しか与えられない。


    「ＵウＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭムＭム!!」


    　喚わめき散らしながら、娯楽提供者──スティールメイデンはぶんぶんと両腕を振り回す。武器は持っていない、だがこちらも対抗し得る手段がない。


    　……恐らく意図的なものだろう。武器はなくとも、その拳は一撃で二人を戦闘不能に追い込むことができる。何より、死なないのだ。


    　臓物が破裂しても、即死するわけではない。苦しみに苦しんだ果てに、人体の機能が生存を果たせないレベルに落ち込んでから死ぬ。


    　スティールメイデンが武器を持ってしまえばナイフであれ、銃であれ、それ以外であれ、一撃で自分たちは殺されるだろう。


    　それをクレアは嫌ったのだ。この状況で、なおも彼女は〝娯楽エンタメ〟を優先させている。……何とも見上げた仕事中毒だ。


    　シャカールがシャーリーに囁ささやいた。


    「どうします？」


    「……一つだけ、アイツを倒せる方法がある」


    　あるにはある。


    　だが、そのためには──。シャカールが皆まで言うな、とばかりに彼女の肩を押さえて告げる。


    「行きましょう。このままでは埒らちが明かない。……では、シャーリー。君の子供によろしく」


    　シャカールは全くいつものように、薄い微ほほ笑えみを浮かべると最後に残った虎の子──Ｃ４爆薬を手に取った。


    　──ああ、当然だ。当然、誰でも思いつくことだ。欠点はただ一つ、どちらかが犠牲にならねばならないだけで。


    　そして英国紳士のような優雅さで、シャカールは当たり前のようにその役割を背負った。


    



    　この作戦を思いついたとき、シャカールは極ごく々ごく当たり前のように自分がその役割を背負うべきだと考えた。


    　自分にも妻がいて、子供がいる。故ゆえに、これから母になろうという女を犠牲にするなど、全く考慮にも値しない考えである。幸い、家族関係は良好だ。二人を悲しませるのは申し訳ないと思うが、それでもこの役割をシャーリーに譲ることなど有り得ない。


    　突撃する──スティールメイデンが、腕を大きく広げた。まず、これは躱かわさなければならない、大きく無防備に開いた股またの間を潜くぐり抜ける。


    　Ｃ４本体の起動スイッチを入れて、棘とげだらけの背中に勢いよく接着させる。棘が手に突き刺さったが、シャカールはわずかに呻うめいただけで気にも留めない。


    　シャカールが背中に貼はりついたスティールメイデンは、慌てて拳を振り回した──それをダッキングで躱し、今度は真正面から懐ふところに飛び込む。


    　棘だらけの鋼鉄鎧よろいを恐れず、抱き締める。


    「ぐっ……う、あ……うぅぅぅぅっ!!」


    　絶叫しつつ、シャカールはリングを取り囲む壁に向けてスティールメイデンを押し始めた。スティールメイデンがシャカールを引き剝はがそうとする。だが、シャカールの全ぜん身しん全ぜん霊れいを振り絞った力が幾分か上回った。両足で大地を踏み締め、万まん力りきの如ごとき握力で棘をも厭いとわずスティールメイデンをリングに押しつけていく。


    「シャカール！」


    「私に構うな！　押せ、押すんだ！」


    　シャーリーは拾い上げたアサルトライフルをしっかりと構えてスコープ越しに、スティールメイデンの頭部に銃弾を叩たたき込む。


    　さすがに銃弾の衝撃には耐えられず、わずかに仰のけ反る──その隙すきに、更さらに押し出した。そして遂に防壁にスティールメイデンを押しつけた。


    　右手でスイッチを握り締めたシャカールは、スティールメイデンに微ほほ笑えみ告げる。


    「吹っ飛べガラクタ！」


    　スティールメイデンの背中に貼りつけられたＣ４爆薬が起動し、爆発した。スティールメイデンの肉体は爆風の威力をマトモに受け、その余波をシャカールも受ける。


    　一方、密着していた壁の方も、Ｃ４爆薬の恐るべき爆発力が直撃することになった。


    　いかに合衆国大統領の飛行機や車体に使用される強度だとはいえ、これほど至近距離で衝撃の逃げ場もほとんどなく爆発させられれば、打ち砕かれる。


    　そして、当然スティールメイデンとシャカールも同じだけの衝撃を受けた。


    「シャカール！」


    　スティールメイデンの鋼鉄鎧よろいは抉えぐれていた。それだけでなく、上半身と下半身が分離しており、頭部がほぼ消失している。鎧を突き抜けた衝撃が、腹部を内側から抉り出していた。そして、その衝撃を最後に受け止めたのはシャカールだ。


    　駆け寄ろうとしたシャーリーに向かって、弱々しく首を横に振った。致命傷で、救うことができるはずもない。


    　何より、今はクレア・ゴッドスピードを追跡すべきだった。


    　シャーリーは迷いを刹せつ那なに打ち払い、アサルトライフルを持って駆け出していく。それを満足げな様子で見送ったシャカールは、最後にぼんやりと家族のことを思い浮かべながら息を引き取った。


    



    　爆発した直後、クレアはまたも姿を消していた。行き先は分かっている──間違いなくミサイル制御室。シャーリーはタブレットで素早く現在位置を特定する。


    《あ、繫つながった！　シャーリー、ＣＩＡのお爺じいちゃんたちがもう出発したって!!》


    　シャテアのパニック寸前の言葉に、シャーリーも慌てふためいた。


    「噓うそ!?　まだ対空ミサイルは──」


    《外側で戦ってる人がピンチなの！　一刻も早く救出しなきゃ、間に合わない！》


    　外──援護に投入されたチトラカたちか。部隊のデータリンクを確認する限り、六人中三人が死亡しているが、三人がまだ戦っている。


    　一分一秒でも短縮しなければ、彼らは救えない。だが、生あい憎にくとシャーリーは最悪の予感を抱いていた。


    　タブレットのマップデータによると、廊下を走った先には一つの部屋がある。その部屋を通り抜けた先が、ミサイル制御室だ。


    　マップデータによると、その部屋の名称は『歴史展示室』。……〝クラブ〟の歴史を語るために、残された遺物の展示を行っているらしい。


    　何かしらの仕掛けがあるわけではないだろうが、ロクでもない代物がごまんとあるのは確実だ。


    　それでも天然木の重々しい扉を開くと、シャーリーは銃を構えて飛び込んだ。


    　展示室はよくある美術館の類たぐいとほぼ同じ構造をしていた。壁にはおぞましい写真、あるいは禍まが々まがしい絵。警報器付き（果たしてこの展示品が盗難されることはあるのだろうか？）のガラスケースに入った、グロテスク極まるオブジェクト。


    　大型のケースには人体の剝はく製せいや、凶気じみた道具の数々が展示されている。


    　それぞれの展示品の下には軽い説明がつけてある。


    　加害者のものもあれば、被害者のものもある。清潔感が[image: ]あふれていて、整然としていて──故ゆえに、最低最悪の趣味だ。


    　展示室に踏み込むなり、ここに彼女がいるという奇妙な確信をシャーリーは抱いた。


    「出てきなさい、クレア・ゴッドスピード！　今度こそ決着をつけてあげるわ、一対一で正々堂々とね！」


    　言うなり、シャーリーは一つの展示棚を見定めると手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てきした。どかん、と爆発が起きて展示品が吹き飛ぶ。写真、銃、あるいはカメラ──中には犠牲者のものと思おぼしき靴もある。


    　そういったおぞましいものを破壊することに、シャーリーはまったく頓とん着ちやくがない。


    　こんな場所で展示されるくらいならば、犠牲者たちもいっそ派手に爆発させてもらった方がマシだろう。


    「やめなさい！」


    　悲鳴じみたクレアの声に、ようやくわずかながらシャーリーの溜りゆう飲いんが下がった。


    「決着をつけるわよ！　出てきなさいこのダニ女！」


    「……ッ!!　これ以上、展示品に少しでも傷をつけたら──」


    　問答無用、とアサルトライフルを掃射する。展示用ケースも強化ガラスとはいえ、ライフル弾を防ぐほどの頑丈さはない。たちまち砕け散って、〝クラブ〟の人間にとってのみ貴重な──つまり、一般人には何の価値もなく、ただひたすらおぞましい遺物の数々を木こっ端ぱ微み塵じんにした。


    「殺してやる！」

  


  [image: ]


  
    　激げき昂こうしたクレアが、銃を片手に飛び出す。


    「あら、いいの？　そんな馬鹿げた銃を振り回して──」


    　シャーリーの挑発は、手近な柱が爆砕する音で遮さえぎられた。慌てて転がり逃げると、更さらに追撃がかかる──人間の剝はく製せいが、クレアの放った銃弾で破裂した。


    「私が壊す分には、構わないのよ！」


    　出で鱈たら目めな理屈だが、クレアはそれで自身の[image: ]かつ藤とうを解消したらしい。


    　全く遠慮もなく、彼女は立て続けにレイジング・ブル、モデル５００カスタムの恐るべき銃弾を放った。


    　その莫大な運動エネルギーは、掠かすめただけでもシャーリーをズタズタに引き裂さくだろう。


    　負けじとシャーリーはアサルトライフルを掃射する──だが、クレアは自由自在に動き回り、一流の銃使いガンスリンガーを上回る力量で、シャーリーを追い詰めていった。


    「くっ…………!?」


    　突然、シャーリーの左肩が引き攣つり、電流を叩たたき込まれたような痛みが走る。


    　クレアがいつのまにか、拳銃をホルスターに収めてクロスボウに持ち替えていたのだ。


    　特に、この展示室は彼女の領域フイールドである。展示室にあった武器のどれが利用可能なのか、クレアは完全に把握していた。


    （マズいわね。クロスボウはほとんど音がない……！）


    　不幸中の幸い、左腕が痺しびれて使い物にならなくなっただけだ。致命傷というわけではない。


    　激痛を堪こらえて矢を引き抜き、[image: ]はいつくばって進む。


    「今度は私が言う番ね。出てきなさい！」


    　痛みを堪えつつ、彼女は無線通信を行った。


    《シャーリー？》


    「爺じいさんたちが出発した時間を確認できるかしら」


    《ええと……大体、十五分前くらい》


    　オスプレイで海岸のベースキャンプから出発したと仮定すると、大おお雑ざつ把ぱな到着時刻は二十分後、というところだろう。到着時刻、というよりは対空ミサイルがオスプレイの接近を感知するまでと考慮すると──残り、三分あるかないかというところだ。


    　このまま銃撃戦うつてうたれてを繰り返せば、勝つ可能性はある。だが、それには長い時間が──少なくとも、五分以上はかかるだろう。


    　一か八か、勝負を仕掛けなければならない。なおかつ、必勝を期さねばならない。


    　考えろ、考えろ、考えろ……。


    　状況は些いささか悪い──だが、決して最悪ではない。


    　アサルトライフルの弾倉マガジンは残り二つ、予備の拳銃が一つ。手しゆ榴りゆう弾だんはないが、アサルトライフルに付属したグレネードはある。


    　ナイフは二本。クレア・ゴッドスピードの服は恐らくそう見えなくとも、防弾防刃の機能はあるだろう。銃捌さばきから判断するに、射撃にかなりの自信があるというのも確かだ。少なくとも、それでＣＩＡと渡り合おうと考える程度には。


    　この展示室には、遺物らしき武器がある。恐らく〝娯楽提供者エンターテイナー〟の遺のこしたものだろう。赤あか神がみ楼ろう樹きのお陰で、この展示も増えに増えたはずだ。


    　……いや、待てよ。


    　ふと、シャーリーは思い出した──自分と赤神楼樹が為なした、この旅のことを一通り思い返し、彼女は慌てて展示された遺物の数々をチェックした。


    　自分の周囲には一九〇〇年代の品しかない。


    　最新の展示品が必要だ。幸い、時代ごとに展示用のケースが分離され、更さらには丁てい寧ねいな説明もついている。


    　彼女はクレアに狙ねらいを悟られぬよう、慎重に動きながら二〇〇〇年代に死んだ〝娯楽提供者エンターテイナー〟の遺物を探し始めた。


    　十秒とたたぬうちに、それを発見した。


    　だが、ガラスを割れば狙いが露呈する可能性がある。このガラスが割れるのは、自然なアクシデントかあるいは──。


    　──別のものが欲しかったと思わせるか。


    　シャーリーは瞬間的に決断した。


    



    　クレア・ゴッドスピードは、脳が沸ふつ騰とうしそうなほどの憤ふん怒ぬと歓喜に酔いしれていた。


    　シャーリー・ワードワーズが偉人たちの遺した戦利品を破壊したときは、はらわたが煮えくりかえるかと思ったが──その一方で、自分が破壊する際には猛烈な歓喜があった。


    　大切なものであればあるほど、破壊は愉たのしい。


    　先人の偉大なる遺産、それらをまとめてぐっちゃぐちゃにできるなんて、日常ではまず不可能。こういう風に、〝クラブ〟に戦争を仕掛ける愚か者が出てくるような非日常でない限り。


    　ああ、非日常。何よりもそれが大切だ。〝クラブ〟は会員メンバーたちに非日常を提供する組織だ。だが、組織の内側にいるクレアにとっては、それこそが日常である。


    　無論、〝クラブ〟のために全てを擲なげうつよう育てられた彼女には当たり前のことであった。だが、心のどこかで〝クラブ〟の活動を非日常のお祭りカーニバルだと喜ぶ会員たちが羨うらやましかったのもまた事実だ。


    　クレアは今、充実している。


    　あの〝娯楽提供者エンターテイナー〟、ノーベルが使っていた強化型クロスボウを手にキチキチと歯を鳴らすように笑い、彼女は展示室を捜索している。


    「シャーリー──どこにいるのかしらぁ？」


    　興奮のせいか、涎よだれがだらだらと垂れてスーツを汚した。シャーリーの焦しよう燥そうが、クレアには手に取るように理解できる。彼女の仲間が今、外で戦闘中。追い詰められている──応援に向かいたいところだが、ここに釘付けにされている。


    　クレアはじっくりとこの戦闘を愉たのしむことが勝利に繫つながり、シャーリーは直ただちに決着をつけることが、勝利に繫がる。


    　がちゃん、とガラスが割れる音。たちまちクレアの心がささくれ立つ。


    「どこにいるのかしらねぇ……？」


    　クレアは愉しむと同時に、油断もない。ガラスケースを破壊したということは、何らかの小道具を手に入れた可能性がある。


    　例えば、このクロスボウのように。もっとも稼働可能かどうかは、試してみなければ分からない。分の悪い[image: ]かけに出たのか、あるいはその行動はフェイクでしかなく、本命はあくまで銃器かナイフなのか。


    　クレアは割れたガラスケースまで、音もなく歩み寄る。


    　割れたガラスケースの中にあったものは、バレルガニア共和国〝チェスゲーム〟の遺物。ここで死んだ、〝娯楽提供者エンターテイナー〟は爆破の王ノーベル、電流処刑人ニコラテスラ、最強のナイフ使いファーレンヴァイダー、そして完全被甲大鷲フルメタルイーグル。


    　すぐに確認──見た限りでは、ノーベルの使用したダイナマイト、そしてニコラテスラの直接ではなく針を撃ち込んで電流を流すことも可能な、いわゆるティーザーガンが盗まれていた。


    　無論、心配には及ばない。ダイナマイトは模造品レプリカ、改造ティーザーガンは電池が抜き取られている。


    　しかし……もしかすると電池程度ならば、他の遺物にも存在するかもしれない。


    　がちゃんと他の場所でガラスケースが割れた音がした。


    　忌いま忌ましい、と呟つぶやきながらクレアはその後を追う。案の定、割れたガラスの傍そばには電池を抜き取られたビデオカメラが、転がっていた。


    　やはり改造ティーザーガンが彼女の秘策らしい。だが、クレアがスーツの内側に着込んでいる特殊ベストは防弾防刃の他にもスタンガンなどの電流を遮断するための絶縁体も組み込まれている。


    　彼女は間違いなくティーザーガンによる奇襲を仕掛けてくる──倒れた振りでもしてやろうか、得意満面の彼女の胸板に、この人を殺すには余り有る巨大な銃弾を撃ち込んでやる。


    　監視カメラの場所を確認する。問題は、その得意満面の彼女がきちんと映像に捉えられるかどうか。誘おびき寄せなければならない。


    　クレアは展示室中央の、大きな柱の陰に隠れた。気配と音を探るため、耳を澄ます。


    　──来る。


    　真正面、微かすかな足音がする。クレアは飛び出すことに決めた。


    　もし、彼女が銃を構えていたならそのまま撃つ。だが、ティーザーガンを構えていたならわざと喰くらってやることにする。次の一手を打とうとするシャーリーが油断した顔になった瞬間、反撃の一手を放つのだ。


    　無論、飛び出してくることへの危険も承知。だが、全身から湧き立つような高揚感がクレアの背中を後押しする。


    　なるほど、〝娯楽提供者エンターテイナー〟に任せず、あくまで自分たちの手で獲物を仕留めようとする会員の気持ちがよく分かる。


    　危険がある。命を失う可能性もある。だが、そうであればあるほどに「勝利」の味は濃く芳ほう醇じゆんなものになる。


    　人を殺すことは心地のよい娯楽、それが強く聡さとい人間ならばなおさらだ。


    　──行けゴー！


    　柱の陰から飛び出したクレアの目が捉えたもの──それは、紛まぎれもなくニコラテスラの改造ティーザーガン。さすがに工作員プロとしての意地か、飛び出したクレアよりもシャーリーの方が反応が早かった。


    「シャーリー──！」


    　絶叫の直後、シャーリーのティーザーガンから針が射出された。


    　バチバチと凄すさまじい音が響く。だが、胸に当たったそれがクレアに痛みを伝えることはない。


    　彼女は苦痛のあまり呻うめくような声を出しながら倒れ込んだ。


    　びくびくと痙けい攣れんし、涎よだれを垂れ流す──ただし、銃の銃ひき爪がねからは絶対に手を離さない。


    　──さあ笑いなさい、シャーリー。今の私は無力で哀れな生贄の羊サクリフアイスよ。


    　シャーリーがゆっくりとティーザーガンを下ろす──笑え、笑え、さあ笑え。


    　クレアは目を見開いて、まるでティーザーガンの苦痛に苦しんでいるかのようにその瞬間を凝視しようとする。


    　シャーリーが慎重な様子で二歩を踏み込む。


    　シャーリーがティーザーガンを下ろす。


    　シャーリーは微ほほ笑えまない。


    　シャーリーはそのまま間かん髪はつ容いれずに、腕を振る。


    　シャーリーは満足げに頷うなずき、笑みを浮かべる。


    



    　クレアは行動した。


    　蹲うずくまっていた状態から一気に身を起こし、銃を構えた。気付いて、驚嘆し絶望するシャーリーの胸板に狙ねらいを定める。


    　銃爪を引く。


    　狙い通り、驚きよう愕がくするシャーリーのボディアーマーを貫いた。もともとの爆発的な威力に加えて、軍用ボディアーマーすら貫通する銃弾だ。紛まぎれもなく致命傷だ。その証拠に、シャーリーは両腕を広げ、勢いよく吹き飛ばされている。


    　穴から臓はらわたが滴したたり落ちる──信じられない、というように彼女はクレアを見る。


    　クレアは立ち上がって、勝利を宣言する。


    



    「………………………………」


    



    　……？


    　おかしい、とクレアは首をひねった。自分では勝利宣言の言葉を吐いたつもりなのだが。


    　興奮しすぎて、声が掠かすれてしまったのだろうか。


    　仕方なく、しまらないと思いつつももう一度繰り返す。


    



    「………………………………」


    



    　どういうことだ。言葉が一向に発せられない。耳を澄ませても、出てくるのはコヒュー、コヒューという荒く汚い息遣いだけだ。


    　エレガントに、最後の台詞せりふを紡つむぐべきなのに。彼女の口は、いっこうに言葉を発しない。


    　シャーリーが今にも死にそうなのに、言葉を手た向むけることもできないなんて──。


    　……いや、待て。


    　おかしい。胸板を貫いたはずのシャーリーが、まだ立っている。というか、そもそも傷跡がない。先ほど吹き飛ばしたはずの胸板は塞ふさがっていて、臓はどこにも見当たらない。


    　私が吹き飛ばした彼女の肉体はどこにある？


    「──夢を見ているのかしら？」


    　おかしい、おかしい、こんなのおかしい！　死んだはず、死んだはずだ！


    「ああ、違うわね。眼球が回転するように動いてるから……毒のせい？」


    　淡々とシャーリーはそう言って、クレアの首元に手を翳かざした──ずぶり、と何か喉のどにつっかえていたものが外れた。


    　透明な何かが、血に濡ぬれてキラキラと輝いている。


    　クレアは百人以上存在する〝娯楽提供者エンターテイナー〟を全て把握しており、当然のようにファーレンヴァイダーのプロフィールも知っている。


    　その知識が、否いや応おうなしに現状を理解させてしまった。


    （そんな、まさか。噓でしょう）


    　ファーレンヴァイダー。恐らく歴史上二度とは現れないであろう、希け有う極まりないナイフ使い。彼の一番得意な戦術はナイフの連続投とう擲てき。


    　一度目は通常のナイフを投とう擲てきする。そのナイフの威力も素晴らしいものがあるが、重要なのは回避あるいは迎撃された際の、二度目の投擲だ。


    　二度目は、不可視インビジブルと呼ばれる特殊樹脂で作製された透明なナイフだ。ガラスより鋭利で、鋼鉄並みの強きよう靱じんさと重量を持つ──。


    　そのことを思い出した瞬間、記憶が何度も何度も巻き戻される。


    　ティーザーガンを撃った後に行ったシャーリーの動作。


    　あまりに一瞬過ぎて、その動作の意味を理解していなかった。あれは、この不可視のナイフを投擲したのだ。私の喉のど元もと目がけて！


    「ティーザーガンは囮おとり。……勿もち論ろん、これで倒せるかもとは思ったけどね。長いことやってると、相手が死んでいるかいないかくらい、大方分かるものなのよ。貴女あなたはちょっとばかり経験が足りなかったわね」


    　クレアは喉を押さえて、シャーリーに腕を伸ばす。だが、彼女は冷酷にそれを払い除のけるとさっさと歩き出した。


    　クレアは必死で「待って」と呼びかける。呼びかけているつもりだった。実際には声も出せず、ただ口を開くだけでしかなかったが。


    「待ってほしいみたいだけど、急いでいるの。ああ、言い忘れていたけど貴女の命、あと一分も保もたないと思うわ。ナイフに塗られていた毒は酸化しているけど、効果はあったみたいだし」


    　クレアの視界が真っ暗になった。


    　精神的打撃、肉体的打撃、いずれも致命傷だった。


    　愉たのしかった。相手を殺そうとするのは本当に愉しかったのだ。殺される、というスリルを味わうのも凄すごく愉しかった。


    　けれど。


    　本当に殺されるのはちっとも愉しくない。今いま更さらながら、それを理解してしまった。


    　途端、黒い塊のような恐怖が雪崩なだれのように押し寄せて、クレアの理性を粉々に打ち砕いた。


    「ひっ…………ひ、ひっ……ひぃっ………………!!」


    　死にたくない、死ぬのは厭いやだ、死ぬのは怖い、恐ろしい、誰か助けて！


    　死は永遠の闇で永えい劫ごうの苦痛だ。そんな当たり前のことをどうして皆教えてくれなかったのだろう。死は厭だ、死は怖い、死ぬのは駄目だ、許せない。だって死んでしまえば〝クラブ〟の運営はどうなる。どいつもこいつも無茶苦茶で、出で鱈たら目めで、私がいなければ何もできない、しようとしない無能連中のくせに！


    　私がいなければ、この〝クラブ〟は成立しない！　崩壊してしまう！　それはつまり、このゴッドスピード家が積み重ねてきたもの全てが消えてなくなるということ。


    　百年前、偉大なる創設者の一人に託された貴族としての義務ノーブレス・オブリージユ。


    　途絶えさせるわけにはいかない。


    　死ぬのは駄目、死ぬのは駄目、死ぬのは駄目。もし自分が死ぬとすれば、それはこの〝クラブ〟が役目を終えるときだ。


    　即すなわち、七人の聖父フアーザーズが全て滅んだ場合。組織運営及び組織防備が成立しなくなった状況。


    「そう、だ。しんでは、だめだ」


    　クレア・ゴッドスピードは生誕したときから、全てを〝クラブ〟に捧げていた。


    　教育も、訓練も、何もかも〝クラブ〟のため。その倫理観は完全に歪ゆがんでいるが、たまらなく強固だった。


    　不屈の意志が、クレアの内な側かで不死鳥の如ごとく蘇よみがえる。


    　クレアは毒にも、喉のどの致命傷にもめげずに最後の力を振り絞ってポケットからスマートフォンを取り出し、フォルダに格納してあったとあるアプリケーションを開いた。


    　指紋認証を終えると、表示されていた数字のカウントダウンが開始された。


    「これで、私の役割は、終わる」


    　聡明な瞳でそう呟つぶやいた途端、全身から力が抜けた。笑う。痛みはとてつもないし絶望的な気分ではあるが、役割は果たした。


    　死ぬとどうなるのだろう。


    　確か〝あの御方〟は『死は始まりに過ぎない』と言っていた。死によって魂は別の次元に運ばれ、そこでまた次の役割を果たすのだと。


    　ああ、次の仕事。次の仕事が待っている。そうだ、また働ける。また何かのために働ける。


    　人間は働くために生きて、働くために死ぬのだ。


    　でも次の仕事が分からない。どんな仕事なのだろう、肉体労働なのか知的労働なのか、はたまた精神的に過酷なものなのか。


    　何だっていい。私に仕事を与えてくれるなら、拒みはしない。


    　さあ、次の仕事よ。私の霊うち魂がわに指示を与えておくれ。


    　痛みを堪こらえて、元気よく挨あい拶さつをして、また働く────────。


    　目を見開き、次の仕事を待ち焦こがれながら、クレア・ゴッドスピードは死んだ。最後の最期まで反省はなく、悔恨もない。


    　何な故ぜなら彼女は生まれてからずっと、こういう生き方だったから。〝クラブ〟の内側が全ての世界だった。その異常さを知覚することなく、その外げ道どうを嫌悪することもなく。


    　ある意味で、この決戦場においてもっとも相応ふさわしくない存在が彼女だったのかもしれない。


    　これが『善ひと』と『悪クラブ』の最終戦争である以上、善悪定かならぬ彼女の退場は、必然だった。


    



    　──少なくとも。その老人は、ぼんやりとそんなことを考えていた。
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    　ヘリコプターを撃墜して苦境からからくも脱出したＣＩＡ陽動部隊だが、殺到してきたスタッフたちによって、身動き一つできないでいた。


    　兵器庫の壁際で迎撃を試みてはいるが、状況は加速度的に悪化している。


    　薬やつ莢きようが頰ほおに当たり、銃撃戦特有の熱気で喉のどが張りつくように痛む。


    　汗と砂と血に塗まみれ、状況は加速度的に悪化していく。


    　一人目、ボーパルバニーは脇腹に貫通銃創があった。臓器に損傷はないものの止血剤と包帯、痛み止めでは誤ご魔ま化かしきれないダメージがある。


    　二人目、チトラカは先ほどの全力疾走によりふくらはぎが痙けい攣れんを起こしている。痛みで走ることはできず、疲労からか銃の狙ねらいも定まらない。


    　三人目、バッド。彼が一番追い込まれていた。右目を掠かすめた銃弾で、視界の半分が塞ふさがれている。投とう擲てきされたグレネードを躱かわした際に、運悪く足首を折っていた。


    「悪運が尽きちまったらしい」


    　苦笑いを浮かべてそう言って、バッドは拳銃を撃ち続ける。


    　既にアサルトライフルの銃弾は尽きており、グレネードも最後の一つを残して使い果たした。最後の一つは、死んだふりをして彼らが近付いたところを自分諸もろ共とも吹き飛ばす腹積もりで残している。


    「弾倉マガジン！」


    「ほらよ、これで店じまいカンバンだ」


    　ボーパルバニーの叫びに、チトラカが弾倉を放り投げた。彼のアサルトライフルも、今にも弾が尽きようとしている。モードを単発のセミオートに切り替え、間隔をあけて撃っている。


    　一方、スタッフたちはここが正念場と判断したのか、ありったけの火器で三人の生存者サバイバーを殲せん滅めつさせようとしていた。


    　既に陽動部隊が頼みとする兵器庫は半壊しており、スタッフたちは輸送車両を防壁として前面に押し立て、ゆっくりと前進している。


    　絶体絶命、正に致命的状況──。


    「対空ミサイルはまだ……」


    　チトラカの言葉に、ボーパルバニーは沈痛な表情で首を横に振った。連絡は届いていない、もしかするとシャーリーが率いた部隊の方も全滅しているかもしれない。少し前に、隊員たちが互いの身体現況パラメータを把握できるデータリンクもタブレットが破壊されたことで、把握が不可能になってしまった。


    　チトラカは経験から、自分たちがもう一分も保たないと確信した。


    　バッドは諸もろ共とも自爆する気らしい。ボーパルバニーは拳銃に最後の一発を残しておく、と先ほど言っていた。チトラカはやるだけのことはやったのだし、とようやく痙けい攣れんが治おさまった足を軽く叩たたいて、破れかぶれの特攻を考え始めた。


    　グレネードランチャーのグレネードを一発撃ってから、アサルトライフル片手に突撃する。


    　そうして敵陣に乗り込んで、彼らの武器を奪って──あとは、死ぬまで滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやるのだ。


    　アサルトライフルの弾は残り十三発。あと三発撃ったら、突撃しよう。


    　震ふるえて上う手まく狙ねらいが定まらない。痙攣のせいだけではない、恐怖と高揚が入り混じっているためだ……一発撃って、外れた。


    　こんな職業のせいか、恋人はできては別れの繰り返し。今はフリーだが、職場近くのコーヒーショップのウェイトレスを攻略中だった。


    　毎日通ってた自分がある日突然来なくなったら、彼女はどう思うだろう──二発目、敵に当たったが軽傷だ。


    　どうも思わないか、と苦笑する。


    　三発目──外れ。覚悟を決める。


    「俺は行くぞ」


    「待って」


    　ボーパルバニーの制止にチトラカは首を振る。一か八か、やってみなくては分からない。


    　たとえ、九十九パーセントの確率で失敗するにせよ、このままここにいるだけでは、ジリ貧なのだから。


    「いいや、もう足は大丈夫。だから──」


    　だからこのまま楽にさせてほしい。そう言おうとしたが、ボーパルバニーが慌てた様子で夜空を見た。


    「ちょっと待って！　音が……聞こえない？」


    　問われて、チトラカとバッドも空を見上げる。確かに、微かすかだがヘリの音が聞こえる。敵の増援だろうか。いや、それならもう少し早くに来るだろう。


    　では、まさか──。


    「応援に来た……!?」


    「対空ミサイルはまだ破壊されてないぞ！」


    「情報が誤って伝わった。あるいは──痺しびれを切らせたのか？」


    　いずれにせよ、最悪だ。まだ対空ミサイルは制御下に置いていない。悪手だ。何てことだ。


    　三人が沈痛な表情で顔を見合わせた直後、空気を斬きり裂さく音とともに対空ミサイルが発射されていた──。


    「くそ、何てこった……!!」


    　息を呑のみ、彼らはミサイルの行く末を見守るしかない。
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    　ジャック・ベイカーは旧ふるい、という価値観に頓とん着ちやくしない。最新のものの方が優れているのは当たり前であり（幾つかの例外はあるが）、使ってみてそちらの方がいいなら使う。


    　それは八十を超えた老人になっても変わりはない。自身の肉体は全盛期より性能が劣る、それは当然だ。ならば、それを優れた兵器で補うのもまた自明の理。


    　オスプレイに乗り込んだＣＩＡ退職者たちの人数は総勢三十人。


    　平均年齢六十一歳であるが、全員が最低三十年以上の戦闘経験を持つベテランだった。


    「もうそろそろだ。後部ランプを開け！」


    「ジジイ、正気か!?」


    　パイロットが絶叫する──彼もまた定年退職済みだ。いい加減、観光客たちをセスナに乗せて優雅な飛行にも飽きていた頃に誘われ、ここまでやってきた。


    「死ぬよりゃマシだろ。そら！」


    　背中を叩たたいて、ジャックは後部貨物扉に二脚バイポツドを備えた対物ライフルを置いて、煙草たばこに火をつけた。


    　周囲の老人たちも、さすがに緊張を隠せない。彼が狙撃シユートを誤れば、仲良く全滅なのだ。


    「ジャック。俺が代わってやってもいいぞ！」


    「何言いやがるボケ。この中に、俺以上に狙そ撃げきが上う手まい奴がいるのか？　いねぇだろ。いても代わらねぇけどな」


    　貨物扉が開く──強烈な風が内側に入り込み、何人かが悲鳴を上げた。


    　本来、後部の貨物扉は内部にいる兵士を迅じん速そくに展開させる、あるいは空中から物資を投下するためのものだ。


    　だが、今は狙撃のための専用区画となっている。


    　警報──パイロットが叫ぶ。


    「ミサイルだ！」


    　ぐるりと、オスプレイが回転する。


    　ジャックは伏せた状態でスコープを覗のぞく。百八十度逆を向くと同時にオスプレイはホバリングして、空中で待機。


    　対空ミサイルはその性質上、無誘導などということは有り得ない。多くの場合、熱源を探知する赤外線誘導式が主流である。だからこそ、飛行機側も囮おとりのフレアなどで放熱を誤ご魔ま化かす対策がとれるのだ。


    　しかし、フレアの信頼性は決して高いものではない。目標地点に接近すればするほど、ミサイルが誤ご魔ま化かされる可能性は減少していく。


    　故ゆえに、ジャックはそれを嫌って狙そ撃げきに[image: ]かけた。ミサイルはその性質上、動くものであればそれに従って移動する。だが、動かぬ目標であればランダムな動きはしない。ただ熱源に向かって真っ直すぐ向かうだけだ。


    　愚直なまでの直進。それは即すなわち、狙撃のいいカモだということ。


    　呼吸を停止し、肺から全ての空気を振り絞る。震動は気にしない、彼が手にしているのはアンチマテリアルライフル──英国のアキュラシー・インターナショナル社製ＡＳ50。


    　一二・七ミリの銃弾で、ミサイルの弾頭を狙撃する。


    　不可能のように思えるが、長年の経験でジャックは不可能ではないと知っていた。音速を遥はるかに上回る速度であろうが、距離を考慮して視認と銃ひき爪がねを引く速度が完全に連動していれば、直撃させることも充分可能だ。


    　スコープを覗のぞき込み、ジャックは心を凍らせる。失敗あるいは成功という状況認識も遥か彼方に置き去りにして、ただ人差し指と眼球だけの存在に特化する。


    



    　見る。


    　撃つ。


    



    　あっという間の出来事だった。ジャックにミスはなく、完かん璧ぺきに仕事をこなした。ミスを犯したのはパイロットだ。予あらかじめ、爆風による急激な機体の震動を予告されていたにもかかわらず、あまりに信じられない芸当のせいか、ぐらぐらと機体を揺らした。


    「うおおおおお！」


    　ジャックが開いた貨物扉から滑り落ちそうになるが──どうにか堪こらえた。


    「急げ！　次のミサイルがきちまうぞ！」


    　二度の成功はない。ジャックはたった一発の狙撃で、極度に神経を疲労させていた。だからこそ、対空ミサイルの二発目が来る前にオスプレイを降下させなければならなかった。


    　しかし、パイロットが衝撃から立ち直るより早く、二発目の対空ミサイルが射出された。


    「フレア！」


    　パイロットがフレアを放出する──だが、あまりに至近距離過ぎた。フレアの熱に反応するより早く、ミサイルが襲おそいかかってきた。


    　──駄目か、クソ。


    　全員が死を覚悟したその瞬間だった。


    　地上の三人が、対空ミサイルの一発目が[image: ]なぞの爆破を起こして喜んだのも束の間、即座に二発目のミサイルが発射されて絶望した瞬間だった。


    



    《お待たせ！　対空ミサイル、無効化完了！》


    



    　福ふく音いんのような響きとともに、対空ミサイルが再び爆発した。今度は誰が狙そ撃げきしたわけでもなく、自爆であった。


    「何やってやがる！　急げ、救出に行くぞ！」


    　誰かの絶叫に、ようやく立ち直ったパイロットが真っ直すぐ地上で必死に防戦している三人の上空に[image: ]たどり着いた。


    　スタッフたちがパニックに陥る──一部がスティンガーを担いだ。だが、それを見て取ったジャック・ベイカーが素早く開きっぱなしの貨物扉から狙撃して、攻撃を防ぐ。


    　ここに至り、士気は逆転した。


    　どうにか着地したオスプレイから、老人たちが次々に飛び出して戦線に加わった。オスプレイの乗員はせいぜいが三十人前後。島の総兵力は五百人。


    　人数からすれば、まだまだスタッフたちとは圧倒的な差があるが、彼らの士気はそれを上回っている。


    「少し休んでいろ！」


    　ボーパルバニーたちに武器を投げ渡した老兵たちは、オスプレイそのものを遮しや蔽へい物ぶつにして、ありったけの弾薬を浴びせていく。


    「もう少し耐えれば、更さらに増援がやってくる！」


    　退職者の中ではまだ若手のブルース・ミラーコートが素早く三人の援護に入った。アサルトライフルを斉射しつつ、彼らに弾薬や医療物資を手渡した。


    「アンタたち、どうしてこんなに早く──？」


    「後でゆっくり説明してやる。恩はたっぷり買ってもらうからな！」


    　老人たちは狩猟用のハンティングベストや白いワンピースなど、思い思いの服装で、増援というよりはまるで隠いん[image: ]とんした老人が趣味の狩猟ハンテイングにでもやってきたような気軽さだ。


    　しかし、腕は確かだ。匍ほ匐ふくで進みつつ、敵を的確に仕留めていく。


    



    　状況的には現在、半壊した兵器庫とオスプレイを遮蔽物にした混成軍と、それを包むようにスタッフたちが追い詰めようとしている。


    　有利なのは、当然ながらスタッフたちだ。だが、彼らは基地内部にシャーリーたちとの戦いのため、多数の兵力を裂さいている。更に、ナヴァロンの爆破工作やコサックの狙撃で戦力は削りに削られていた。


    　おまけに、リーダーたるべき人間はほぼ皆無。


    　彼ら一人一人は傭兵として最高の技量を持っており、だからこそ〝クラブ〟に雇用されたのだが、戦場を俯ふ瞰かんし指示を下す人間が、一人残らず消え失うせていた。


    　クレア・ゴッドスピードも既に死亡している。通常ならば、士気の低下は免まぬかれない。だが、ここで一つの事実が浮かび上がる。


    　そう、彼らスタッフは〝クラブ〟に雇われた、ということだ。


    　即すなわちスタッフたちもまた、この〝クラブ〟がどのような行為を繰り広げていたのか知っている。だからこそ、彼らが派遣されたのだとも。


    　降伏など許されるはずがない。彼らは、何が何でも侵入してきた敵を倒さねばならないのだ。


    　一いつ進しん一いつ退たい。


    　次の増援が到着するまで、勝敗の行方は混こん沌とんに満ちている──。
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    　軽快な電子音とともに扉が開き、そこにいた人間は反射的に振り返った。


    「はい、ご苦労様」


    　ミサイル制御室の扉をクレアから奪い取ったキーカードで開いたシャーリーは、そこにいた管制官二人を問答無用で射殺した。


    　とうとう[image: ]たどり着いた。


    　対空ミサイルを無力化すれば、ほぼこちら側の勝利は確定する。無論、赤あか神がみ楼ろう樹きがアストライアに勝利することが大前提だ。アストライア一人が生き残っただけで、こちらが全滅する恐れすらある。


    　ともあれ己おのれの役割を果たして安あん[image: ]どしたシャーリーだが、管制官が使用していたディスプレイを見て顔色を変える。


    「噓うそ。ミサイル──!!」


    　ミサイルが既に、一発射出されていた。


    　シャーリーは胸ポケットからＵＳＢ方式のメモリースティックを取り出すと、コンソールに差し込んだ。


    　既に無線通信は回復している。シャーリーは叫んだ。


    「シャテア、急いで！」


    《分かってる……！》


    　シャーリーに急せかされるまでもなく、シャテアもまた急いでいた。信じ難い速度でキーを叩たたき、ミサイル制御プログラムに侵入する。


    　シャーリーが射殺した管制官は一つの置き土産みやげを残していた。二発目のミサイル発射だ。島への侵入を確認した飛行物体に対してロックオンを行い、一発目のミサイルによって撃墜できればそのまま。万が一、取り逃がした場合はそのまま二発目のミサイルが自動的に射出される。


    　管制官が死亡した今も、そのプログラムは生き続けている。


    　二発目のミサイルによるオスプレイの撃墜を防ぐためには、自爆させるしかない。


    　メモリースティックから侵入したウィルスがファイアウォールを食い散らかし、シャテアはラングレーＣＩＡからミサイル制御室に向けて長距離ダイブを敢行する。


    　二発目のミサイルが自動的に標的を検索──ロックオン──射出。


    「ま、に、あ、えぇぇぇぇぇぇぇっ──────────!!」


    　絶叫とともに彼女は強制自爆コマンドを叩たたき込み、オスプレイを撃墜する直前で対空ミサイルを完全に破壊した。


    「やった、やった！」


    　居残った分析官と、シャテアは感動のあまり抱き合った。


    　──が、それも束の間。


    「え……？」


    「何かしら、これ……」


    　遠隔操作中のディスプレイに登場した映像に、二人は[image: ]そろって困惑した。


    　困惑しているのは、シャーリーも同じだった。先ほどキーカードで開いた扉が、突然閉じたかと思うと自動的にロックされてしまった。


    「噓うそ、何よ……！」


    　慌てて手動によるロック解除を試みるが、どうにも上う手まくいかない。そして振り返り──硬直した。


    



    《〝クラブ〟運営に致命的な損害を確認。ゲーム『最終目的地フアイナル・デイステイネーシヨン』を発動します》


    



    　クレアの声だ。恐らく、予あらかじめ録音していたものだろう。


    　画面の方はミサイルを映し出している。対空ミサイルではない、もっと巨大な……大陸間弾ＩＣ道ミサイルＢＭだ。


    



    《このゲームの成立条件はクレア・ゴッドスピードを含む五人の聖父フアーザーが消失、次代継承者も未確定の状況であること。敵対者の勝利条件は、残り二人を一時間以内に殺害すること──》


    



    《なお、一時間以内の殺害が成立していない場合、五機のＩＣＢＭはランダムに決定された核保有国に、自動的に発射されます。弾頭は生物兵器。空気感染する致死性ウィルスの散布であり、感染者は老若男女問わず七十二時間後に死亡。それまでの期間、三メートル以内に干渉した生物全てに感染します。推定死亡者数は三十億。また、彼らが素手で触れた場所にはウィルスが付着、冬眠を行うことによって最低でも五年間残留し続けます》


    



    　シャーリーは絶句した。途方もない現実を受け止めることに定評ある彼女ですら、一瞬だがこの状況を理解したくなくなった。


    　最後の最後、まさにここまできて最悪の事態だった。


    「シャテア！」


    《わ、分かってる！　でも、駄目！　制御室とも中央管制とも違う、完全にスタンドアローンで動いてる！　シャーリー、そこから脱出できない!?》


    　シャーリーは扉のロック解除を試みて、即座に投げ出した。


    「無理ね。これ、私を閉じ込めるために起動させたみたい。電源が切れてて、専用の工具か何かでないと開けられない」


    《爆薬は？》


    「使い果たした。……シャテア、このことを外の増援に伝達してちょうだい。逮捕はなし、即時射殺。ただし、アストライアは放置しておいて。あれは──」


    《ロウキ以外に、勝てる人間がいないから。ね？》

  


  [image: ]


  
    　くすりとシャーリーは笑って同意した。


    「つまるところ。やっぱり世界の命運はあの子にかかってしまうわけか」


    《大丈夫かな……》


    「大丈夫よ。私たちが惚れた男の子を信じなさいって」


    　安心させるようなシャーリーの言葉に、シャテアは快活な返答をした。


    《うん、そうだよね！　大丈夫、ロウキはきっと勝つ！》


    　そうして、しばしの沈黙の後──シャテアはふと、気付いた。


    《ねえ、シャーリー。今、聞き捨てならない言葉があった気がするんだけど》


    「ああ、気のせいよ。気のせい。さて……あ、コーヒー見つけた。私の場所は伝えてあるわね？　もう、世界が滅びるか滅びないかは私の手に負えない。皆に任せるから、終わった後でゆっくり助けてちょうだいな」


    　そう言って、シャーリーは通信を切る。死体を隅に寄せて、コーヒーを啜すすってほうと一息ついた。


    　たくさんの人間が、〝クラブ〟に巻き込まれて死んでいった。赤の他人、かつての仲間、今の仲間、あるいは敵対者──。


    　そして今日、それが全て完結する。百年続いた世界の歪ゆがみは真っ当な形に正されるのか。それとも、歪みはあり続けるのか。


    　虜りよ囚しゆうのシャーリーは、行うべきことは全てこなした。


    　あとは全てを受け入れるだけ。


    　心が焦あせりで膨ふくらみ、破裂しそうになるのを必死で抑えながら──シャーリーはひたすら待ち続ける。
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    　ヴァレリオ・ロベルティとダスティ・ガープリング、そしてグレタ・クラインと貴き島しまあやなは同じ機体に搭乗し、島に向かっていた。


    　既に対空ミサイル無効化の報しらせは受けており、ＣＩＡ、バチカン、バレルガニア義勇兵たちを含めた混成部隊は続々と出発している。


    　そこへ、シャテアから深刻な情報が飛び込んできた。


    「あと一時間以内に、アストライアと最後の一人を殺さなければならない──か」


    　くそ、とダスティは頭を搔かき毟むしる。


    　アストライアの恐ろしさは赤あか神がみ楼ろう樹きから聞いている。グレタも一度あの少年と巡り合った経験から、顔を蒼そう白はくにしていた。


    　アストライアとは、赤あか神がみ楼ろう樹きが倒せるかどうか分からないと言い切るまで突出した「異常」なのだ。自分たちのような凡人では、絶対に勝てない。


    　おまけに一時間内という時間制限がある。


    　このオスプレイを全力で飛ばしても二十分はかかることを考えると、実質的には四十分以内だ。それまでに、残り二人を倒さねばならない。


    　アストライアもさることながら、最後に残った〝虚無ホロウ〟もまた如い何かなる難敵なのか。果たして四十分という短時間で、世界を救うことができるのか──。


    　そうしてダスティとグレタが苦悩しているとき、ヴァレリオはただひたすら動揺を圧おし殺していた。胸の十字架を握り、目を閉じて祈り続ける。だが、いつもならば霧が晴れるが如ごとく聡明になる思考が、いつまでたっても濁ったままだった。


    　あまりに霧が濃く、振り払っても振り払っても纏まとわりつくようで……。


    「教皇様……大丈夫ですか？」


    　不意の問い掛け。ヴァレリオの隣に座っていたあやなが、彼の顔を覗のぞき込んでいた。


    「ああ、いや、大丈夫だよ。ありがとう」


    　少女の声に、ヴァレリオはようやく霧を振り払い、穏やかな顔で礼を告げる。ところが、あやなは更さらに身を乗り出した。


    「でも、そうは見えません。何か、あるんですね？」


    　誤ご魔ま化かしは許さぬとばかりに、あやなはヴァレリオの顔を覗き込む。


    　その瞳の真しん摯しさに、ヴァレリオの息が詰まる。だが、こればかりは誰かに伝えるものではない。少なくとも、この場では。


    「ああ、あると言えばある。けれど、それはここで語らうようなものではないのだ。すまない、君の厚意はとてもありがたいよ」


    「……はい、こちらこそごめんなさい」


    「いいや。それにしても、どうして何かあると確信できたのかな？」


    　あやなは申し訳なさそうな表情で、声を潜ひそめて尋ねた。


    「──言っても、怒りませんか？」


    　その問い掛けに苦笑し、ヴァレリオは首しゆ肯こうした。


    「ああ、怒らないさ」


    「では、失礼して。先ほどの教皇様は、まるで人を殺すみたいに恐ろしい顔をしておいででしたから」


    「────」


    　虚を衝つかれたように、ヴァレリオが呆ほうける。


    　人を殺すように、恐ろしい顔。


    　ああ、全くもってそれは正しい。


    　自分は今、その覚悟をどうにかして固めようとしている。


    　人を殺さなければならない。


    　何な故ぜならどうしても、どうしても決着をつけねばならない人間がいるから──。


    「緊張していたせいかな」


    　それでも、どうにかその激情を吐き出すことは堪こらえた。


    「……そうですね」


    　あやなも理解したのか、ふんわりとした笑みを零こぼす。ヴァレリオは思う。真実が己おのれの推測通りだったとき、自分は果たして耐えられるのだろうか。


    　それはヴァレリオにも分からない。


    「まもなく到着します！」


    　パイロットの声に、グレタ率いるバレルガニアの義勇軍とＶＳＳバチカンシークレツトサービスが一斉に立ち上がった。ダスティはヴァレリオの前に立ち、短機関銃サブマシンガンを手にしている。


    「ダスティ。頼みがある」


    「はっ、何でしょうか」


    「私はクラブのボスに会わねばならぬ。基地内部に連れていってほしい。できるかね？」


    「無論です。猊げい下かはそのために来られたのでしょう？」


    　ヴァレリオが首しゆ肯こうする。それを見ていたあやなは、私も行くと名乗り出た。


    「ロキに会いに来たのではないの？」


    「うん。でも、そのために──ついていかなきゃならないと思うの。七人の聖父フアーザーズだっけ？　〝節制テンパランス〟〝謙虚モデステイ〟〝慈愛アフエクシヨン〟〝悲哀グリーフ〟〝勤勉デイリジエンス〟〝無垢イノセンス〟〝虚無ホロウ〟。アストライアが〝無垢イノセンス〟だったよね？　節制、慈愛、勤勉の三人は亡くなっていることが分かってる。無垢がアストライアだから、当然彼は生き残っている。となると、生き残っているのは謙虚、悲哀、そして虚無のどれか一人。……この中で、虚無だけが否定ネガテイブな意味合いで、他と異なっている。だから、この人がボスなんだと思う」


    「……でも、悲哀もそうじゃないかしら？」


    　グレタの言葉にあやなは首を横に振る。


    「悲哀は違うよ。哀しみは人間なら、持ってて当たり前の感情でしょう？　親しい人と別れたら、誰だって泣いちゃうし。その涙は決して悪いものじゃない。虚無だけが、他と違う。虚うつろ、暗闇、何もない」


    「ああ……」


    　震ふるえながら、ヴァレリオは十字を切った。グレタもそれを見て、義勇兵たちに指示する。


    「私たちはこのまま、ＣＩＡの戦線に加わります。正念場です、彼らは祖国バレルガニアを血で汚けがしたあの男の仲間です。慈悲なく、速やかに殲せん滅めつさせます」


    「了解しました、大統領！」


    　義勇兵たちが一斉に敬礼する。一方、ダスティはＶＳＳバチカンシークレツトサービスの部下たちに指示を下す。


    「俺たちはこのまま、猊げい下かをお守りしつつ基地内部に突入する。準備はいいか!?」


    　ＶＳＳの人間が緊張の面おも持もちで頷うなずく。彼らからしてみれば、各国の軍組織等から引き抜かれて、バチカンの重鎮たちの護衛という気楽な任務につける──と思っていたところで、再び戦場に舞い戻らされたのだ。


    　……とはいえ、彼らもまた戦場で腕を鳴らした古参兵だ。その力を十全に求められるならば、全力で応じるまで。


    「あやな。・・・・・・私は戦いに向かいます」


    「うん。グレタさん、死んじゃだめだからね？」


    　あやなのどこかのんびりとして、そしてそれでも必死さが伝わる表情に、わずかながらグレタは和なごみ、そっと彼女を抱き締めた。


    「ありがとう。私はよい友達を持てました」


    「わたしだって、グレタさんに会えて、本当によかった」


    　グレタはあやなの瞳を真っ直すぐ見つめて、そして静かに──その言葉を告げた。


    「ロキのことを、お願いね」


    　あやなが息を呑のむ──その言葉の真意を、立ちどころに理解する。グレタは少し切なげに微ほほ笑えみ、彼女からそっと離れた。


    「……分かった、うん。ごめんね、グレタさん」


    「いいえ、私はこれでよいのです。……本当に、よかった」


    　目め尻じりに溜たまった涙を拭ぬぐって、今度こそグレタは快活に微笑む。


    「着陸！　扉開きます！」


    　貨物扉が警告音とともに開いた。ダスティたちはヴァレリオを取り囲んでその体を抱かかえ上げ、扉から出ると同時に猛然と走り出した。


    　その後を、あやながしっかりとした足取りでついていく。


    　基地外周のフィールドでは、あちこちに武装ヘリによるクレーターや瓦が礫れきが積み重なっており、ＣＩＡとスタッフたちによる激戦が繰り広げられていた。


    　戦場。それもまさしく総力戦。文字通り、これは聖書における最終戦争アルマゲドンに等しい。


    　銃声は甲かん高だかく泣き叫び、手しゆ榴りゆう弾だんの爆発は猛虎の咆ほう吼こうの如ごとく。
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    　混成軍たちは正義と憎悪を胸に秘め、スタッフたちは邪悪なる誇りと殺意で迎え討つ。


    　ＣＩＡ老兵たちが加わった今も、基地前広場ではスタッフとの激戦が繰り広げられていた。


    「撃っても撃っても出てきやがる、クソッタレの蠅野郎ベルゼバブめ！」


    　ジャック・ベイカーが吐き捨てるように叫んだ。


    　再びジリ貧になりかけたとき、救いの増援が現れた。


    「バレルガニア義勇兵、加わります！　全員、恐れず戦いましょう！」


    　おお、と兵士たちが一斉に唱和で応えた。


    　バレルガニア義勇兵たちが戦線に加わり、疲ひ弊へいしたスタッフたちを次々に撃ち倒していく。練度こそさして高くはないものの、指導者であり象徴でもあるグレタ・クラインに率いられた彼らの士気は極めて高かった。


    　その他のヘリからも、次々と義勇兵が現れて疲弊した老人たちを後方へと移動させ、しばしの休憩をとらせる。


    　グレタは相も変わらず、メイドの服装のままでアサルトライフルを構えてフルオートで銃弾を浴びせた。それは正に、戦乙女ワルキユーレと呼ぶに相応ふさわしい勇ましさだった。


    



    　その戦場から迅じん速そくに離脱しながら、素早くＶＳＳバチカンシークレツトサービスとヴァレリオたちは基地内部へと足を踏み入れた。兵士たちはほとんどが前線に出払っているらしく、人の気配は極めて薄い。


    　ダスティを先頭に、ヴァレリオとあやなを中央、そして二人を取り囲むようにＶＳＳがフォーメーションを組んだ。


    　減音器サプレツサー付きの短機関銃は、居残った兵士たちを静かに、そして速やかに殺害していく。


    　ダスティのタブレットＰＣにシャテアからデータ送信──同時に連絡。


    《ダスティさん、地図を送ったよ。〝虚無ホロウ〟って人がいるのは、恐らくここ》


    　彼のタブレットＰＣには、基地内部の立体マップ映像とともに侵入経路までが記されて送信されてきた。基地の中央管制をシャテアは完全に把握したらしい。


    「オーケー。監視カメラで先行偵察を頼む」


    《分かった。あ、そうそう。ミサイル制御室にシャーリーが閉じ込められているから後で救出してあげてね》


    　快諾したダスティは、傍そばにいた男にタブレットＰＣを手渡した。


    「方向指示を頼む」


    「アイ、サー。まず、この廊下を真っ直すぐ！」


    　ダスティたちは銃を構え、素早く動き出した。
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    　──もういいかい？


    　──まあだだよ。


    　──もういいかい？


    　──もういいよ。


    



    　子供の頃の、訳の分からないフレーズが唐突に脳に浮かび上がって──そして、消えた。


    　捨てた思い出の、残ざん滓しらしい。


    　そしてそれすらも昇華せねばならぬほどに、僕の脳は加速していた。


    　アストライアは、龍りゆうを統すべる魔人だ。そんな馬鹿げたことを考える。鞭むちのようにしなり、あらゆる角度から攻撃を仕掛ける多節剣を捌さばく。


    　風の唸うなりを聴く──後方、頸けい部ぶを貫くべく仕掛けられた一撃を感知する。


    　対応策を考慮する──片腕では防げぬ、高速の刺つ突き。両手の〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟で同時に首をガードする。


    　弾いた。


    　わずかな腕の痺しびれは黙殺し、アストライアへと接近する。上からか、下からか──下からの斬ざん撃げきを選択。


    　地を[image: ]はうように低空姿勢で疾走し、懐ふところに飛び込む。


    　アストライアが笑う。僕も笑う。


    　右腕の斬撃──躱かわされる、そのまま毒蛇のように首筋を狙ねらって飛びかかる──これも躱される。そのまま跳躍、背中を思い切り反らせた上での双斬撃。


    　──受け止められた。


    　いつの間にか戻していた多節剣が、僕の斬撃を防いでいた。アストライアは渾こん身しんの力を籠こめて、空中にいる僕を押し戻した。


    　着地。


    　互いに呼吸を一つ。


    　僕に傷はない。だが、アストライアの腕からは血が滴したたり落ちていた。彼はコンクリートの床を染める赤色を見て、ようやく傷を負ったと理解したらしい。


    「……やれやれ」


    　アストライアは再び笑う。今の攻防は確実に僕の勝利だった。


    　互角、否いな、互角以上に戦えている。歓喜が僕の胸に染み渡る──と同時に、暗い予感も抱く。


    　このままでは、終わらない。


    　このままでは、勝てないと──僕の本能が、訴えている。


    「──生まれて初めてかもしれない」


    「何が？」


    「こんな感じに圧おし負けたこと。ああ、君は本当に──色んなものを捨てたんだなあ」


    　僕は渋い表情を浮かべつつも、その褒ほめ言葉を受け取った。


    「お前に勝つためだったら、何だってやるさ」


    　アストライアが頷うなずく──青白い月光を浴びているせいか、ひどく非現実的。まるで、妖よう精せいのようだ。……強さは悪鬼オウガのようだけど。


    「君に、勝ちたい」


    　しばしの沈黙の後、ぽつりとアストライアは呟つぶやいた。掛け値なしの本音を聞けた気がした。


    「僕だってそうだ」


    　だから、僕も本音を吐き出す。〝クラブ〟も世界の行く末も、今この瞬間だけは関係がない。


    　気付かなかったが、今の今まで僕は相手に純粋に勝ちたいと思ったことはなかったと思う。相手を殺そうと思ったことはある、そのために勝ちを求めたことはある。


    　けれど、勝利そのものを求めたことはない……今までは。


    　その思いはアストライアも同じだったのだろう。


    　殺害が前提にあり、だからこそ勝利した。そしてたった今、それが逆転したのだ。


    　殺したいから勝ちたいのではなく。


    　勝ちたいから、結果殺してしまうのだ──。


    　純じゆん粋すい無む垢くな剃刀レイザー、それが今の僕とアストライアだった。


    　そして彼は既に気付いている。現状の赤神楼樹ぼくはアストライアじぶんをわずかながら上回っている。このままでは勝てない。


    　勝てないならば、勝つようにするだけだ。


    　僕のように、あらゆる記憶モノを捨てて。


    「……行くよ」


    「ああ」


    　呼吸を整える──互いに静かに近付いていく。
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    　一歩歩むごとに、何かを忘れていく。


    　一歩歩むごとに、筋肉にくを鋼はがねにする。


    　勝ちたかった。生まれて初めて、勝ちたいと願った。他の誰でもない、自分のために。


    　だから、僕は記憶を捨てよう。


    　愛した父と母を捨てよう。愛した絵画を捨てよう。あらゆる殺さつ戮りくの思い出を捨てよう。


    　全ては赤あか神がみ楼ろう樹きを倒すため。


    　彼に勝てるならば、他にはもう何も要いらない。
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    　弾いて、刻んで、叩たたき斬きる。


    　絡みつくようなアストライアの刀法と、直線的な斬ざん撃げきを重ねていく赤神楼樹の刀法は極めて嚙かみ合わない。


    　これまで幾度となく死地を潜くぐった。己おのれと互角に戦った〝娯楽提供者エンターテイナー〟──ロビン・フッド、ファーレンヴァイダー、完全被甲大鷲フルメタルイーグル、イヌガミ、イヴァン・ザカエル、アグニ、セシリア、〝慈愛アフエクシヨン〟のゼーレン・オルリック、そして〝悲哀グリーフ〟のサイクロプス・ジャック。


    　けれど、その中でアストライアは決定的に異なる点が一つある。


    　加速するアクセル。


    　向上するライズ。


    　進化するエヴオリユーシヨン。


    　自分が相手より強ければ、偶然という名の不運に遭遇せぬ限りは勝利する。それが当然だ。


    　けれど、アストライアに限っては違う。加速し、向上し、進化する。


    　僕という宿敵と巡り合ってしまったことで、そうなった。


    　踏み込みは古城での戦いよりももっと速く、より速く。


    　殺意を消せ、音を消せ、無音にして不可視の一撃を練り上げろ。


    　回転して斬撃の威力を高め、跳躍によって戦闘領域を立体に作れ。


    　首を刈る一撃を叩き込め。


    　もちろん躱かわされる、捌さばかれる、受け止められることはある。


    　だが、それは前提として更さらなる技に繫つないでいけ。


    　斬って斬って斬り続けて。


    　アストライアのあらゆる行動パターンを認識し、分析し、予測しろ──。


    　だが、アストライアもまた同じだ。


    　赤神楼樹を分析し、推測を試みている。


    　そして僕もアストライアもほんのわずか、その推測を上回り──結果、泥沼のような戦いになる。直撃はない、完全回避もない。


    　互いに小さな小さな解ほつれのようなものを、少しずつ積み上げていくしかない。


    　切り傷は無数。呼吸は荒い。脳味み[image: ]そは凄すさまじい量の計算を行っているせいか酷ひどく乾いた感じで、目の奥を抉えぐられるような頭痛がした。


    　生物としての機能がところどころ停止している気がしてならない。


    　余分なものを排除カツトするたびに、徐々に赤あか神がみ楼ろう樹きが先鋭化していることに気付く。


    　ただ、アストライアを殺害するための生き物と化している。


    　……それでいい。


    　ああ、本当にもうそれでいい。


    　だってそうでなきゃ勝てない。アイツには勝てない。


    　だから、どんどんと削って削って削って──。


    　戦闘に無関係の思考は一瞬で終わり、僕は体を捻ひねって両手のククリナイフで踊るように斬きり続けた。回転による遠心力の強化、跳躍による重力の増加、出し惜しむ気はなく、全てを殺害に繫つなげていく。


    　何とも目まぐるしく代わる先手と後手。


    　攻撃、回避、防御、受け流し──四つの要素フアクターから更さらに枝分かれする選択肢は本当に無限に等しい。


    　対応策は無限にあるが、有効な対応策は極ごく々ごくわずか。それを見極め、それを見定め、それでも成功失敗はあくまで確率。互いに賽子ダイスを振り合い、そして行動に対するリアクションを決定し、また枝分かれする選択肢を必死に探る。


    　アストライアが一歩後退。


    　僕はそれを、刺つ突きの準備だと判断して選択を行う。


    　刺突を紙一重で躱かわし、そのまま突貫する──あるいは、多節剣を叩たたき落としてから突貫する。回避、あるいは防御するだけに留とどめてその場を動かない、という手もないではないがあまり意味があるとは思えなかった。


    　だが、紙一重で躱すといってもどうやって躱すかが問題だ。多節剣の間合いは、あまりに広い。回避して踏み込もうとしても、横に振るわれれば、屈かがむか跳躍で躱さざるを得ない。そうなると、アストライアは更に一歩退ひけばいい。


    　となると──やはり、叩き落としながら着実に前進するのが遠回りでも近道だ。


    　閃せん光こうのような一閃。分離した鉄塊の如ごとき剣節にククリナイフを叩きつける。腕の痺しびれを黙殺し、前へ前へと踏み込んでいく。


    　しかし、アストライアとしては懐ふところに入らせたくない──というのが本音か。一歩後退すると同時に、叩き落とされた多節剣を持ち上げた。恐らく数キロはあると思おぼしきそれを、ほんの一瞬で……！


    　これまでなら、ここで僕は踏み留とどまるしかなかった。しかし、僕は今アストライアの上を行かねばならない。


    　一か八かLet it ride。


    　持ち上げられた剣の剣節部分に飛び乗った僕は、アストライアが対応するより先に前へと跳躍した。


    　銃弾のように。猛獣のように。


    　無防備なアストライアの頭部に、ククリナイフの斬ざん撃げきを叩たたき込む────!!


    「アアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァッ!!」


    　吼ほえたのは、アストライア。


    　虎のように唸うなり、狭まった選択肢を選び直す。


    　多節剣を通常時の形態に戻しつつ、体を後方へ旋せん回かいさせての回避に[image: ]かけた。


    　大きく空振りした僕は、当然そのまま遠心力を利用しての追撃に移行する。


    　アストライアのバランスは今、大幅に崩れている。好機と見て取った僕は、攻めに攻めた。


    　上段下段に牽けん制せいを加え、更さらにブーツの先端部分で勢いよくアストライアの膝ひざ裏うらを蹴けった。アストライアの頭部が下がる──そこに、完かん璧ぺきなタイミングの斬撃。


    　これまでの敵ならば、間違いなく仕留めていたであろう状況。


    　アストライアの選択肢は最も早はや絶無に等しく、どう足あ搔がいても絶命は避けられない。


    　そう。これまでの敵であれば。


    　その行動は確かに、かつて僕がやってのけたものだ。だが、まさかここに来て、この状況でそれを成し得るなど、誰が思おうか。


    　アストライアはククリナイフを嚙んだ。


    　止めることもできず、そのまま振り抜いた──ククリナイフをしっかりと嚙かみ締めたまま、アストライアは後方へと跳躍する。


    　さすがに嚙んだだけで、剃かみ刀そりのように鋭い刃を完全に止めることはできなかったらしい。


    　アストライアは血ち塗まみれのまま、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる──唾つばを吐き捨てた。


    「君の真ま似ね」


    「……剽ひよう窃せつするとは予想外だった」


    「そうかい？　今の僕は、勝つためなら何だってしてやるさ。このむず痒がゆい歓喜が抑えられない。僕の全ては、今日この瞬間のためにあった。そんな気さえする」


    「それは、僕も否定しない」


    　全くその通り。こうして戦うための獣に成り果てたのは、アストライアを倒すためだ。


    「──ところで、知ってるかい？　あと四十分で世界が終わる」


    「……何？」


    　怪け訝げんな顔をする僕にアストライアは笑い、肩を竦すくめた。


    「クレア・ゴッドスピード──〝謙虚モデステイ〟が死んでね。これで残る聖父フアーザーは、僕と〝虚無ホロウ〟の二人きりというわけだ。そして、僕ら二人が四十分以内に死ななければ──ボン！　世界は終わる。少なくとも半壊は免まぬかれない。この現うつし世よは地獄へと切り替わる」


    　その言葉が真実だと悟る。


    　微かすかな共感は、立ちどころに憎悪へと変換された。


    　そして僕は言う。


    「そうか。じゃあ、できるだけ迅じん速そくに始末しなくちゃな」


    「ああ、同意見だ。長く愉たのしみたいという気持ちはあるけどさ、それでもやっぱり──一秒でも長く、互いが生きていること自体がどうしようもなく許せないんだよね」


    　全くの同意見だった。


    　僕がアストライアに、アストライアが僕に抱いている感情はあまりに奇妙で複雑だった。


    　世界でただ二つの同種であるという共感と、それ故ゆえに許せぬという憎悪。


    　善悪は関係なく、処刑でも復ふく讐しゆうでもなく、ただ獣としての優越を競い合う。


    



    　──しばしの休息も我慢できずに、互いが走り出した。


    



    　最も早はや人間を凌りよう駕がする速度で走り出す僕とアストライア。螺ら旋せんのように絡まり、蛇のように互いの尾を喰くらい合う。


    　火花が闇夜に散り、僕の体温は既に人体が耐えられるはずのない温度に上昇しつつある。


    　燃える。


    　心が、細胞が、燃えている。


    　吼ほえ立て嚙かみつき引き裂さいてやれと囁ささやいている。


    　刃を振るい、振るわれ、傷を刻んで刻まれる。


    　多節剣を二本のククリナイフで抑え込む──わずかな間でもいい、アストライアが静止してくれれば……！


    「ぐ、ぅっ……!?」


    　互いに両手を使って武器を振るう以上、残る武器は歯による嚙みつきと、それから足と、もう一つ──頭部そのものがある。


    　思い切り額を、アストライアの鼻っ柱に打ちつけた。ぐしゃり、と音が鳴る。確実に鼻骨を粉砕した。やった、と思ったのも束の間──鼻から[image: ]あふれ出る血をアストライアは思い切り啜すすると、口を窄すぼめて勢いよく吹き出した。


    「────────ッ!?」


    　左目に叩たたきつけられた。超圧縮された血が、さながら銃弾のような勢いで左目を撃ち抜いた。


    　咄とつ嗟さに瞼まぶたを閉じたことで、失明そのものは免まぬかれた──が、視覚は一切遮断された。反射的に滲にじみ出る涙が血を拭ぬぐうものの、それにはあまりに時間がかかる。


    　一分？　いや……三十秒あれば復活する。


    　しかし、その間は全く目が見えないという、途方もなく長い長い三十秒になることは確定していた。

  


  
    



    



    　　　第七章　矛ほこと盾たての末路


    



    



    　幼い頃の思い出を、グレタ・クラインは大切に持っている。


    　優しい父、温かい母、大好きだった兄と姉。使用人のおじさんも、メイドのおばさんも、誰もが皆、愛いとしかった。


    　その思い出を、ゴミのように扱った人間がいた。


    　コリキア・リンドマン将軍。


    　一生の間で、あれほどに憎悪した人間に出会ったことはない。許せない、と思った。


    　復ふく讐しゆうを果たそうとも誓った。


    　けれど、それでもグレタはコリキア・リンドマンを人間として扱っていた。


    　人間が人間を憎悪するのは当然で、裏切るのもまた仕方がない。コリキア・リンドマンは人間の悪党である。


    　……少なくとも、そう考えていた。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きが来て、全てを知った。コリキア・リンドマンは人間ですらなかった。自分たちを人間ではなく、単なる盤上の駒としか扱っていなかった。


    　金のため、権力のため、そんな──理解できる欲望すらなかった。


    　彼はただ、ひとときの遊戯を提供するためだけに国を一つ、蹂じゆう躙りんしたのだ。


    　コリキア・リンドマンは死んだ。それは嬉うれしいことで、復讐も果たされ、国は自分たちの手に戻った。……国土の荒廃は悲しいが、いずれ立ち直ることもできるだろう。


    　だが、まだコリキア・リンドマンは生きている。


    　彼が遊ばせようとした仲間と、その部下たちは生きている。許す、許せないの領域ではなく、殺さなければならない存在だ。


    　旧ふるい小銃を構えて、スコープもつけずにアイアンサイトを覗のぞき込んだ。最新の銃火器も、無論扱えるが職務の関係上、銃火器の訓練をさほどこなせない彼女にとっては、馴な染じみ深いものが一番扱いやすい。


    　レジスタンスのときに施ほどこされた、徹底的な訓練を思い出す──仕込んだのは、自分を裏切った祖母だったが。


    　最も早はや、祖母に対する遺恨はない。ああいう存在だったと割り切り、自分にその血がたった四分の一しか流れていないことに感謝するほかない。そして祖母が、父を真っ当に育て上げたことにも。


    　ともあれ、そのお陰でグレタも銃火器を扱うことには長たけている。ただ、恐らくこれが最後だろう。己おのれの手を血で汚すことは、もうこれで最後だ。


    　……それが少し寂しいと感じるのは、何な故ぜだろう。


    　血に餓えているわけではない。少なくとも、誰かを殺したり殺されたりすることに陶酔感エクスタシーを得てはいない。祖母の思い通りになどなってたまるか、という意地がある限り、自分は決してそうならないと断言できる。


    　では、何だろう──と、考えてすぐに思い至る。


    　考えるにそれは、ただ単純な話で。


    



    　──大好きな人を、近くに感じられなくなるから。


    



    　つまるところ、単純な理屈だった。自分は赤あか神がみ楼ろう樹きが大好きで、彼の傍そばにいたくて。傍にいられないなら、せめて同じ世界にいたくて。


    　……でも。彼の望みはそれと真逆。


    　陽の当たる世界に、グレタ・クラインを連れ出して──自分は再びその身を闇に投じた。


    　その想いを、無にしたくはない。赤神楼樹がどれほど貴き島しまあやなのことを好きでも。


    　あの瞬間、あのときだけはグレタ・クラインのことを考えてくれていた。


    　ただそれだけで、これから先もずっとずっと頑張っていける。


    　そんな気がした。


    「お嬢様！」


    　グレネードが投とう擲てきされた──慌てず騒がず、小銃をバットのように握って優雅な仕草でそっと打ち返す。ＣＩＡの老人、そしてバレルガニアの兵士たちが啞あ然ぜんとするなか、彼女はスカートの裾を摘つまんで、涼やかに一礼した。


    



    　徐々に流れが変わり始めていた。


    　熱狂的な信仰は、薄ら寒い疑念へと移り変わっていく。


    　何より、グレタ・クラインという象徴シンボルを掲げる混成軍と、アストライアやクレアの指揮のないスタッフたちでは、人数の多さによる嵩かさにかかった強引な攻撃も功を奏さない。


    　なるほど確かに凶気の力は強い、信仰もまた強い。


    　それでも──白の側に立っているという誇りほどには強くない。真っ当な精神を持つ人間は邪悪であり続けることに耐え切れない。


    　いかに〝虚無ホロウ〟が絶対的なカリスマで支配していたとしても。死を目前にしてしだいにその精神的拘こう束そくは解とけていく。


    　グレタが撃つ。


    　ジャック・ベイカーが撃つ。


    　ブルース・ミラーコートが撃つ。


    　チトラカが撃つ。


    　ボーパルバニーが撃つ。


    　バッドが撃つ。


    　ＣＩＡが撃つ。


    　バレルガニア義勇軍が撃つ。


    　誰かの頭部が押し潰つぶされたトマトのように弾け飛んでいく。


    「大統領」


    　その呼びかけにグレタが振り向く。そのやりとりに、バレルガニア人以外は事前に知らされていても啞あ然ぜんとする。


    「何ですか？」


    「投降したい、と言ってきた人間はどうしますか？」


    「厳重に拘こう束そくします。処遇に関しては後で決めましょう。少なくとも、逃げられるよりは遥はるかにマシです。他の皆様もそれでよろしいですか？」


    　ＣＩＡの面々は顔を見合わせ、頷うなずいた。


    「……まあ、降伏するのならな」


    　ブルース・ミラーコートが呟つぶやいた。実際、降伏してもまず間違いなく彼らが一生幽閉されるのは確実だ。それでも降伏するのは、この場で死ぬことがそれほど厭いやなのか、あるいは……逃げ出す機会を狙ねらっているのかもしれない。


    「背はい水すいの陣。追い詰められた鼠ねずみは満腹の虎より遥かに凶暴だ。そろそろ降伏を呼びかけよう。上う手まくいけば、同士討ちも期待できる」


    　その言葉に従い、混成軍は次々と降伏勧告を叫んだ。応じる者はほとんどおらず、混乱は大幅に広がっていく。


    　楽観的なムードが漂い始めた頃、ぽつりとジャック・ベイカーが呟いた。


    「恐ろしいな」


    「何がです？」


    　隣にいたボーパルバニーが首を傾かしげる──彼女は脇腹の治療に当たっていた。医療用ステープラーで穴を塞ふさぎ、包帯を巻くだけの簡易的な措置だが血管や神経、臓器に損傷がなかったために、これだけでも充分事足りる。


    「連中さ。この状況でもなお、士気が衰えない。降伏を勧告され、降伏すれば命は助かると理解している。なのに、戦っている。国のためでもなく、金のためでもないのにだ」


    「…………カルト信者みたいなものでしょうか？」


    「近ぇな。だが一流の傭兵ってのは大たい概がい神を信じねぇ。現実を見つめて生き残ってきた連中ばかりだからだ。だからこの戦況ならば、普通は降伏する。現実的に考えれば、必ずそうなる」


    　なのに、そうならない。


    　それは一言で言って「異常」だった。死ぬことは苦痛で、喜びなどなく、だからこそ一流の傭兵たちは逃亡も勘定に入れるのだから。


    　洗脳ブレインウオツシユ程度で、決してこうはならない。心の底から、誰かを畏い怖ふし、偉大だと思わなければ──。


    「つまり、殲せん滅めつか否いなか。私たちにはその二択しか残されていないわけですね」


    　話を聞いていたグレタが口を挟んだ。


    「おおよ。状況的には一いつ進しん一いつ退たい、この状況でもし──もし、あの〝慈愛アフエクシヨン〟の変身ジジイみたいなのが現れたら、俺たちゃ終わりだ」


    「……少なくとも、二人生き残っているはずです。うち一人は、そのゼーレン・オルリックより確実に強いでしょう」


    　グレタの言葉に、周囲がざわめく。


    「ですが、その一方でそのゼーレン・オルリックを打ち倒した人間も潜入しています。ロキはきっと、彼と戦っている」


    　信じるしかない。


    　彼の牙きばが、アストライアに届くことを。


    　少女としての心は揺れに揺れる。けれど、その一方で執政者たるグレタ・クラインは冷徹に考えていた。


    　赤神楼樹が我が身を捨ててでも──牙を届かせなければ、いけないのだ。


    



    



    　　　　　　　　　§　　　　　§　　　　　§


    



    



    　基地の内部は、静まり返っていた。スタッフのほとんどは、外に出払っているから当然だろう。数人いた見張り番は、即座にＶＳＳバチカンシークレツトサービスが射殺した。


    　明らかに爆発と思おぼしき焼け跡には、多数のスタッフたちが肉片となって散らばっていた。


    　そこから更さらに廊下を進むと、折り重なった死体があった。全員が銃火器による射殺。相当な激戦だったらしく、誰も彼もが血ち塗まみれだった。


    「隊長。こっちは──」


    　ＶＳＳの一人が、それらの死体と向かい合う形で倒れ込んでいる男を指した。統一されていたスタッフたちとは異なる服装だ。そのバトルスーツには見覚えがあった。ＣＩＡの戦闘員たちが身につけていたものだ。


    「ＣＩＡの工作員らしいな。……まさか生きてるのか？」


    　その言葉に応じるように、ぴくりと手が動いた。


    「治療のために、ここに一人残れ」


    　ダスティの言葉に医療器具を持った男が一人──どうにか生きている血みどろの〝ロック〟に駆け寄った。


    　廊下を進むにつれて、ヴァレリオが十字架を握る力がますます強くなる。


    　貴き島しまあやなはそれを見てますます不思議がる。


    　ヴァレリオ・ロベルティ。現在の名をエイレナイオスⅠ世──この地上で十億の羊を導く最高権力者。


    　無論、そんな人間でも死は恐れるだろう。〝クラブ〟の強大さに身を震ふるわせるかもしれない。


    　だけど、そういう恐れとはまるで異なる──人を殺してしまいそうな、強い決意と悲しみ。


    　そしてその眼まな差ざしは、自分を連れてともに逃げていた頃の赤あか神がみ楼ろう樹きにも似ている気がしてならなかった。


    　シャテアの指示に従い、エレベーターで最上階に到達する。対抗するべきスタッフは一人もいない。


    「シャテア。このフロアに敵は──」


    《ゴメンなさい、そのフロアには監視カメラがないから分からない。でも、他のフロアも含めてスタッフはほとんどいなくなってる。負傷者が若干名いるけど、全員武器も持ってない》


    「了解。ブレア、デューク、トラン。三人は武器と工具を持ってミサイル制御室へ向かえ。シャーリーを救出しろ」


    　命令された三人がエレベーターに乗り込み、一階へ下りていった。


    　あやなは廊下に飾られた絵画を眺める。どうということのない、取り立てて強烈な印象を受けるわけでもない静物画だった……なのに、奇妙な違和感を抱く。


    　絵に情念がない。美しいもの、醜いものを描きたい、己おのれの心をさらけ出したい、誰かに向けて描いてやりたい、そういうものではなく──ただ、描いただけ。


    　才能というよりは、情熱が見当たらない。だから、絵はどこか虚うつろだった。


    　それが何な故ぜだか無性に悲しいと、あやなは思う。


    　きっとこの絵は、誰にも……作者本人にすら認められないだろうから。だからこそ、死蔵されるのではなく、この廊下に飾られていることが悲しかった。


    「行きましょう」


    　ダスティが声をかける。ヴァレリオは頷うなずき、残り数名のＶＳＳバチカンシークレツトサービスとともに廊下を真っ直すぐ歩く。


    　廊下はすぐに突き当たった。扉の前に立ち、ダスティが勢いよく開く──ヴァレリオの恐怖は最高潮に達した。


    　ＶＳＳが銃を構えて部屋を捜索する──スタッフも、敵も誰もいない。ベッドの上にミイラのような老人が一人いるだけだ。


    　踏み込んだヴァレリオは、一瞬息を止めた。それからゆっくりと息を吐き出し──震ふるえる声でダスティに「お前以外は皆、出て行くように伝えてくれ」と囁ささやいた。


    　彼は頷うなずき、ＶＳＳバチカンシークレツトサービスの人間に外で待機するよう指示を下した。ヴァレリオが貴き島しまあやなを見る──彼女は無言で首を横に振る。まるで、魂を抜かれたような態度で教皇は頷いた。


    「大丈夫ですか、教皇？」


    　さすがに、死にかけの老人が一人ならば問題はないだろうと、ダスティは銃をホルスターに収め、ヴァレリオに手を貸した。


    「ああ、大丈夫だ。私は……大丈夫だ」


    「この老人は──」


    　ダスティの言葉に、ヴァレリオは何かを否定するように首を横に振る。


    「噓うそだ。有り得ない。こんなはずが──」


    　貴島あやなは、ミイラのような老人とヴァレリオを交互に見て……不意に、悟った。


    「もしかして、教皇様の…………お父様ですか？」


    　空気が凍り付く。


    　ヴァレリオは沈黙を貫き、ダスティは彼女とヴァレリオを交互に見た。


    　不意に悟る。あの日記を読んで以来不審だったヴァレリオの態度と行動、そして目の前の老人を交互に見て、貴島あやなの言葉が真実であることをダスティは理解した。


    「そん、な──」


    　それでも。それでも信じ難い。あまりに信じられない真実だった。


    　けれど、ヴァレリオはよろめき……大きなベッドに手をついて血を吐くように言葉を発した。


    「……彼女の言う通りだ。そこにいるのは、私の父親。マッティア・ロベルティ。幾度となく司教に推薦されながらもそれを拒み、世界に神の愛を説き続け、二十年前に慰問先で亡くなったはずの男だ」


    　ダスティが絶句する。


    　それ以外に、どうしたらいいのか思いつかない。


    　ヴァレリオ・ロベルティの父親？


    　教皇候補となったことで、ヴァレリオ・ロベルティの素性が注目されたとき、彼の父親も写真つきで紹介された。


    　幼い頃より世界を旅して、布教に努めた究極的な禁欲者。


    　司教に幾度も推薦されたが、身軽でいるために地位を拒んで……あらゆる危険な場所を巡った、まさに地球の巡礼者だった。


    　二十年前にブラジルで病に倒れ、そのまま亡くなった──はずだった。


    　ヴァレリオはベッドに両りよう肘ひじをつき、天に祈りを捧げた。


    「──父上」


    　その呼びかけに応じるように、老人の瞼まぶたがゆっくりと開いた。


    「ヴァレリオか」


    　父の声だ、とヴァレリオは確信する。もう聞けるはずがないと思っていた父の声への嬉うれしさと、この絶望的な状況の恐怖が入り混じる──一言も、口がきけなかった。


    「問え、我が子よ。祈りとは最後の手段であり、我々は神に問いかけ続けることで意味を持つ」


    「……日記を読みました」


    「アレッシオが持ち出したのだろうな」


    　全く否定をしない──それどころか、あからさまな肯定。あの日記が、人間の皮で作られたものだと知っているダスティは、思い出したせいか吐き気を催して口を押さえた。


    「貴方あなたは、〝クラブ〟の創設者なのか」


    　あやなが息を呑のむ。


    　自分と赤あか神がみ楼ろう樹きの人生を狂わせた秘密組織〝クラブ〟──その創設者。


    「……そうだ。百年前、まだ私が二十歳だったときに二人の友の力を借りて、三人でこの〝クラブ〟の創設を行った。ヘルベルト・フォン・バータ・モンテハウゼンが狩りハントのシステムを作り上げ、レオン・プランタジェネット・ゴッドスピードが組織の運営を行った。私は世界を巡り、素養のある人間を見つけるのが任務だった」


    　淡々と、どこか懐なつかしむような口ぶりでマッティアは呟つぶやいた。


    「素養のある人間？　素養とは、何ですか」


    「戦闘、殺さつ戮りく、蹂じゆう躙りん、そういう悪しきが故に素晴らしい才覚だ」


    　その言葉に、祈りを捧げていたヴァレリオが立ち上がって叫んだ。


    「悪？　悪、と貴方は仰おつしやるのか。父上！　私には分からない！　どうして、どうしてこんなおぞましい行為を──！」


    「かつて、人は獣だった」


    　マッティアが口を開く。堂々としたその言葉は、何か賢王が臣下に与える言葉のようにも思えた。


    「人は智と信仰を得て、ケモノから人に成った。だが──智と信仰を剝はぎ取られた者は、果たしてケモノなのだろうか、人間なのだろうか？　ありとあらゆる地獄で、智と信仰を剝ぎ取られたはずの者たちは、それでも他者を慈いつくしんだ」


    「地獄……？」


    　思わずそう呟いたダスティを、マッティアが睨にらむ──歴戦の勇士であるはずの彼は、たちまち衣服を剝ぎ取られたような薄ら寒さを抱いた。


    「いいかね、ミスター・ダスティ。この世界には地獄がある、しかし地獄であるが故ゆえに輝かしいほどの人間たちがいるのだ。私は思う、人の魂は地獄の内な側かでこそ輝くのだと」


    「ま、待ってください父上！　それでは、それでは貴方あなたは──」


    　愕がく然ぜんとした面おも持もちでヴァレリオは叫ぶ。


    　貴き島しまあやなが──淡々とした言葉で、その言葉の真意を晒さらした。


    



    「〝クラブ〟の目的は、人を娯楽で狩ることなんじゃなくて、狩られた人たちの魂を輝かせるためだった────？」


    



    　厳げん粛しゆくな面持ちで、マッティアが頷うなずく──三人は慄りつ然ぜんとする。


    　教皇ですら、その顔には聖人らしさが[image: ]あふれているとしか思えなかった。


    「その通り。ケモノたちは悪魔デモンズとなり、無む垢くな人々を狩るだろう。人は智と信仰を剝はぎ取られ、死の恐怖を抱きながらも──懸命に人としてあろうとする。心根が矮わい小しような者であっても、聖人より気高きものを見せることもある。あるいはその逆、聖人と称えられているような人間が醜く浅ましい鼠ねずみになることもある。私はただ、その輝きこそが世界に必要であると知っているだけだ」


    　その圧倒量の悪意に、ダスティは反射的に口に手を当て、よろよろと部屋の片隅に向かい、思い切り吐き出した。そうせずには、いられなかった。


    「しかし、それは……それは、非道だ！　父上、それはあまりに惨むごすぎる!!」


    　ヴァレリオが涙を流しながら、そう訴えた。だが、マッティアは平然と応じる──そのあまりの高潔さに、ダスティは部屋の片隅で目を瞑つむり耳を塞ふさいだ。


    　これ以上、彼の言葉を聞いていては駄目だ。低いバリトンの声が、何とも心地よく己おのれの耳に響いて──信じてしまいそうになる！


    「惨くない人間などいないのだよ、ヴァレリオ。人が智と信仰で構成されているならば、ケモノは欲と暴力で成立している。あのアレッシオですら、私に与した」


    　その言葉にはっとヴァレリオが気付く──あまりに、あまりに恐ろしい真実に。


    「まさか、アレッシオを唆そそのかしたのは…………私に成り代わることを命じたのは…………!?」


    　震ふるえるヴァレリオに、手を差し出し──柔らかに握り締めて、マッティアが応じる。


    「私だよ、ヴァレリオ。おお、アレッシオ。あれが内側にお前に対しての憤ふん怒ぬを溜ためていることは、すぐに理解できた。その憤怒を鎮めようとしていたが、それでは駄目だ。心底に鬱うつ屈くつを抱かかえたまま、人を救済することなどできはしない。故ゆえに、アレッシオには闇を抱かせた。その闇を振り払って聖人となるなら、それでよし。振り払えず、取り込まれたのなら──ケモノとなるのもよかろう」


    「……あんまりだ！　父上、それはあまりにも……！」


    「──そうして。今、この島には二頭のケモノが残っている。どちらも、人の限界を凌りよう駕がした最高のケモノである。人間が智と信仰で人間としての証明を行うならば、ケモノは究きゆう極きよく的な暴力でなくてはならぬ。そしてそれは、アストライアだと私は信じている」


    「違う！」


    　反発の声は高く、そして鋭く空気を裂さいた。


    　その声に、涙を流していたヴァレリオも、ひたすら部屋の片隅で吐いていたダスティも、彼女の方に顔を向けた。


    「……楼ろう樹きくんは、ケモノじゃありません」


    「いいや、ケモノだ。彼は人間としてあるべき全てを捨て、アストライアに挑んだ。そこには最も早はや、ケモノガリとしての矜きよう持じはない」


    　マッティアは厳然と、粛しゆく々しゆくとそう告げる。


    「でも、戻れます」


    　少女の反論に、マッティアが慈愛を込めた表情で彼女を眺める。


    「戻れるはずはない。もしアストライアとの戦いに勝利したとすれば、それはケモノとしての頂いただきに立ったということ。赤あか神がみ楼樹は本能のままに殺さつ戮りくを続ける人狼ウエアウルフとなるだろう」


    「いいえ、楼樹くんはケモノガリであってケモノではない。どれほど捨てようと思っても、捨てられないものがある。……最初から、何もかもなくしていたアストライアとは違います」


    「取り戻すことはできない。全ての生物は、何かを捨てて生き続けている。何の代償もなく取り戻すなど、それは種への冒ぼう瀆とくにほかならぬ」


    「冒瀆であっても不可能じゃない。可能性があり、それを引っ張り込めるなら──わたしは神にだって唾つばを吐きかけるし、禁忌タブーなんて喜んで破ります」


    　──沈黙。


    　わずかに部屋の雰囲気が刺とげ々とげしいものになったのは、彼女の身の程知らずな言葉のせいか。


    　けれど、彼女は紛まぎれもなく本気の意を示している。それだけは、ヴァレリオとダスティにもしっかりと伝わった。


    「君は、彼を愛しているのか」


    「それは──」


    「ケモノに愛はない。君の愛は届かないだろう」


    　断言するようなマッティアの言葉に、あやなは微かすかに首を傾かしげて告げる。


    「わたしは、楼樹くんを愛しているかどうか分かりません」


    　その言葉にヴァレリオも、ダスティも、そしてマッティアですら愕がく然ぜんとした。


    「な──に──？」


    　恥ずかしそうに頰ほおを染めて、あやなは言う。


    「好きだと思います。ずっと傍そばにいたい、とも思います。でも、愛しているかどうかは分からないです。愛って、何なのか……わたしは全然、分からないです。考えれば考えるほど、どうしようもなく混乱します」


    「ただ好意のみで、ここまで来たと？」


    「いいえ。わたしは楼ろう樹きくんがいないと、どうしようもなく自分じゃいられないことを知っているからです。殺人の才能があって、それを磨きに磨いて、最終的にわたしを忘れてしまっていても──」


    　地獄の釜底のような部屋で、少女がはにかんだ。


    「全然構わないんです。わたしは楼樹くんとともにいて、楼樹くんはわたしとともにいる。それだけで、よかった」


    　そう言って、貴き島しまあやなは冷ややかに〝虚無ホロウ〟を見下ろす。


    「……それだけでよかったのに。どうして、貴方あなたはそうさせてくれなかったんですか」


    　殺意、ではない。悪意でもない。ヴァレリオにも、マッティアにも、彼女の感情があまりに不可解でよく摑つかめない。


    　ただ一人、マッティアと全く関係のない人間であるダスティには、その感情が何となく摑めた。だがその答えが思い浮かんだ瞬間、背せ筋すじに寒気がした。


    　貴島あやなが、マッティアに抱いている感情は──。


    



    「貴方は、邪魔です」

  


  [image: ]


  
    　足下に転がる石ころだ。そのまま歩けば石を踏む、だから少しだけ歩幅を小さくするか大きくして石を避よける。その際に感じる、小さなささくれのような感情。


    　貴き島しまあやなが、〝クラブ〟の創設者であり、同時にローマ教皇の養父であるマッティアに抱いている感情は、本当にただそれだけだった。


    「待て！」


    　厭いやな予感がしたのだろうか、ヴァレリオが慌てて引き留める。


    「は、はい。何ですか？」


    　振り返った彼女は、少しだけおっかなびっくりとした表情だった。


    「……いや、少しだけ待ってほしい。父と、もう少し話がしたい」


    「えっと、別に構わないと思いますけど──時間は大丈夫ですか？」


    　何気ないあやなの言葉に、ダスティがはっとする。


    　四十分の制限時間、それまでに〝無垢イノセンス〟と〝虚無ホロウ〟を殺害すること。


    　それが、ミサイル発射を止める唯一の条件である。


    　少し前まで、その役割はダスティが負うことを考えていた。ローマで〝娯楽提供者エンターテイナー〟との戦いを経て、彼は一つの教訓を得た。


    　どんな捕食者プレデターであっても、血が出るなら殺せる。


    　全くもって当たり前の、妥当な結論である。


    　だが、貴島あやなに時間のことを尋ねられるまで、そのことをすっかり忘れ果てていた。


    　否いな、正確にはそれから必死に目を逸そらそうとしていた。


    　何な故ぜなら〝虚無ホロウ〟は弱々しい老人で、殺すまでもなく今にも死にかけていて──そして何より、ヴァレリオ・ロベルティの父親であるからだ。


    　殺す、という選択肢が吹き飛んでしまった。


    　ヴァレリオの場合は、殺害を覚悟していた。だが、あまりにいつも通りの父親を前にして身動き一つできない。


    　恐らく、マッティアはそのことを予期していた。


    　この世で自分を殺すことができるのはただ一人、赤あか神がみ楼ろう樹きだけ。そしてその赤神楼樹は、アストライアに勝てない──つまり、彼が殺されることはまずない。


    　数分話し合っただけで、こうなのだ。


    　どんなプロや〝娯楽提供者エンターテイナー〟でも、この老人が相手では戸惑うだろう。


    　死を超越したような枯れた肉体、眼光は爛らん々らんと鋭く──白い豊かな髭ひげは、彼の賢明さと高潔さをそのまま表わしているようだ。


    　殺すべき人間ではない。生命の躍動といったものを持ち合わせておらず、なおかつ神に全てを捧げたような老人を、どうやって殺すべきか。


    　殺せるとしたら、神ではなく人を信じるシャーリー・ワードワーズくらいのものだろう。


    「父上」


    　ヴァレリオ・ロベルティは口を開き──ちらりと貴き島しまあやなを見た。


    　そして、運命というものを悟る。思い出話に興じたい、という願いがあった。もし、少女がここにいなければ、浅ましくもそうしていたかもしれない。


    　……世界が滅びることになっても、それを受け入れていたかもしれない。


    　だが、そうはならなかった。


    　言葉が途切れてしまったので、ヴァレリオはもう一度呼びかける。


    「父上。もう、顔は見られませぬ。私はただ、貴方あなたのために祈りを捧げます。これはヴァレリオ・ロベルティとしての最後の祈りになるでしょう」


    　ヴァレリオの言葉にマッティアはわずかに動揺した、ようにも見えた。


    「ヴァレリオ、何な故ぜ──」


    「……父上。私は貴方を殺せませぬ。このダスティもそうでしょう。外で待機している部下にしても、貴方の素性を知らせずに殺させるわけにもいきません。だからこそ、貴方は泰然とした態度でいられたのでしょう。いえ、たとえ殺されるとしても──それは、あまりに悲愴な決意をした上での殺害。殺した者に、一生の心的外傷トラウマを背負わせる。そして、父上。あなたはそれでもなお、殺害者が立ち上がることを期待していたのですね？」


    　その言葉に、ダスティは再び吐き気を催した。


    　殺される段になってすら、そのあまりに凶気的な論理を固持していたのか。もし、本当に自分が殺すことになっていたら……恐らく遠からず命を絶っていただろう。


    　例えば百の人間を集めたとしよう。そして彼らに武器を持たせ、人を殺すように強制すればどうにか殺せる者が五十人はいる。その五十人の中で、大して強制もせずに殺せるのは十人。更さらに、十人から何の躊ちゆう躇ちよも後悔もなく喜んで殺せる者はせいぜいが二、三人。そこから、無む垢くな子供を殺せるのは一人いるかいないかだ。


    〝虚無ホロウ〟──マッティア・ロベルティの唯一にして最強の武器。それは、人の心に傷を残すこと。彼を殺すということは、殺人という行為の是非を深く突きつけられることになる。


    　そう。


    　本来は、そのはずだった。


    　しかし──だがしかし。


    　森しん羅ら万ばん象しようには例外があり、例外は常に悪夢のようなタイミングで出現する。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きがケモノに追い回される中で例外的な存在ケモノガリになったように。


    　絶大なるカリスマ性を保有しながら、これまで一度たりとも生命の危機に遭わなかったマッティア・ロベルティは今、そのカリスマ性が絶対に通用しない存在に相対していた。


    「……教皇様。この部屋を出ましょう」


    　ダスティが肩を叩たたき、ヴァレリオは目に涙を溜ためながら、うむと頷うなずいた。


    　マッティアが驚きよう愕がくする──数年以上、上げることもほとんどなかったであろう腕が伸ばされる。だが、ヴァレリオは無言で首を横に振り、最後にもう一度だけ十字を切った。


    　ヴァレリオは貴き島しまあやなに視線を移す。


    　少女はこくんと頷うなずき、それから不意に申し訳なさそうに告げた。


    「──ごめんなさい」


    　当たり前の言葉だが、そこに秘められた意味をヴァレリオは察した。


    　それは殺害への陳謝ではない。父親の殺害が彼女に何の傷も及ぼさないことへの陳謝だった。


    「いいのだ。彼は君にしか殺せない。君だけが、その重荷を何の躊ちゆう躇ちよもなく放り捨てられる」


    　運命なのだろうか。神の采さい配はいなのだろうか。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きがケモノガリになったことも、彼を慕う少女が──本来平凡に生きて、幸せに暮らせるはずだった少女が、この日この瞬間において世界で唯一、彼を倒せる存在だったことも。


    　ダスティとともに、ヴァレリオは部屋を出た。


    　さて、という感じで貴島あやなは〝クラブ〟の首しゆ魁かい、創設者、偉大なる七人の聖父フアーザーズである男に目を向ける。


    　ようやく、ようやく老人は酷ひどく怯おびえた表情で彼女を見た。


    「あ…………」


    　今いま更さらながら、恐怖がやってきたのだろう。死への恐怖ではない、そんなものをとうに超越した存在だ。


    　彼が何より恐怖しているのは──目の前の少女。


    　彼女はマッティア・ロベルティを見てはいない。否いな、見てはいるのだがどうでもいいと思っている。


    　主軸が老人に存在しないのだ。〝虚無ホロウ〟の存在が、赤神楼樹にとって邪魔である。赤神楼樹は必ずこの老人を殺すだろうが、それには時間がかかるし間に合わずに世界が半壊してしまっては、赤神楼樹は悲しむだろう……。


    　だから摘み上げて放り捨てる。


    　少女にとってはその程度の行為でしかない。奇しくもこれは、かつてミスターという男が赤神楼樹に対して抱いた恐怖と同じだった。


    　即すなわち、無価値への恐怖。


    　積み上げてきたもの、為してきたこと、捧げてきたこと、それら全部を鼻で笑われ、ゴミ箱に放り投げられる恐怖。


    「──ああ」


    　そうか、そうなのか、と呟つぶやく。


    　死を間近に、己おのれの価値観を根源から揺るがされる。


    　ケモノたちに智と信仰を剝はぎ取られ、輝く者たちがいる──それらは時に善人であり、悪人であり、小悪党であり、非凡な者と凡人たちだった。


    　ケモノたちに牙きばを向ける怪物がいる──それは赤あか神がみ楼ろう樹き。ケモノを狩るためにケモノガリとなった者だ。


    　ケモノたちを、ただの人間として扱う者がいる──それが貴き島しまあやな。彼女は、過あやまたず人間にとっての究きゆう極きよくの闇だ。


    　恋心。


    　そんな、時に人々が忘れ去ってしまいそうな……そして誰もが持つ不変の感情で、あっさりと光を駆逐した。


    　理解した途端、がちがちとマッティアの歯が打ち鳴らされ始めた。


    　怖い。


    　正体不明のときも怖かったが、正体を悟ってもなお怖い。


    　理解できないのだ。愛は無論知っている。恋心は分かる、それならどうにか分かる。しかし、マッティアが知っているそれは、子供の頃に抱いてすぐに捨てゆく羽目になる他愛のない代物。


    　決して、そのために全てを捨て去るような感情ではない。


    　マッティアはどうにか貴島あやなを理解しようとしているが、本質の半分にも及ぶことはあるまい。


    　赤神楼樹という少年と出会い、育はぐくみ続けてきた──愛というにはあまりに拙つたない恋心。


    　いくら余分な思考や感情が流れ込んでも、その密林ジヤングルのように複雑怪奇に絡まったものは、そういった代物をたちまち排出してしまう。


    　無論、それは所詮ただの恋心だ。


    　愛のように歪ゆがむことはなく、気持ちが離れてしまえばすぐに枯れ果てる花に過ぎない。


    　例えば赤神楼樹が誰かを愛するようになれば、貴島あやなは失恋の痛みを抱いて躊躇ためらいなく応援するだろう。


    　けれど心底から邪悪であり、厄やつ介かいな障害物であり、赤神楼樹が殺すであろうと推測しているような人間であれば。


    　貴島あやなは、ただそれを排除するだけだ。


    「それじゃあ……ごめんなさい」


    　最後の言葉は、何ともありきたりで。


    「待っ──」


    　あやなは心電図モニターを除く生命維持装置のスイッチを切り、点滴を外していった。


    　もがき苦しんだのはほんのわずかでしかなく。老人が今までに行った所業に比べれば、安らかな死といっていいだろう。


    　しかし、それは恐らく〝クラブ〟首しゆ魁かいの死に相応ふさわしい最高の絶望だった。


    　死も恐れず、老いた故ゆえに苦痛がそのまま死に繫つながる彼にとって、絶望など有り得ないはずだったのだ。けれど、今彼は心底から絶望していた。


    　自分を殺すという最高の栄き誉ずを与えられるはずの少女は、〝クラブ〟にも〝虚無ホロウ〟にも何一つとして関心を抱いていなかった。


    　彼女はただ、恋をした相手のために石ころわたしを除どけようとしているだけだ。愛ですらない、拙つたない恋のために。絶望的なまでに壊れている。彼女は恐らく、恋のためには神すら殺し尽くすだろう。


    　──やめてくれ。


    　──やめてくれ、頼むから。せめて、せめてこの私を見てくれ。


    　──私の死を刻んでくれ。


    　──私の信念を知り、反発するも受け入れるもいい。だけど無視は駄目だ、黙殺は駄目だ。


    　──だって、それでは意味がない。


    　──私がここまで生きてきた意味がない。


    　──私が〝クラブ〟を作り、人々を輝かせた。


    　──その私が、何の意味もなく死ぬなど有り得ない。あってはならない。


    　──なあ、頼む。私を見ろ！


    　──その生命維持装置の心電図が私ではない。


    　──その波形が真っ直すぐになったら私が死ぬわけではない。


    　──そうか。私に死を実感させるために心電図だけは残したのだな。


    　──その波形が消えたら死ぬのか、弱くなって柔らかになって最後に残るのは。


    　──平坦、平穏、即すなわち虚無。


    　──ああ。自分が名を冠した言葉は、己おのれの想像を遥はるかに超えるおぞましさが──。


    　声なき声は届かず。


    　貴き島しまあやなは心電図の波形が完全に消えたことを確認すると、ほっと胸を撫なで下ろした。


    　己の手を汚してしまったことへの罪悪感はない。


    　あるとすれば、それは恐らく赤あか神がみ楼ろう樹きに対してのものだ。彼は貴島あやなの手を血で汚さないために戦ってきたと言っても過言ではないのだから。


    　あやなはその願いをよくよく承知の上で、それでも──手を汚した。


    　そうすれば、少しでも赤神楼樹の手が汚れずに済むことになる。


    　赤神楼樹は殺人の才能があるのだろう。それは否定しない。だけど、同時に赤神楼樹はこの場にいる誰より殺人を嫌悪している。


    　だから、銃もナイフもロクに使えない今の自分にできることは──こうやって、ただ手を汚すだけだ。


    　褒ほめてはもらえまい。怒られる可能性も高い。軽けい[image: ]べつされるかもしれない。


    　それでも──あやなは、そうしたかったのだ。


    　全てを終わらせたあやなはマッティア・ロベルティの瞼まぶたを閉じて、白いハンカチで顔を覆おおった。それが済むと扉を開き、ヴァレリオを見て告げる。


    「……終わりました」


    　その言葉に、ああ──とヴァレリオは嘆息し、震ふるえる手で十字を切った。


    　ダスティは沈痛な表情で、教皇に肩を貸す。


    「あの、すいません。ここから先は、わたし一人で行きますけど構わないですか？」


    　あやながそう告げると、ダスティが面食らった表情で彼女を見た。


    「一人で、ってそれは──」


    「たぶん、ここから先は楼ろう樹きくんとアストライアしかいませんから」


    「……そうか。じゃあ、俺たちは役立たずだな」


    「わたしだって役に立ちません。足を引っ張るだけだと思います」


    「分かった。巻き込まれないように気を付けろ」


    「はい」


    　あやなが深々と頭を下げる。ダスティは銃を渡そうと思ったが、すぐに止やめた。彼女に銃は必要ない。必要なのは、ただその心のみだ。


    「待ちなさい」


    　背を向けかけたあやなに、ヴァレリオが声をかけた。


    「──君に、祝福があらんことを。アーメン」


    　驚いたような表情で、あやなは彼を見る。憔しよう悴すいしてはいたものの、彼はしっかりとした目つきで、彼女に告げた。


    「君が行ったのは、絶対的に必要だった行為だ。個人としては認められずとも、私が負った教皇という地位は、君に祝福を与えるべきだと考えている」


    「ありがとう、ございます」


    「行きなさい。これは老人の世迷い言かもしれないが、君に赤あか神がみ楼樹が必要なように、赤神楼樹にもまた、貴島あやなきみが必要なのだろう」


    　あやなは拳を握り、走り出した。


    　その背中を見ながら、不意にヴァレリオ・ロベルティは悟る。


    〝クラブ〟という邪悪。自分たちという正義。どれほどに大規模であっても、つまるところこの戦争は、あの三人に帰結するのかもしれない。


    　赤神楼樹という少年。


    　貴き島しまあやなという少女。


    　そして、アストライアという少年。


    　この戦いは、あの三人の物語であったのだと──。
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    　幼い頃の話。


    　道端で痩やせ細った子猫が死んでいた。僕と手を繫つないでいた少女は駆け寄り、抱き締めて大声で泣いた。


    　──ああ、悲しいのか。


    　可哀かわい相そうだ、こんなに小さいのに。痛かったろう、辛つらかったろう、苦しかったろう──。


    　理屈では分かる。けれど、心が動かない。神経が悲しむために必要な物質を分泌せず、だから悲しむことなどない。


    　なんて欠陥品、なんてどうしようもない自分。


    　少女の号泣はしだいに啜すすり泣きに変わり、最後にはしゃくり上げるだけになった。


    　なのに僕へ顔を向けた途端、また泣き出しそうな表情に変わってしまった。


    　……ああ、僕が悲しんでいないから悲しいのか。


    　そんな風に考えていると、彼女は僕の頰ほおに手を添えて──悲しそうに告げた。


    「泣いちゃダメだよ……」


    　泣いてはいなかった。


    　涙も流していなかった。


    　なのに彼女は、どうしてか彼女はそう言って僕の目を拭ぬぐったのだ。


    　彼女がいなくなって何年たっても、その情景が目に焼きついていて。


    　疑問はずっと心に残り続けていて──。


    



    



    　　　　　　　　　§　　　　　§　　　　　§


    



    



    　目が見えない。


    　よくあることだ。


    　そんな状況で戦わざるを得ないことだって、幾度もあった。


    　問題は、今戦っている相手がアストライアだということだ。


    　──しっかりしろ、正念場だ。


    　呼吸を整える。あらゆる音を拾い上げる。視覚回復まで三十秒、その三十秒をどうやって耐え凌しのぐかがポイントになる。


    　微かすかな異音すら拾い上げるためには、風のざわめきすら騒々しい。意図的に脳内でシャットアウト──フィルタリングする。


    　気配のように漠然としたものから、呼吸音・足音・心音・筋肉や骨の軋きしむ音まで。幸い、ここにはアストライアと赤あか神がみ楼ろう樹き以外、誰もいない。


    　だから、ほんの些さ細さいな音でも──。


    「────────な」


    　瞬間。


    　右肩口で何かが炸さく裂れつした。激痛が最高潮に達する寸前に、どうにか転がった。肉が裂さけて、血が噴出している──間違いなく、アストライアの多節剣！


    　時間にして、まだ五秒しか経過していない。


    　あるはずのない痛みがある。仕掛けられた記憶がないのに、攻撃を受けている。目にも留まらぬ攻撃だったとしても、音が発生しないはずがない。一体何が、どうやって──。


    　焦しよう燥そうと混乱をまとめて脇に追いやり、[image: ]なぞ解きに集中する。


    　今、間違いなく自分は全ての音を聞き分けていたはずだ。なのに、あの多節剣は音もなくこちらの肩を引き裂いた。


    　おかしい、有り得ない。


    　多節剣は振るう際に音がしていたからだ。節の一つ一つが擦こすれ合う微かな音があった、その音さえ判断できればある程度の空間把握は可能だった、はずだ。


    　けれど、現実的に音らしい音もなく──。


    「君の視覚が復活するまで、あと二十秒くらいかな」


    　ぼそりと、楽しそうにアストライアが呟つぶやいた。


    　だが、即座に次の攻撃がやってくるだろう。まずはそのための準備を整える。


    　全身の筋肉を一瞬緩ませてから絞り上げ、跳躍寸前で体を待機させる。音をなるべく注意深く拾い上げるが、それだけでは恐らく駄目だ。


    　先ほど致命傷を喰くらわなかったのは、本当に幸運だった。


    　次にその幸運が訪れるとは思えない。


    　呼吸を止め──自身の心音を取り除く。やはり音はない、本当に微かな異音はする──だが、あまりに微かすぎて何の音なのかすら不明だ。


    　それでも、その音を敵対行動と考えて肌に意識を集中させる。


    「……ッ!!」


    　注射のようにわずかな痛みを知覚した瞬間、無我夢中で跳躍した。果たしてその予感は正解だった。先ほどまで僕がいた場所で大気が切り裂かれる音がした。


    　なるほど、と僕は全てを理解した──聴覚は使えない。


    　次は反撃を行わなければ。


    　荒い呼吸で立ち上がる、精神的には疲ひ労ろう困こん憊ぱい。残り時間は十二、三秒。恐らく最後の一撃となるだろう。


    　微かすかな異音が、先ほどまで僕がいた場所から聞こえた瞬間、確信した。


    　全身の筋肉を絞り上げ、脳内でアストライアの攻撃をシミュレートする。異音の方向、僕の体の向き、足の向き、その他諸もろ々もろの情報を纏まとめ上げ、もっとも確率が高い場所に向かって斬ざん撃げきを振るう──それが僕の決断だ。


    　まだだ、まだ動くな。落ち着け。絶対的な死地を潜くぐり抜けるのだ、毛一筋ほどの油断も慢心も厳禁だ。


    　チクリ、と首筋にわずかな痛み。


    　獲った、というのがアストライアの確信ならば。


    　獲った、というのもやはり赤あか神がみ楼ろう樹きの確信だった。


    



    　全身を旋せん回かいさせるとともに、〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟を上空に向かって振るう。


    　コマのように回り、くぐもった驚きよう愕がくの声を出したアストライアを斬きった。


    



    　素早くその場から離脱するとともに、ようやく目を開いて──ブラウスを裂さかれたアストライアを視認した。


    「……よく分かったね」


    　アストライアの褒ほめ言葉は、どこか呆あきれたような感情を含んでいた。


    「前とは違う、ってことさ」


    　彼の無音斬撃の正体は単純だ。多節剣を伸ばすのではなく、本人が跳躍して斬撃を振るっていたに過ぎない。


    　ただし、アストライアは大地から離れる際も着地する際も、ほぼその音を消失させていた。


    　それでも微かな異音は残してしまったものの──異常だ。


    　時代劇で忍者が音もなく飛び、着地するように。……恐らく彼の靴も極力音を消すような性能を持っているのだろう。


    　そうして、そっと緩やかに多節剣を振るっていた。跳躍してから攻撃することの欠点は、着地するまでは、攻撃範囲が極めて狭まることだ。


    　だから斬撃の際の音を立てることもできなかった。予あらかじめ剣を握る腕を伸ばしておいて、触れた瞬間に抉えぐる──という感じの攻撃だったのだろう。


    「やれやれ、こんなコトでトドメをさせるとは思わなかったけどさ。その程度の負傷で済むとは思わなかったよ」


    　アストライアは肩を竦すくめる。以前の僕なら、恐らく無理だったろう。


    　剣つ尖きが触れた瞬間に反応するなど、いくら僕でも不可能に近かった──今までならば。


    〝人でなし〟の部分が加速している。アストライアに追い縋すがることができる。


    「けれど。僕の方も凄すごいだろ。君の斬ざん撃げきは今までの僕なら、間違いなく無様に喰くらっているものだった。だが、躱かわしきった。浅い切り傷で済んだんだ」


    　確かに、あの斬撃の手応えはあまりに薄かった。軽傷だ、無傷とはいわないが致命的ではなく、血はアドレナリンの作用ですぐにでも止まるだろう。


    「──何かを失ったのか？」


    　アストライアはどこか寂しそうに呟つぶやいた。


    「昔の記憶を少々。君ほどじゃあないさ。まだ、僕には残っている。とはいえ、この戦いが終わるまでに、どれだけ残っているものやら」


    　捨てて、捨てて、何もかも捨てて。


    　そうして残るものは、殺さつ戮りく機械と化した己おのれだけ。


    　それでいい、それでもいい。目の前の怨おん敵てきを倒せるなら、僕もアストライアも全てを捨てる。


    　……最後まで未練がましく残すであろうものも、全て。


    　視線が絡む。互いに微かすかに頷うなずき──疾は走しる。


    　脳裏で様々な記憶がフラッシュのように瞬またたいている。瞬くたびに、記憶が泡のように弾けて消えた。眼前の戦闘に集中する。アストライアの動きが、先ほどより少しだけ速くなっている──目は爛らん々らんと輝き、口元は凶悪に歪ゆがんでいた。


    　再びの激突。


    　ククリナイフ〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟を交互に突き入れる。しかしアストライアは多節剣で、悉ことごとく弾き返した。


    　多節剣の重量はククリナイフを遥はるかに上回る。それだけに、力押しではどうにもならない。


    　一方、こちらは二振りのククリナイフを扱う以上、どうしても力負けするシーンが多々ある。


    　ならば、どうする？


    　問い掛けに、脳が即座に数通りの対処法を編み出した。


    　そのうちの一つを選択する──脳に多大な負荷がかかっているが気にしない。どうせ、壊れるのは役立たずの記憶という名の防波堤だ。


    　まず、一旦離れた。


    　当然ながら、アストライアは多節剣を伸ばす。一旦、両手の一振りで勢いよく弾く。


    　そこへ〝ソワカ〟を投とう擲てきした。そして、直後に走り出す。


    　人類種としての、限界スピードを超える。


    　関節は壊れない。骨は鋼鉄より頑丈に。筋肉は束たばねられたゴムのように。


    　加速、加速、加速。フルスロットル、エンドルフィンが凄すさまじい勢いで放出される。


    　アストライアが多節剣をあっという間に戻し、僕が投擲した〝ソワカ〟を弾き返す。その一瞬、アストライアが一秒にも満たぬ時間、赤神楼樹ぼくのことを意識から外す瞬間──。


    　僕は〝ヴィジャヤ〟を投とう擲てきしていた。


    　弾き返された〝ソワカ〟の軌道を把握。アストライアが多節剣をどう振るって、どの方向に弾き返したのかを理解する。


    　上方、僕の右斜め二メートル半。放物線を描いて落下する〝ソワカ〟をキャッチする。


    　アストライアは瞠どう目もくしたものの、それでも投擲された〝ヴィジャヤ〟を寸前で弾いた。


    　僕は〝ヴィジャヤ〟を宙空でキャッチすると同時に〝ソワカ〟を投擲した。


    「な────!?」


    　アストライアが狼ろう狽ばいする。距離が近い。全力で投擲されたククリナイフを弾き返すには、それなりの速度と力で多節剣を振るわねばならない。


    　二度目までは上う手まく捌さばいた。では、三度目はどうなるか。


    　恐らく、アストライアの反射神経の極限だ。重量ある多節剣、ここまでの戦闘における疲労、そういったものは最も早はや彼にとってさしたる障害ではないだろう。だが、さしたる障害ではなくとも──やはり障害ではあるのだ。


    　それでも、アストライアはとうに僕が知るアストライアを凌りよう駕がしている。それは前回との戦いどころか、直前までの戦闘から算出した能力すら上回る。


    　これで最後。


    　僕も出し惜しみはせず、身体能力思考能力の限界に挑む。アストライアがどう捌いて、それによってどこへ〝ソワカ〟が弾き返されるのか。


    　それをアストライアが弾き返す前に算出する。直感ではない、そんなあやふやなものに頼ることは許さない。


    　仮に僕がアストライアだったら、この状況でどう打ち返すかを推測する──それを信じる。


    　時間は極めて緩慢。


    　映画の一コマ一コマを丹念に追っていくような感じ。この戦闘に特化した脳が生み出す、時が静止した世界。


    　ここから先は一手たりともミスはできない。


    　ケモノのように吼ほえて、アストライアは〝ソワカ〟を弾いた。


    　着地する寸前、弾かれた〝ソワカ〟を受け止める。この斬ざん撃げきで彼を殺すことはできないと判断、既にアストライアは僕に対応している──しかし、それは一撃必殺の急所部分のみをかろうじて守っただけだ。


    　躊ちゆう躇ちよなく、わずかに隙すきがあった右肘ひじ部分を〝ソワカ〟で狙ねらう。


    　斬きった。


    　右肘から先を、完全に切断した。いかにアストライアといえども、腕を再接合することはできない。少なくとも、この戦いの間は不可能だ。


    　決定打に成り得る一撃──僕はほんの少し、ほんの少しだけ〝安あん[image: ]ど〟した。


    　それは愚かな行為だった。


    　近接戦闘である以上、相手は眼前にいる。おまけに、アストライアは右肘ひじから上の切断を即座に受け入れていた。〝ソワカ〟を僕が摑つかんだ瞬間、狙ねらわれると悟ったのだ。


    　だから、今度は僕が隙すきを突かれた。


    　ククリナイフを両手で振り上げたことで、僕は体のあらゆる箇所が無防備になっていた。


    　そしてアストライアの足が、僕の喉のどを直撃した。


    　蹴けり、というよりは足刀。鋼はがねの棒で柔らかい喉を穿うがたれたようだ。


    「ガッ…………!!」


    　思考は撤退のみに向けられる。後方へ跳躍、アストライアも傷口を抑え込みたいのだろう、血ち塗まみれになりながら、後方へと跳んだ。


    「ぐ、っ……」


    　喉が痛い。痛いだけではなく、ほぼ完全に押し潰つぶされている。声が出ない、どころか呼吸すら覚おぼ束つかない。


    　右前腕を失ったアストライアと、呼吸器官を損傷した赤あか神がみ楼ろう樹き。


    　どちらが不利かといえば────後者だ。


    「……ッ!!」


    　アストライアは取り出した紐ひもで、強く右の二の腕を縛り付けた。白いガーゼのようなものを取り出し、切断面に貼付する。瞬間、激痛に顔を歪ゆがめたがすぐに立ち直った。


    「……イーヴンだね」


    　そうだろうか、僕の方が不利なように思える。


    　だが声が出ないので、抗議の視線を送るに留とどめた。呼吸が上う手まく働かない、ということは基本的に戦闘行動全てに支障が出る、ということだ。


    　呼吸を整えることができない、小さく吐き出すことで身体活動のコントロールを行うこともできない、呼吸による溜ためができないため、恐らくただククリナイフを振り回す行動でさえも阻害されるだろう。


    　推定で、先ほどの六割から七割程度まで僕の戦闘能力は減衰する。


    　対するアストライアは、右前腕を切断された『だけ』だ。


    　案の定、左手一本で多節剣を持ち上げていた。多少コントロールが危あやぶまれるだろうが、逆に言えばそれだけだ。痛みも失血も既に治まっている。


    　戦闘能力的には、最大限喪失したとしても二割程度でしかない。


    　アストライアは右前腕を切断された程度で、終わるような存在ではない。


    　しかし──僕の方は、呼吸が整えられない限り終わってしまう。


    「……カ、ハッ……!!」


    　喉奥から血けつ痰たんを吐き出した。声を出そうとするが、どうしても出せない。出そうとすると、激痛が阻はばむ。痛覚信号そのものを、脳でカットしようと試みる──痛みはなくなっても、声が出せないことに、呼吸が整わないことに変わりはない。


    　目の次は喉のどか。あの一撃で大たい勢せいが決定する、そう認識したのは間違いなく正しかった。ただし、それはアストライアの方も同じことだということに気付くべきだった。


    　右腕を捨てて、喉を潰つぶす。


    　何て奴だ、畜生、全くもって、何て忌いま忌ましい──そして、おぞましいほどの怪物だろう。


    　あそこまで追い込めば、普通は勝てる。今までなら勝てていたはずだ。


    　だが、彼は僕の予測を上回った。今の僕では、勝てない。勝てないから、どうする。


    　否いな、こう言うべきか。


    



    　お前は何を捨てるのだ？


    



    　思考する────決定する。さあ、ここから先は鍔つば迫ぜり合いではなく削り合い。


    　捨てて、傷つけるだけの単純作業。


    　僕は走り、アストライアも走る。


    　脳内の戦闘機能を拡張する。圧迫する記憶に、別れを告げる。


    　それは例えば、全ての最初であったレントブロアの廃はい墟きよ。


    　共に駆け抜けた友の顔を、全て忘れる。朧おぼろ気げで、ただの事実だけを淡々とテキストに記す。


    　僕は生き残り、あやなともう一人が生き残った。それだけだ。


    　例えば、バレルガニアでレジスタンスとして過ごした日々を捨てる。


    　共に戦った仲間がいた。顔を忘れた。意味を忘れた。結末を忘れた。


    　必要なのは、膨大なまでの戦闘記録とそれに伴って拡張された機能部分システム。


    　大丈夫。僕はもう少し速く、強く、滑らかに戦えるはずだ。


    　しゃがみ込んで、僕は一気に全身を旋せん回かいさせた。足払いの要領で、僕はアストライアの膝ひざに狙ねらいを定める。


    　考えられるのは跳躍しての回避、後退しての回避、あるいは多節剣での受け。


    　しかし、アストライアは全ての予測を裏切った。足への斬ざん撃げきを全く無視するように、一刀両断の構えをとる。


    　瞬間、未来が垣かい間ま見える。


    　僕はククリナイフを奴の足に食い込ませるだろう。もしかしたら、切断できるかもしれない。


    　しかし、僕の斬撃が足を切断するのを上回る速度で、アストライアの多節剣が僕の脳を押し潰す。足を斬きって、頭を断たれては何にもならない。


    　怪物め、と舌打ちする。咄とつ嗟さに斬撃を寸止めして唐から竹たけ割わりの迎撃を行う。


    　火花が散る。交差させたククリナイフと多節剣が激突した。


    　互いの行動は停止しない。即座に立ち上がりながら、ククリナイフを突き出す。弾かれた力を利用して、踏み込みつつ体を回転。


    　アストライアは重量十キロ以上はあるはずの多節剣をフェンシングのように軽々と扱っていた。右前腕が消えたことなど、彼にはまるで関係ないようだ。


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


    　アストライアが咆ほう吼こうする。


    　僕もアストライアも体を旋せん回かいさせ、遠心力で斬きり続ける。アストライアが跳躍──渾こん身しんの力で剣を叩たたきつける。


    　躱かわせない、受けることもできない、脳天に叩きつけられれば死ぬ──死ぬ、死ぬ、死ぬ！


    



    　ぶつん、と記憶の繫つながりが切れた。


    　古城で過ごした思い出も、ローマで巡り合った人たちも。


    　顔が、消える。


    　彼女たちの名が──いや、そもそもそれは誰で、どんな会話を繰り広げたのか。


    　それすらもなくなった。何もかも、忘れてしまった。


    　罪悪感は一瞬だけ。


    　今は立ち向かうことに専心しなければ、忘れていった者たちのためにも。


    



    　交差させたククリナイフでもう一度受け止めつつ、バックステップ。


    　ククリナイフを滑らせながら、僕はどうにか唐から竹たけ割わりを回避した。そうして、床に叩きつけられた多節剣の刀身を踏んで押さえつける。


    「ん、がっ……!!」


    　だが──アストライアは強引に多節剣を持ち上げた。僕の体重は六十キロ程度。その重量をもってしても、抑えきれない。


    　持ち上げられた僕は刀身を蹴けって、アストライアの背後に回り込む。


    　僕とアストライアの狙ねらいが合致する。


    　互いの首を狙って得え物ものを突きつける。


    　静寂。そして沈黙。


    　空がごろごろと唸うなり始めていた。どうやら雨になりそうだ。


    　互いの頸けい動脈に、ククリナイフと多節剣が喰くらいついている。得物を交差させることで、お互いに全く動けない状況に陥った。


    　彼の顔を間近で覗のぞき込む──憎悪があった、憐れん憫びんがあった、闘志があり、悪意があり、共感があった。あらゆる複雑な感い情ろを僕も彼も押し込めて、不敵な笑みを浮かべる。


    　互いに弾けるように後退し、間合いを取った。

  


  [image: ]


  
    「「殺してやる」」


    　[image: ]そろった言葉に、奇妙な滑こつ稽けいさがあった。


    　雨が降り出し、僕も彼も濡ぬれそぼっていく。さあ、戦いを──続けよう。


    



    　剣けん戟げきがひたすらに続く。体力が尽きるときが死ぬときだが、僕と彼はどこまで戦えるのか。


    　三日か、五日か。


    　いいさ、存分にやってやる。


    「おいおい、忘れたのかい？」


    　アストライアが苦笑する──首を傾かしげる。


    「僕と君に許された時間はあと二十分程度だ。それを過ぎると、世界の人口の半分がどこかへ消えてしまう」


    　だからどうした。


    　それが、僕とお前の戦いに関係あるのか──？


    「あるさ。君はきっと、悲しくなる」


    　そんなわけは…………あるか、そうだな。当たり前だ。


    　僕がお前を倒すのは、世界を救うためだ。あやなを救うためだ。せめて、その程度は覚えておかなければ──。


    　無駄話はここまで。残り二十分、それなら長期戦の余力など考えないで済む。


    　世界の滅びに対する、奇妙なまでの無関心さに自じ[image: ]ちようしつつ、僕は剣を再び振るい始めた。


    



    　雨足がしだいに激しくなっていく。


    　僕も彼も、雨で足を滑らせるなどという愚ぐはまず冒おかさない。多少の不快さはあるし、体も若干重い。とはいえ、それらは無視できる範囲だ。


    　視界は狭苦しいが、近接で斬きり合っている限りはさしたる障害にもならない。


    　斬って斬って斬りまくる。


    　しだいに脳内が透明になっていく。呼吸も荒くなっていく。全力の無酸素運動は既に十分以上が経過していた。


    　我ながら、怪物じみている──そして、それに追つい随ずいするアストライアも大たい概がいだ。


    　残り十五分。


    　殺せ、殺さなくてはならない。


    　目の前の敵を打ち倒せ、さもなくば守りたかったはずのものが何もかも壊れて消える。


    　認識できなくとも、記憶を消去してしまっても。


    　それらがあったという事実には変わりない。


    　雨は既に滝のようで。剣戟の音すらも雨に搔かき消されている。


    　水面から浮上するような気分で、僕とアストライアは同時に一呼吸。


    　それが終われば、また深海へと潜る。海中の狼シーウルフと化した僕たちは、水圧で押し潰つぶされそうな苦痛を全身に浴びながら、吼ほえ立て肉に喰くらいつく。


    



    　──幼い頃の他愛のない思い出は全て真っ黒に塗り潰されている。


    　──幼い頃に描いた絵画に関する記憶も全て。


    　──父と母すら、もう顔も思い出も消えている。


    　──ああ、何て矮わい小しような前世なのだろう。自分の真名なまえすら思い出せない。僕にはもう、殺さつ戮りくしか残されていない。


    　──そのはず、なのに。


    　──〝ねえ、・・・・・・〟


    　──あの子の微ほほ笑えみだけは、妙に胸に刻まれている。


    　──大丈夫、まだその余裕はある。


    　──でも、不思議なことが一つだけ。


    　──あの微笑みは、どうして血ち塗まみれの姿で連想されるのだろう。


    　──頭かぶりを振って、思考を停止した。もう、どうでもいい。どうにもならないことなのだ。


    



    　アストライアの多節剣が、鋸のこぎりのような悪あく辣らつさで僕の胸板をズタズタに引き裂さいた。


    「がっ……!!」


    　血と肉が弾け飛ぶ。致命的損傷の一歩手前。


    　アストライアもまた、僕と同様に見るも無惨なものだった。何しろ右腕が切断されている。顔、首、胸、足、負傷していない部分など一つとてない。


    　致命傷たり得る部分は存在しないとはいえ、ここまで積み重なれば死んでもおかしくはない。


    　ないはずだが、僕も彼もまだ死なない。


    　僕は失う悲しみよりは勝利するための歓喜をもって、とうとうその記憶に手をつける。


    　掛け替えのない人たち。


    　ともに戦ってくれたグレタ・クライン。シャーリー・ワードワーズ。セシリア。シャテア・アンデラーデ。そして何より大切だったはずの──別れを告げた一匹の親友すらも。


    　アストライアに勝つために。


    　培ってきたものを、捨てていく。


    　面影が消えていく。覚えていた会話が消えていく。別れの言葉も、出会いの瞬間も、何もかもが。


    　そしてその分だけ、筋に肉くの動きが速くなる。脳が雨粒一つに至るまでの情報を取り込み、凄すさまじい勢いで選択肢を拡張していく。


    　痛覚がとうとう消失し始めた。多少の苦痛は情報として必要だが、既に肉体の損傷が激しいため、苦痛が行動を阻害する可能性が高いせいだ。


    　夢見心地のまま、僕とアストライアは戦い続ける。


    　これほどまでに肉体が損壊しているにもかかわらず、僕の動きは戦い始め以上に素早くなっている。一つ一つの動きに存在していた無駄を省き、アストライアを殺すために特化した生物と成り果てていく。


    



    　──見知らぬ少女が、僕のために泣いている。


    　──見知らぬ女性が、僕とともに戦っている。


    　──見知らぬ尼僧が、僕のために祈っている。


    　──見知らぬ男性が、僕とともに戦っている。


    　──見知らぬ老人が、僕の肩を叩たたいて励ましている。


    　──見知らぬ少女が、僕のために笑っている。


    　──見知らぬ犬が、僕を見て啼ないていた。


    



    　それはあまりに朧おぼろで、虚うつろな光景で、脳からは瞬またたく間に消え去っていく。


    　それきり、見知らぬ者たちのことも忘れる。


    　忘れてしまえば、悲しいはずがない。専心する。


    　これまでで最高の攻撃、最善の手段、最速の連携で攻撃を叩き込む。〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟の軌道を自在に変化させ、遠心力ではなく己おのれの腕力のみで突いて、薙ないで、払った。


    　それを、完かん璧ぺきなまでに回避された。


    　アストライアもまた、あらゆるものを捨てて挑んでいる。


    　過ぎるのは時間だけ。僕とアストライアは未いまだ互角の戦闘を繰り広げていた。


    　今まで蓄積した戦闘経験では、彼と戦う術すべを生み出せなくなっていた。僕は既に、拡張された領域を利用して脳内で新しいものを創り出そうとしていた。


    　アストライアと戦いを繰り広げる一方、僕はまっさらな状態でアストライアを倒すにはどうすればいいのかを思考する。


    　無限に等しい打ち筋から、一つ一つを高速思考する。


    　王道、意表、裏道、奇跡を願う偶然を頼るという選択肢以外の全てを試行する。


    　ククリナイフで斬きる際に、雨粒を跳ね飛ばして彼の目に当てる──上う手まくいった。足を絡ませ、思い切り払う──倒れ込んだアストライアが蹴けりを放つ、それを予測して躱かわす。


    　床に仰あお向むけに転がるアストライア目がけて、二振りのククリナイフを突き立てようとした瞬間、アストライアが口を開いて一気に窄すぼめた。


    　銃弾のような速度で、雨水が僕の左目に叩き込まれる──だが、支障にはならない！


    　僕は視覚を喪失してもなお、〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟を彼の首筋に叩たたき込んだ。


    　右手に握った〝ヴィジャヤ〟の方は回避された。ならば、左手の〝ソワカ〟はどうか。


    　切断された右腕で、アストライアはそれを受け止めていた。


    「アアアアアアアアァァァァアアアアアアアアアアアアアァァァッ!!」


    　絶叫。アストライアは両足の踵かかとを床に叩きつけた、微かすかな金属音がしたかと思うと腹部に熱が灯ともった。


    　靴の仕込み刃。痛いというよりは熱い、致命傷だ。せめて離れて、傷を塞ふさがなければ。


    　──だけど、ここで退いては駄目だ。


    　右手の〝ヴィジャヤ〟を振り上げる。アストライアが対処できない状況を立て直すより先に、最後の一撃を仕掛ける……！


    　ククリナイフが心臓に突き立てられる寸前、アストライアは左腕一本で心臓を庇かばった。


    　みしり、と音がして──左腕が砕けた。刃ではなく、峰の部分が直撃したせいだろう。いくらアストライアでも、これでは腕を使えまい。


    　僕は突き刺された仕込み刃から離脱した。腹部の傷口が開いて、臓物が飛び出さないように腹筋部分を極度に緊張させる。少しでも気を抜いたら、中身が零こぼれて僕は死ぬ。


    　両腕を使えなくなったアストライアアイツと。


    　腹部に爆弾を抱かかえた赤神楼樹ぼく。


    　アストライアは[image: ]はいつくばると、多節剣の柄を口に咥くわえた。狂暴な目線が僕を射い貫ぬく。


    　僕は腹部に注意をはらいながら、慎重に両手のククリナイフを構えた。右腕を切断されてもなお左手一本で多節剣を操り、その左腕を失っても──口でしっかりと多節剣を構えている。


    　口だけで多節剣を操作できるのか──できるのだろう。


    　可能でなければ、両足での攻撃に移行するはずだ。アイツがやれると信じたならば、間違いなくこれで戦えるのだろう。


    　もちろん両足──靴の先端に仕込まれていた刃も忘れてはいない。


    　不意に、漠然とした予感。


    　あまりに多くを失いすぎた。だからもうそろそろ、互いの倉庫も戦闘情報だけで一杯になるだろう。


    　要するに、戦いは終わる。どちらが勝つにせよ、敗北者も勝利者もほぼ全てを奪われることに変わりはない。


    　残るのは、生きていくにはあまりにどうしようもなくなった生命体だけ──。


    　僕は──もう、その国の名前も忘れてしまったけれど。僕は、あの廃はい墟きよで逃げるために走り続け、その後戦うために走り続けた。


    　アストライアを殺すことに絶望はなく、闘志はなく、感傷もなく、悲哀もなく、歓喜すらもない。ただ、論理的に考えて人殺しはよくないことだ。そしてそれが憎悪もない見ず知らずの他人ならば、なおさらだ。


    　僕とアストライアは、同じ性質──殺人の才能を抱いた人間だ。


    　けれど僕はケモノを殺す道を選び、アストライアはケモノとなる道を選んだ。


    　違う道を選んだ時点で、僕たちはもうどうしようもない。


    　この殺し合いは、確定した未来だったのだ。


    　全ての終焉おわりが間近であることを感じながら、アストライアに向けて突貫する。


    　アストライアが勢いよく首を振ると、多節剣は瞬時に分離して僕に襲おそいかかった。


    　両腕を使うことなく、これだけの芸当ができるのは、さすがというほかない。


    　僕はまず回避行動を取った。回避し続ければ、首を振り回すだけではいつか隙すきができる。


    　それは恐らくほんの一瞬、しかもそれが偽フエイクかどうかを見極めなければならない。


    　屋上周囲のフェンスを摑つかみ、ひらりと舞い上がると一気に走る。


    　アストライアは首を振ることによって、多節剣を上下左右に動かす。


    　僕はククリナイフを使って、斬ざん撃げきを弾く。手と違い、さすがに首で剣を振るうのはあまりに負担が大きすぎる。だから本来ならば、首では手よりも遥はるかに早く限界が訪れるはずだ。


    　だが、激しい激突を数度繰り返しても全く衰えは見られない。


    　僕にも驚きはない。既に、僕と彼の殺し合いは体力による有利不利はない。


    　そもそも、体力などとうに使い果たしている。僕も彼も、ただ殺意のみで動いていた。


    　[image: ]はいつくばるように多節剣を回避。空から槍やりのように突き立てられるアストライアの剣。


    　鋭く、強く、さながら蠍の毒尾アンタレスのように凶悪だった。


    　紙一重で回避と同時に、多節剣の刀身を踏み台にして跳躍した。上空の僕に向けて、アストライアが迎撃を試みる。


    　床に突き立てられた尖せん端たんが、踊りくねりながら一瞬で僕に突きつけられる。


    　伸び上がる刃がくるりくるりと廻まわる、廻る、廻る。


    　胴体から胸にかけて大蛇のように絡みつく。引っ張られる──肉に食い込む。僕は構わず、ククリナイフを振り下ろす。


    　終わりなき戦いなど有り得ない。


    　体力が尽き果て殺意のみで戦っていたとしても、いつしかその殺意は結実する。


    　そうして、とうとう結実の瞬間が訪れた。


    　多節剣は僕の全身に絡まり、ワイヤーと鉄塊がそれぞれ食い込んで僕の体をバラバラにしようと締めつけている。


    　その一方、振り下ろされたククリナイフはすんでのところで受け止められた。多節剣のワイヤーが盾たてのようにククリナイフを塞ふさぎ、どうにか持ち堪こたえている。


    　疾走は停止したが、まだ戦いは終わらない。


    　崩こ壊われゆく体と心。呼吸もできない、互いに睨にらみ合いながら最後のゲームにかかる。


    　即すなわち、どちらが先に死ぬか──殺すか。


    　体が軋きしみ、圧迫された腹部から臓物が飛び出しそうだ。体に食い込んだ多節剣の節がぞりぞりと体を引き裂さいている。


    　[image: ]さびたカッターナイフで、無理矢理切開されているような感覚。


    　だが、これを耐えなければ。これを乗り越えなければ勝てない。


    



    　──勝ちたい。


    



    　心底からそう願った。この男に、ほんの毛一筋でもいいから上回りたい。


    　ケモノとしての優越性を示したい。


    　願い、最後の力を振り絞る。脳への酸素供給すら億おつ劫くうだった。ワイヤーは如い何かなる材質を用いているのか、ククリナイフですら切断できない。


    　世界と乖かい離りし始める。


    　記憶が綻ほころび、零こぼれ落ちていく。戦闘の記憶すらも風に吹かれて消えてしまい、戦ってきたことの理由すら思い出せなくなる。


    　そして、とうとう己おのれの名を忘れた。そればかりか貴■あやなのことまで忘れかけている。


    　幼い日の思い出が泡のように消えてなくなり、覚えていたはずの下らない会話も彼方へ追いやられ、出会った瞬間のことも思い出せない。


    　いつ、彼女のことを好きになったんだっけ。


    　あれ？　彼女とは誰のことだったっけ。


    　僕はどうして、ここにいるんだっけ。


    　分からない。何も分からなくなっている。■■あやなという名前が、大切なことだけを記憶している。そしてもう一つ、このアストライアを殺さなければならないことも。


    　抜けていく──力も、記憶も、本能すらも。


    　やがて、世界そのものが抜け落ちた。


    　分からない。


    　どうしてここにいるのか、どうして戦っているのか、どうして殺しているのか。


    　僕に微ほほ笑えみかけるあの子は、誰だったっけ──────。


    



    「──くん！」


    　呼び声がする。


    　彼方からの声のようにも思えるし、すぐ傍そばにいる声にも聞こえた。


    　だが、反応する必然性を見出だせない。


    「……き、くん！」


    　声にはどうしようもない狂おしさが窺うかがえた。興味がない、好奇心も湧かない。それよりも早く、これを終わらせないと。


    　ぎちり、とまた強く締め上げられる。魂を口から吐き出したようなおぞましさとともに、手足の感覚がなくなった。


    　視覚は必死の形相を浮かべた眼前の男で占められており、口に含んだ血液の味や臭いも嗅かぎ取れない。聞こえるのは、誰かの声だけ。


    「楼ろう樹きくん、楼樹くん、楼樹くん……！」


    　それは、誰の名前なのだろう。


    　──と、ふと論理的に思考する。呼び掛けられているのは、僕か彼だろう。彼でなければ、僕なのだろうか。


    　枯れ果てたはずの好奇心が、微かすかに残留していたらしい。


    　僕は首を傾けて、ほんの一瞬──殺し合いから意識を離脱させた。


    



    　そして、見た。


    　名前も知らない少女が、泣きじゃくっている姿を見てしまった。


    



    　泣くな。


    「死なないで……！」


    　泣くな、泣かないでくれ。僕は、僕は君のために。


    　見覚えのない、記憶にない、なのに奇妙なまでの懐なつかしさがある。記憶の倉庫アーカイブをどれだけ漁あさっても、既に記憶するという行為そのものが倒とう壊かいしている。


    　ああ、でも──。


    　記憶を失っても、論理からは弾かれても、彼女の泣き顔には体が軋きしむような痛みがある。


    　少女を抱き締めたかった。


    　少女の涙を拭ぬぐいたかった。


    　できないのは、縛り付けられているからだ。だから、まずはこれを外さなくては。


    　僕はククリナイフの刃を傾けて、ゆっくりと呼吸を整える。


    　たぶん、この状態でククリナイフを振るえるのは一度きり。


    　一か八か──いや、恐らく状況を理解すると捨て身の作戦と考えてもいい。だけど、僕は不思議なことにそれに躊躇ためらいがなかった。


    　落ち着いて。


    　冷静に。


    　ワイヤーの微かすかな綻ほころびを見て取って、そこを狙ねらう。右手のククリナイフをその疵きず痕あとに叩たたき込んだ。張り詰めていたワイヤーが見る見るうちに解ほどけていく。


    　敵が愕がく然ぜんとした表情を浮かべる。


    　殺せると確信した。もう、この状態ならば必ず彼を殺すことができるのだろう。


    　しかし、もういい。もうどうでもいい。先ほどまではお前の殺意で塗り潰つぶされていたけれど、今となっては──その殺意すら、どこかに消えてしまった。


    　失いたくない。


    　彼女の記憶、残ったほんの一ひと欠片かけらの記憶を戦うことでこれ以上失いたくない。


    　少女の下もとへと歩く。一歩歩くだけで、凄すさまじいほどの疲労があった。自分の心の中で、何かを堰せき止めていたダムが壊れて、[image: ]あふれ出している。


    　もう一歩歩く。


    　少女は膝ひざをついて、呆ほうけたように動かない。涙が後から後から[image: ]れ出して、服にシミをつけていた。


    　もう一歩歩こうとして、膝をついた。身体機能の凄まじい劣化、金属疲労、退化、システムダウン──。


    　少女の目が見開かれる。


    　ただそれだけの行為で、僕は全てを理解した。


    　先ほどまでの殺意は僕だけではなく、彼にもあったはずだ。僕が消えたからといって、彼が消えるとは限らない。


    　見える。


    　背後から、最後の力を振り絞って跳躍した彼の姿が見える。芸術的なまでに美しく、背後から襲おそいかかればほぼ全ての敵はまさに一いつ蹴しゆう。


    　靴の尖せん端たんに仕込まれていた刃が、照明に照らされて輝く様さままで見える。


    　僕は背を向けたまま、体を脱力させた。別に達人の域に達したわけではなく、単純にあと一撃しか練り上げられないだけ──全身を旋せん回かいさせつつ、視認すらせずに〝何か〟を斬きった。


    　右手の刃は仕込み刃を粉砕し、左手の刃は──。


    



    　──刃は確かに、敵の首を斬っていた。


    　致命傷だ、という確信があった。殺した、という確信もあった。


    　それきり、僕の全てが品切れになった。


    　歩くこともできない。僕はただ、ぼんやりとした表情のまま──ひどく、ひどく安あん[image: ]どした。


    　倒れ込む体を、走り寄ってきた少女に受け止められる。


    　少女が僕の手を握り締め、顔を覗のぞき込む。


    「……ごめん。もう、何も分からないんだ」


    　どうしようもなく絶望的な言葉だった。けれど、少女は優しげに微ほほ笑えみ首を振った。


    「今は、休んで」


    「だめなんだ。休むと、このまま僕は終わってしまう」


    「終わらないよ、楼ろう樹きくんは」


    　先ほどの僕の言葉に満ちていたものが絶望なら、今度の言葉は希望に満ちていた。


    　それがたとえ、安らがせるための噓うそだったとしても。もういい、と僕は思う。


    　僕が何のために生きて、殺し合っていたのかは分からないけれど。少女がそんなことを言ってくれる程度に、僕は好かれていたのだろうから。


    



    　僕が求めるものは、ただそれだけだった。


    　安心して瞼まぶたを閉じる──揺ゆり籃かごに揺られているような感覚。


    　意識が切れる。


    　世界から解き放たれる。


    



    「──最後の最期で。彼に裏切られたかな」


    　そんな呟つぶやきに、貴き島しまあやなは涙に濡ぬれた顔を起こす。


    　一目でそれと分かるほどに、致命傷だった。


    　そしてその一撃とは無関係に、アストライアは勝利したとしてもすぐに死んでいただろう。


    　それほどまでに、生存しているのが有り得ない状態だった。長くは保つまい。


    「君の勝ちなんだろうね、たぶん」


    　アストライアもまた、少女の名前を忘れているらしい。たどたどしい言葉で、祝いの言葉を告げていた。


    「ねえ、アストライア」


    　名前を呼ばれたアストライアは、目をぱちくりさせた。血ち塗まみれで、あまりに悲惨な状態にもかかわらず、奇妙な美しさすらあった。


    「それ、僕の名前だったっけ？」


    「そう」


    　なるほど、とアストライアは頷うなずいた。あやなはそんな彼に告げる。


    「赤あか神がみ楼樹」


    　あやなが眠る、というよりは昏こん倒とうした少年にそっと触れて呟いた。


    「アカガミ……ロウキ？」


    「そう。赤神楼樹、それがこの人の名前。忘れてしまったんでしょう？　だったら、死ぬ前にせめてこの人の名前くらいは覚えて。楼樹くんが、最後まで貴方あなたを覚えていたように」


    　アストライアはロウキ、ロウキ、と何度も呟いて頷いた。


    「覚えていられるかどうかは分からないけれど」


    　そうして、無邪気な微ほほ笑えみを浮かべて告げる。


    「努力は、するよ」


    　先ほどアストライア自身が倒とう壊かいさせたフェンスを乗り越えて、彼は屋上の縁へりに立った。


    　それから、楼ろう樹きに懸命に呼びかけるあやなをちらりと見た。


    　羨うらやましい、と思ったのは──少女の方だろうか、ロウキという少年の方だろうか。


    　両方かもしれない。


    　そう思いながら、アストライアはゆっくりとその一歩を踏み出した。


    



    　失お墜ちていく。


    　無限に、そして緩慢に引き延ばされた時間の中で僕は思う。


    　この状況で、ようやく思い出せたことがあった。


    　先ほどの激戦の最中でも、捨て切れなかった思い出が一つだけあった。


    　血ち塗まみれの子供。凄せい惨さんで、凄せい絶ぜつな死に様ざまなのにどうしてあの子は微ほほ笑えんでいたのか。


    　その[image: ]なぞが解けた。


    　なんて単純なことだろう。あの子は知っていた、自分の秘密を知っていた。そして信じていたのだ。必ず、ぼくが勝つと。


    　ぼくが正義を為なすと、あの子は信じていたはずなのに。


    　……きっと、あの子には会えないだろう。


    　そうして全てを思い出した。記憶ではない。肉体に染しみつくほどに、繰り返し囁ささやいたのだ。


    　彼女の名前。誰より大切だった少女の名前。


    　ああ、それは。


    「アストライア」


    　神々が欲に駆られた人間を次々と見放す中、最後まで人の正義を信じた天てん[image: ]びんの女神──。


    　何とも言えない満足感に浸りながら、かつて何者かであった少年は無む垢くな思い出を大切そうに抱き締めて、どこまでも墜おちていった。


    



    



    　　　　　　　　　§　　　　　§　　　　　§


    



    



    　──そうして、全てが終わった。


    　スタッフたちは七人の聖父フアーザーズが全て滅んだことを知ると、速やかに現実から別れを告げた。


    　その顔には安あん[image: ]どではなく、強い無念が刻まれている──絶望からの逃避ではなく、絶望に押し潰つぶされた成れの果てなのだな、とグレタは自然と理解した。


    「死傷者は？」


    　グレタの言葉に部下が応じる。


    「死者四名、重傷七名、軽傷十三名、負傷者は全て生命に別状はありません」


    「そう。他のチームも含めて、優先順位トリアージをつけて高いものから搬送するようにして。重傷者は痛み止めを打って待機、軽傷者及び無傷の者は生存者の捜索をお願い」


    　了解した部下を見送り、グレタは空を見る。疲れきったような溜ため息いきを一つ、吐き出した。


    　……終わった。〝クラブ〟は会員、準会員全てがこの世から消えた。ほぼ全員が名の有る富裕層だった以上、多少の騒ぎがあるのは仕方ないだろう。


    　しかし、それもすぐに落ち着く。彼らは選ばれた人間だと思っていたし、確かにその通りだが、代役がいないわけではない。


    　彼らの空白は、すぐに別の誰かが埋める。


    　その誰かは高慢で非情で人でなしかもしれないが、少なくとも娯楽で人を狩るような存在ではない。その手段が存在しないのだから。


    〝クラブ〟のように、何もかもお膳立てされなければ個人の人狩りマンハントなどたかが知れている。それを追跡し、逮捕するのは警察の仕事だ。罰を与えるのは司法機関だ。


    　邪悪は必ず存在する。


    　けれど、一個人が全てを捌さばくのは不可能だし、やってはならないことだ。善と悪は時の流れでいくらでも変わってしまうのだから。


    　だから、これは例外中の例外。


    　娯楽で人を狩る、という究極悪鬼となった〝クラブ〟のような存在でもない限りは──。


    　……ともあれ、世界は彼らの軛くびきから逃のがれた。それは素晴らしいことだ。


    　数多あまたの犠牲、数多の血、数多の涙。


    　それがもう、増えることはないのだから。


    　……最後の犠牲は、たぶんあの人なのだろう。


    　恐ろしい、とグレタは思う。それだけで足が凍りつく。赤あか神がみ楼ろう樹き、アストライア。


    　ともに人の領域を超えた戦闘力を持つ怪物であり、殺し合わなければならないと互いが決意を固めた存在だ。


    　その二人が激突し、赤神楼樹が勝利した。それは間違いない。


    　だけど、その結果、赤神楼樹が無傷であるはずない。どれほど凄せい惨さんな目に遭ったのか、心が痛み、張り裂さけそうになる。


    「退どいてくれ！　最優先、最優先で運ばせてくれ！」


    　そんな言葉とともに、ダスティとＶＳＳバチカンシークレツトサービスの面々が搬送用のベッドで誰かを運んできた。彼らに遅れて、走っているのは──。


    「あやな！」


    「グレタさん……」


    　慌ててグレタがあやなに駆け寄った。


    「ロキはどうなったの!?」


    　あやなは首を横に振る。分からない、というニュアンスを汲くみ取ったグレタはあやなとともにオスプレイに乗り込むことにした。


    　既に状況は事後処理へ移っている。指示に従い行動してくれれば、あとは自分がいなくとも何とでもなるだろう。祈るような気持ちで、グレタはオスプレイに乗り込んだ。
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    　シャーリー・ワードワーズはＶＳＳバチカンシークレツトサービスの人間によってようやく救出された。


    　現状が楽観的なものに変わったことは理解している。とうとう、あのアストライアは倒されたらしい。それから、ボスである〝虚無ホロウ〟も。


    　最後の最後で、こんな場所に閉じ込められたのは憤ふん懣まんやるかたないが──自分は果たすべき任務を滞とどこおりなく果たしたのだ。


    　自分と、九人の工作員が。


    　シャーリーは早速、タブレットで全員のバイタルチェックを行った。


    　ナヴァロン──死亡。コサック──死亡。チトラカ──生存。ウェイター──死亡。シャカール──死亡。ロック──生存。クリーナー──死亡。バッド──生存。ボーパルバニー──生存。


    　九名中五名死亡。自分も含めれば、ちょうど半数が死亡したことになる。


    　だが生存した者が有能だったわけではない。この任務には、誰もが命を懸かけた。それぞれがコインを投げて、裏だった者が五人だっただけ。


    　全ての人間が、この戦いに身命全てを捧げたのだ。名誉も、金銭もない、だけど誇れるであろう戦いに。


    　──ああ、この組織で私がするべきことはもう何もない。


    　大事なものは、全て見つけた。世界の[image: ]なぞに対する好奇心は、既に薄れている。[image: ]、というのであれば約一年間行動を共にした少年こそが、素晴らしい[image: ]に満ちていた。


    　そして今、彼女には新しい[image: ]がある。


    　その[image: ]を解くためには、それなりの金銭と時間が必要だが──金銭はまったく問題ないし、時間はこれからいくらでも作ることができるだろう。


    　楽しそうだ。それは凄すごく楽しそうだ。


    　子供がどんな風に育つのかは分からない。父親のように、人類種を超越した何かになるのか、あるいはとんでもない邪悪に育つのか。


    　心を砕いて育てたとしても人生の選択肢は無限にあって、子供がどれを選ぶのかは未知だ。


    　未知。未いまだ知らない。


    　シャーリーは生まれついてそれが我慢ならない性質だった。少なくとも、彼女自身はそう思っていた。だけど、思い返してみれば──自分は未知が我慢ならないのではなく、未知を既知とすることに、未知を体験することに喜びを感じていただけかもしれない。


    　赤あか神がみ楼ろう樹き。


    　彼は今、どうなっているだろう。……薄々、薄々だが覚悟はしている。勝利したことは疑いようのない事実だが、それは薄氷を踏むどころか何もない水面を歩こうとする蛮ばん勇ゆうにほかならない。恐らく、壊れているだけならいい方だろう。


    「ダスティは？」


    　自分を解放したＶＳＳバチカンシークレツトサービスの人間に尋ねると、その男はオスプレイに搭乗して教皇とともにこの場を脱出したことを教えてくれた。彼からすると、ローマ教皇がこの場にいること自体が信じ難い状況なので、早めに脱出してくれて助かったらしい。……確かにそうだ。


    〝虚無ホロウ〟の顔も見たかったが、彼の死体は既に処理されていた。


    　どうやら、ダスティたちとともに赤神楼樹も収容されたらしい。何かあったのだろう──と、覚悟を決める。


    《──シャーリー。聞こえる？》


    　混乱が落ち着いたせいか、シャテアからようやく無線が入った。


    「ええ、聞こえるわ。……シャテア、終わったのね？」


    《うん。七人の……ファーザーだっけ？　は、全滅した。ミサイルは完全に沈黙中。外で戦っていた奴らは、その……死んじゃった》


    　妙な言葉の濁りに、シャーリーが首を傾かしげる。


    「何かあったの？」


    《えっと……自殺しちゃったの。自分で自分の頭を撃ったり、お互いに銃を向け合ったらしいわ。訳分かんない。降伏すればよかったのに》


    「それほど〝クラブ〟トップのカリスマが絶対的だったってことでしょうね。もっとも捕まったら間違いなく、死ぬまで娑しや婆ばには出られなかったでしょうけど」


    《そうなの？》


    「この島にいた連中は、全員があらゆることを承知の上で仲間になっていたのよ。だから、私たちは万が一にでも彼らを世間に出すわけにはいかない。……たぶん、ラングレーそつちの地下刑務所に永えい劫ごうに幽閉されたでしょうしね。そう考えると、ここで死ぬというのは決して最悪の選択じゃなかったわ」


    《……罪を償つぐなえなかったの？》


    「償つぐなう大きさにも限度があるわ。……人を一人殺しただけなら、二人目は殺さないかもしれない。だけど、十人を殺した人間に十一人目を殺さないと信じられる根拠なんてない」


    《戦争じゃ、人をいっぱい殺して褒ほめられるのにね》


    「チャップリンみたいなことを言うわね。そうね、全くそれは──大いなる、世界の矛盾。たぶん、誰もが解決したいだろうけど当分解決策が見込めない案件よ」


    《……ま、いいか！　これでぜーんぶ解決！　ハッピーエンド！　……だよね？》


    　恐る恐る、という感じでシャテアが問い質ただす。やはり彼女も赤あか神がみ楼ろう樹きがどうなったかは知らないらしい。


    「……ごめん、それはまだ分からない。ただ、お互いに覚悟は決めておいた方がいいかもね」


    《そん、な……》


    　シャテアが涙ぐむ──心が痛む。だが、シャーリーもまた痛みを抱かかえている。


    　彼を失えば辛つらいのは、自分も同じだ。


    「楼樹がどこにいるかは、後で連絡するわ。私はちょっと、仲間のところに行ってくるから」


    《……うん、分かった。シャーリー？》


    「ええ」


    《色々と、ありがとう。おばさんって言って悪かったわね》


    　シャーリーはくすりと笑って、からかうように告げる。


    「いいえ、許しません。あとで罰ゲームよ。年取ったおばさんが可愛かわいい姪めいっ子を可愛がるみたく、鬱うつ陶とうしいまでに撫なでてあげるわ」


    　ひゃぁ、とシャテアが何とも可愛らしい悲鳴を上げた。


    　それからシャーリーは、無事に生き残った仲間たちの元へ向かった。


    　彼らは心底くたびれた、というように思い思いに地面に転がっていた。ちょっと離れた場所を見れば、スタッフの死体がまだ回収されずに転がっているが、それどころではないらしい。


    　無理もない。彼らはたった数人で数百人いたスタッフたちと戦い続け、必死に時間を稼いだのだ。シャーリーたちもまた激戦だったが、彼らもまた凄せい絶ぜつな戦いだったことは間違いない。


    　本当にギリギリ、あの老人たちの到着が五分遅ければ全滅していた、と嘆息混じりに告げた。


    「全く、凄すごい爺じいさんだ」


    　チトラカはそう言って、報告を締めくくった。八十を超えた老人がオスプレイの中からミサイルを狙そ撃げきし、彼らを救いに駆けつけてくれたのだ。凄い、というよりほかはない。


    　当の本人であるジャック・ベイカーはすることがないせいだろうか、壁にもたれて眠っているように見えた。


    「あとでお礼を言わなきゃね。アンタたちは大丈夫？」


    「この通り。軽傷と重傷の間ってとこだ。ま、死にはしねえよ。病院にはこのまま行くがな。それより、とにかく疲れた」


    　チトラカはふくらはぎが攣つった程度で怪け我がはない。病院に行かなくとも、自力回復が見込めるレベルだ。


    　バッドは右目と足首の負傷。どちらも命には別状ないものの、骨折しただけの足首はともかく、右目は早めに医者に診みせるべきだろう。


    　ボーパルバニーが一番の重傷だった。脇腹の貫通銃創やら、無数の掠かすり傷で血ち塗まみれだ。とはいえ、彼女も会話できる程度の余裕はあるらしい。


    「ロックは大丈夫なのかしら？」


    「生きてるぜ」


    　一斉に振り返る──包帯だらけのロックが、そこにいた。


    　シャーリーが駆け寄り、ロックを抱き締める。


    「死んだと思ってたわよ」


    「俺もそう思ったが、何しろ俺はタフだからな。……って畜生、痛ぇ！　痛み止め、痛み止めを頼む！」


    　慌ててここまで彼を連れてきたＶＳＳバチカンシークレツトサービスの人間が痛み止めを注射した。戦闘のテンションが切れたせいだろう。我慢していた痛みが一気に押し寄せたのだ。


    「怪け我がの方は──」


    「できれば早く病院に行った方がいいかと思います」


    　その言葉に、ロックはむすっと口を噤つぐむ。病院に行く、というのが己おのれの美意識にそぐわないらしい。シャーリーはいいからさっさと乗れ、と挨あい拶さつもそこそこに蹴けり飛ばした。


    「見舞いには来なくていいぞ！」


    　最後にそんな言葉を残して、ロックはそそくさと搬送されていった。


    「さて、と。それじゃ、私も事後処理を手伝うから──チトラカはふくらはぎの痛みが治まったら手伝ってちょうだい」


    「分かったよ」


    「おっと、その前に。ミスター・ベイカー……ミスター？」


    　シャーリーは壁にもたれかかって眠っているジャック・ベイカーを揺り起こした。しばらくして、彼女は気付いた。


    　ジャック・ベイカーは既に死んでいた。……外傷はない。戦闘が終わった直後に「寝る」と告げてこの壁にもたれかかったそうだから、死んだのはそのわずかな間に違いない。


    　たぶん、何もかもが終わって安心したのだ。


    「……ジャックは死んじまったか？」


    　様子に気付いたブルース・ミラーコートがシャーリーに尋ねた。彼女は申し訳なさそうに俯うつむき、体を震ふるわせる。それを見たブルースが肩を叩たたいた。


    「これでよかったのさ。これでな。見ろよ、このツラが無念を抱かかえて死んだ奴に見えるか？　最後の最後まで、この爺じいさんは戦って……そして勝ち逃げしたんだよ」


    　満足げに微ほほ笑えみ、微睡まどろむようなジャックにブルースはシーツを被かぶせた。


    「行け。老いぼれで止まってしまった俺たちは、ここでコイツを送り出す」


    　シャーリーが振り返ると、ジャックが死んだことに気付いたのだろう。老人たちが悼いたみ、悲しみ、そして微かすかに羨うらやんだ表情を浮かべてジャックの周囲に集まり始めた。


    《シャーリー、ちょっといい？》


    「何？」


    《非常時用に置いていった携帯が鳴ってるわ。ダスティからよ》


    「すぐ繫つないで」


    　通話が繫がった瞬間、通話口から轟音がした。恐らく、ダスティたちはオスプレイで飛行中なのだろう──とシャーリーは見当をつけた。


    「楼ろう樹きはどうなってる？」


    　自分の無事、ダスティの無事より先にまず彼女はそれを確認した。


    《命に別状はない。だが、意識不明だ》


    「……そう」


    《一旦チリの病院で治療を施ほどこした後、アメリカに移す予定だ》


    「分かった。私は事後処理諸もろ々もろを済ませてから行くことにする」


    《了解。病院の名前は追い追い知らせる》


    「ねえ、ダスティ。一つ教えて」


    《何だ？》


    「貴方あなたは医療には素人でも、戦う人間としては一流。だから聞いておきたいの。楼樹は、目覚めるかしら？」


    　[image: ]うずくような沈黙の後、ダスティはぽつりと呟つぶやいた。


    《俺は素人だ。だから、当てにならないと考えて聞いてくれ》


    「そのつもり」


    　ダスティはちらりと楼樹の顔を見た。全身は怪け我がを負ってない場所など存在しないほどにズタズタで、意識は不明。だが──そんなことはまるで問題ではない。


    　問題は、彼の顔だ。一目で理解した。あれは、死者だ。心臓が動き、脈拍がある。呼吸もしている。けれど、その顔には生気の欠片かけらもなかった。


    　燃え尽きた人間、陸に上がった魚、枯れ果てた古木……。


    《あいつは、燃え尽きた》


    「……分かったわ、ありがとう」


    　シャーリーは素っ気なく告げて、通話を切った。やるべきことは山ほどあるのに、どうしても体が動かなかった。覚悟は決めていたはずだが、これほど圧倒的な喪失感を抱くとは予想外だった。


    「ああ……」


    　顔を覆おおい、項うな垂だれる。


    　予感はあったのだ──赤あか神がみ楼ろう樹きは、アストライアとの戦いで燃え尽きようとしていたのだと。


    　同じ才能に恵まれた者同士が戦えば、必ず対つい消しよう滅めつが起きる。中国の故事における『矛盾』で考え得る結末だ。


    　矛ほこは砕け散り、盾たても砕け散る。


    　それが赤神楼樹の[image: ]たどった末路だった。そして、これ以降永遠に変わることはない。
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    　オスプレイには寝かされた赤神楼樹を囲み、ヴァレリオとダスティ、そしてあやなとグレタに加え、医療技術を持つＶＳＳバチカンシークレツトサービスの人間が、彼の状態をチェックしている。


    「全身ズタズタですが……心音はしっかりしています。呼吸も正常。一番大きい腹部の傷は、薄皮一枚で押さえ込まれていました。致命傷のようなものはありません」


    　という言葉に、あやなを除いた一同が安あん[image: ]どの息をつく。あやなはただ一人、祈るように彼の手を握り続けていた。


    「だったら、どうして昏こん倒とうしているんだ？」


    　誰かの言葉に、男は肩を竦すくめるしかない。


    　ダスティがヴァレリオ、そしてグレタと顔を見合わせる──二人とも、同じ考えに至ったのだと理解した。ヴァレリオの表情は精彩を欠き、グレタの目は涙に濡ぬれそぼっている。


    　赤神楼樹は壊れたのだ。


    　人でもケモノでもないケモノガリとして疾走はしり続けた彼は、壊れることでようやく立ち止まったのだから。


    　オスプレイが空軍基地に到着すると、すぐに赤神楼樹はチリの病院へと移送された。


    　チリの病院で傷口を縫合し、輸血を行い、レントゲンやＭＲＩで入念な検査を行った。目覚めるに足る全ての治療は施ほどこされた。


    　だが、赤神楼樹が目覚めることはなく──。


    



    



    　そうして、三か月が過ぎた。
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    　三か月がたっていた。


    　貴き島しまあやなは、いつものように赤あか神がみ楼ろう樹きを病室から屋上へと連れ出した。赤神楼樹を車椅子に乗せて、エレベーターで屋上へと向かう。


    　屋上には飛び降り防止のためだろう、警備員がいた。あやなはいつものように会釈を交わす。この一か月ですっかり馴な染じみとなった彼女に、警備員は少し悲しげに微ほほ笑えんだ。車椅子の人間が目覚めることはまずないと、看護師たちから聞いているのだろう。


    　あやなはその視線から逃げるように、車椅子を押していく。


    「いい風だねえ、楼樹くん」


    　赤神楼樹は沈黙している。目は見開かれているが、その瞳に生気はない。目を開いたのは、アメリカで治療中のことだった。脳の検査を行い、幾つかの治療法を試しているうちに、突然瞼まぶたが開いたのだ。けれど、周囲の希望はたちまち失望となって潰ついえることになった。


    　確かに、赤神楼樹は生きている──だが、存在しているだけ。受動的な瞬まばたき以外に、彼が生きていることを指し示す証拠はなかった。


    　アメリカの病院で一流の脳外科医が集まり、一か月の間彼を徹底的に分析した。


    　だが、結局できたことは目を開かせることだけ。それ以外は、全くの無反応。脳や臓器に一切の異常はなく、精神的な側面だろうという曖あい昧まいな結論だった。


    　その後、赤神楼樹はアメリカでの治療を終えて日本へと帰国した。既に死亡認定が行われていたが、様々な組織が秘密裏に動いたことでさしたる騒動も起きずに──赤神楼樹は貴島あやなとともに、故郷へと帰還した。


    　世間的に騒動にならなくとも故郷では当然ながら、一騒動が起きた。楼樹は死んだものとすっかり諦あきらめていた家族たちは仰天したし、世界を放浪していたあやなも両親にこっぴどく説教を受けかかるも、ＣＩＡとバチカンが上う手まく事情を説明してくれた。


    　赤神楼樹は記憶を喪失しバレルガニアという国で内戦に巻き込まれ、負傷した。たまたまそれを知った貴島あやなが、バレルガニアの大統領であるグレタの協力によって方々を捜し回り、発見した。


    　彼は大怪け我がを負う直前に国家機密を知ってしまい、政情が落ち着くまであやなとともにバレルガニアに滞在せざるを得なかった──。


    　強引、かつ荒こう唐とう無む稽けいな話ではあるが、何しろ当の本人であるグレタや外国の人間が通訳を通して[image: ]まくし立てると、信じざるを得なかったようだ。


    　──ともあれ、生きていたのはめでたいことだ。


    　家族はそう言って喜び合った。ただ一人、楼ろう樹きの姉だけは彼の明らかな変化を感じ取っていたらしい。楼樹の頭を撫なでて、悲しげに「……頑張ったみたいね」と呟つぶやいた。


    



    　状況が状況のために、治療費用に関してはバレルガニアが半永久的に受け持つことを保証した。赤あか神がみ楼樹は一週間のうち半分を病院で過ごし、残り半分を家で過ごしている。


    　無論、彼の意志ではない。赤神楼樹は一日中、懇こん々こんと眠り続け──たまに目を開く。だが、それだけだ。家族は懸命に介護を続け、あやなは学校に通う以外は全て赤神楼樹とともに過ごしていたが、彼の意識が戻ることはなかった。


    　それでも、家族が驚いたことに様々な人間が赤神楼樹を見舞いに訪れていた。貴き島しまあやなとともに、あの地獄を生き抜いた少女──深み山やま・パトリシア・葉は瑠るは当然としても、例えば北欧の小国バレルガニア、その大統領を務めるグレタ・クライン。日本でもその容姿と大統領という役職、それに就くまでのドラマティックな経緯が紹介されて（ややアイドル的に）注目を浴びていた少女だった。


    



    「……あやなさん。私、少しだけ二人きりにさせてもらってもいいかしら？」


    　グレタのおずおずとした提案に、あやなは笑顔を浮かべた。


    「うん、全然構わないよ。わたしはお医者様に用事があるし、席を外すね」


    「ありがとう」


    　あやなを見送り、グレタは病室のドアを開いた。


    　赤神楼樹はあの島で発見されたときと同じように、ただただ眠り続けている。


    「失礼します」


    　それでも、グレタはそう呟いてからあやなが普段使っていると思おぼしき丸椅子に腰掛けた。


    　髪は定期的にあやなが切っているらしく、右目の部分以外は綺き麗れいに[image: ]そろえられていた。


    「……少し痩やせたみたいね」


    　そう呟いて、彼女は手で髪を梳といた。さらさらと、細い髪が指からすり抜けていく。


    　少しだけ頰ほおを赤らめて、彼女は赤神楼樹の胸に耳を当てた。


    　とん、とん、とん、と正確なリズムを刻んでいる。一年前と変わらない音に、グレタは安あん[image: ]どした。そう、ファーレンヴァイダーの毒に侵されたときも、こうして眠り続けて──心臓は動いていた。


    　彼の心音を聞くだけで、あらゆる不安が洗い流されていったことをよく覚えている。


    　しばらくすると、グレタは身を起こした。赤神楼樹の手を握り、胸の高鳴りに喜びと悲しみを覚えながら、言葉を紡つむぎ始めた。


    「ロキ。私、貴方あなたのことが好き。私を助けてくれたときから、ずっとずっと大好き。たぶん、これから先も──好きでいる。貴方あなたの一番はきっと私じゃないけれど。それでもいいって、私は思うの」


    　深呼吸。


    「私は当分の間、日本を訪れる機会はない。これから祖母が犯した罪を償つぐなわなければいけないから。次に会うときは、貴方が目覚めて幸せであることを願う。貴方は殺した人数を数えて自分を責めるかもしれない。でも、きっと──貴方に救われた人間はそれ以上に多いはずだから」


    　少しだけ迷ってから、グレタは眠る楼ろう樹きへ三度、そっと唇を重ねた。一度目は感謝、二度目は愛情、三度目は離別のために。


    「永遠に、貴方を愛している。……さよなら、ロキ」


    　グレタは立ち上がると、戻ってきたあやなに別れを告げ、故国へと帰還した。


    



    　あやなが屋上の風を受けながら、楼樹に囁ささやく。


    「グレタさん、凄すごく頑張ってるみたい。短期間であれほど国が復興していくのは、凄いことだって国際連合か何かの偉い人が驚いてた」


    　彼女はお飾りであって、実質的な政務は他の人間がやっているのだろう──そんな批判も、彼女の精力的な活動の前にたちまち消えていった。


    「わたし、グレタさんから聞いて驚いちゃった。楼樹くんって、バレルガニアに銅像があるんだよ。バレルガニアが絶望に染まったとき、グレタ・クラインとともに立ち上がった名もなき若者の像──ふふ、見せてもらったんだよ。そっくりで驚いちゃった。でも、楼樹くんが起きたら頼むから壊してくれって言うかもね」


    　あやなには、厭いやそうな表情の楼樹が目に見えるようだった。


    「それから、おじさんとおばさんとお姉さんが一番驚いたのは……やっぱり、ヴァレリオさんが極秘でやってきたことだろうね」


    　赤あか神がみ家は別にカトリックでも何でもないが、それでもローマ教皇の顔くらいは知っている。ましてＳＰらしき人間をぞろぞろと引き連れて自己紹介されれば、驚くのは当然だ。


    「彼のために祈りたいのですが、お許し願えますか？」


    　赤神家の両親はひたすら圧倒されて頷うなずくだけの機械と化していた。


    　ヴァレリオは自らの父を殺あやめたあやなの隣に座り、楼樹のために祈ってから彼女に告げた。


    「……君にも礼を言わねばなるまいな」


    「礼……ですか？」


    　さすがにあやなも首を傾かしげた。どうあれ、あやなはヴァレリオの父親を殺害したのだ。


    　罪を弾だん劾がいされても、感謝されるというのは奇妙な考えだった。


    「おかしいかね？　だが、父は最後まで誰かを傷つけようとしていた。体ではない。彼の肉体は、最も早はやこの世の誰にも勝てるようなものではなかった。その代わり心を傷つけようとしていた。私とダスティ、それにあの場にいた誰であれ──彼を殺せば、罪に苦しんだろう。君だけが、父を殺すことができた唯一の人間だった」


    「……でも。貴方あなたのお父さんでした」


    「だが、罪深き人間だった」


    　ヴァレリオは寂しそうに笑い、首を振る。


    「どれほどに崇すう高こうな願いを抱いていたとしても、彼のしたことはあらゆる意味で絶対に許せないことだった。死の間際まで反省も後悔もなく、安らかに死ぬ──そんなことは、私が許したとしても彼の目的のために穢けがされた大勢の人間は、決して許しなどしなかっただろう」


    　確信的に人を殺害し、しかも罪を裁かれることなく生き続けていた。


    　彼に人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにされた者は、天文学的な数字となるだろう。なのに、反省しない。後悔しない。安らかな想いを抱いて死んでいく──それは、無造作に殺された人間たちにとってあまりに無念だったはずだ。


    「顔を見て理解できた。彼は罪を自覚することはできなかったが、味わわせた絶望に相応ふさわしい報いを受けたと。魂となった彼がどこに存在あるかは分からないが、できうるならば悔い改めてほしいものだ」


    　そうして、ヴァレリオは厳げん粛しゆくな態度で十字を切った。


    「彼が目覚めると、君は信じているのだね？」


    「はい。楼ろう樹きくんは必ず戻ってきます」


    　確信に満ちた言葉。ヴァレリオは内心の哀しみを表に出すことなく、貴き島しまあやなに微ほほ笑えみかけた。


    「私にできることは少ないが、せめて祈りを捧げよう。……どうか君の願いが叶かないますように」


    　ヴァレリオもダスティとともに、楼樹の病室から立ち去った。


    



    　……ヴァレリオ・ロベルティ。ローマ教皇エイレナイオスⅠ世として、彼は精力的に活動を続けている。〝クラブ〟が残した爪つめ痕あとを、できるだけ埋めようと世界中を飛び回っていた。


    　バチカン内部の保守派と革新派、そして科学の発展と宗教の衰退、その他様々な困難があったものの、彼は三十二年三か月という歴代最長の期間を教皇として勤め上げた。


    　死ぬ寸前まで世界を飛び回り、特に戦争の災さい厄やくに巻き込まれた子供たちの救済に心を砕いたという。


    　最期の言葉は『罪を抱かかえて、私は行こう』だった。周囲の人間はそれを、人間の原罪に対するものだと考えていたが、わずかな人間はそれが何を指し示しているのかを理解していた。


    　ダスティ・ガープリングはその後二十年にわたってバチカンシークレットサービスのトップとして、教皇を護まもり続けた。プライベートでも親しかった教皇と彼の交流は、幾つかの映像記録に残っている。


    　彼が四十六歳のとき、教皇を巻き込む爆破テロに遭遇。教皇を庇かばった際に足を負傷した彼は、警護からは引退した。その後はバチカンで多くの後進を育成し、聖職者を巻き込む犯罪から彼らを護まもり続けた。


    



    「ええと、それから……シャーリーさんにシャテアさん。楼ろう樹きくん、モテモテだね」


    　シャーリー・ワードワーズが楼樹たちの病室を訪問したのは、つい先日のことだった。あやなはシャーリーの状態に驚いた。あやながシャーリーと初めて出会ったのは、チリの病院で楼樹を治療中のときだ。


    　そのときとは、明らかに腹部の様子が異なっていた。……どうやら妊娠しているらしい。


    　とはいえ、あやなには人のプライベートに土足で踏み込むような無礼さはない。彼女はそのお腹なかについて尋ねるのを止やめた。


    「ようやく落ち着いたから、貴女あなたにも知らせておこうと思って。その前に、この子を紹介するわ。例の一件のときは、ずっとＣＩＡラングレーにいたから、会うのは初めてね」


    　自己紹介をするよう促されたシャテアだが、ぶぅとふて腐れてあやなからそっぽを向いている。可愛かわいらしい子だが、どうやら嫌われてしまっているらしい──と、あやなは落ち込んだ。


    　その様子を見て、シャーリーが笑う。


    「ああ、妬やいているのよ。この子は楼樹に首ったけだから」


    「そうなんですか」


    　あやなは少し驚いたものの、経緯を軽く聞いてそれも当然かと納得する。彼女にとってみれば、楼樹は白馬の王子様のようなものだ。すると、自分は人魚姫が惚ほれていた王子様を横からかっさらったお姫様、ということになるのだろうか──と、あやなは何となく考えて、無性に可お笑かしくなった。


    「ロウキはいつ目覚めるのかな？」


    「どうかしらね……」


    　シャテアの無邪気な問い掛けに、シャーリーは少しだけ沈んだ様子で、ちらりとあやなを見る。シャーリーはあやなほどに赤あか神がみ楼樹を知ってはいない。だが、一年の旅でケモノガリという存在は理解している。


    　彼が目覚める可能性は低い──限りなくゼロに近い。殺人の才能を持つ人間が、その才能を磨いて磨いて、それでも足りずに不要なものを一切捨ててようやく戦いを終わらせたのだ。


    　代償は彼の記憶、本能、生きるために必要なものほとんど全て。


    「大丈夫。楼樹くんは、そのうち欠伸あくびしながら起きてくるよ」


    「……そっか！　じゃあ、その日が来たら教えてね！　教えなかったら、ハッキングであなたの人生滅め茶ちや苦く茶ちやにしてあげるんだから！」


    　シャテアの頭を、シャーリーがぽかりと叩たたく。


    「そーゆー悪事に貴女あなたの腕は使わないの」


    「あはは。大丈夫、ちゃんと教えるから。ええっと、メールアドレス交換してもいいかな？」


    「うん！」


    　あやなはふんわりとした表情でシャテアに微ほほ笑えみかけた。シャテアは面食らったように、その顔を見つめて──なるほどと納得した。


    　朝の太陽のように輝かしいものではなく、闇夜の月のようにぼんやりしたものでもない。強しいて言うならば、夕方に差し込む橙だいだい色の光を思わせるような温あたたかで切ない笑みだった。


    　彼女がいるならば……いつか、赤あか神がみ楼ろう樹きが目を覚ますこともあるのではないだろうか。


    　あやなとシャテアが仲良くなった頃を見計らって、シャーリーは念のために開いていた病室の窓を閉めると、伝えなくてはならない『それからのこと』を語り始めた。


    「それじゃあ、まず〝クラブ〟について。リストにあった会員及び準会員はいずれも死亡。スタッフの生存者は、全て逮捕済み。今は各国に派遣されていたスタッフの捜索に当たっているわ。元々が傭兵だったり、軍人だったりで少し苦労しているけど、まあ何とかなるでしょう。もっとも、彼らが牙きばを剝むく可能性はほとんどないと考えていいわね。問題は──」


    「〝娯楽提供者エンターテイナー〟……ですね」


    　あやなの言葉に、シャーリーが頷うなずいた。


    〝娯楽提供者〟──あやなもその恐ろしさはよく理解している。人であることを止やめてしまった人ならざる道化にして童話の怪物たち。


    　スタッフは突き詰めればただの人間であり、脅威にはなり得ない。だが、〝娯楽提供者〟は違う。彼らはサーカス団に飼われている猛獣のようなものであり──適切な管理がなければ、暴走する可能性は大いに有り得る。


    「リストがないから、とにかく生き残ったスタッフには深層意識下に潜ってまで尋問を行ったのだけどね。彼らですら存在を知らない娯楽提供者がいないとも限らない。いえ、正直その可能性は限りなく高いと私は見てる」


    「当面はそいつらとの戦いだよねー」


    　シャテアの言葉に、シャーリーが頷いた。


    「……分かりました。わたしにできることはあまりないですけど、変な人には注意するようにします」


    　あやなの言葉にシャーリーが笑った。


    「そうね。大抵の娯楽提供者は一目で分かるタイプだし。そうそう、このシャテアが全世界のネットワークをクローリングして確認してくれたわ。〝クラブ〟が残した動画を所有している人間は、少なくともネットワークに繫つないでいるＰＣには皆無。このご時世、スタンドアローンのＰＣなんて早々存在しないから、まず大丈夫でしょう。もちろん、アンダーグラウンドサイトの監視は欠かさず行われるようにするわ」


    　殺人映画スナツフフィルムは〝クラブ〟が世界に残した疵きず痕あとの一つだ。現在、どんなグロテスクな動画ファイルも、たちまち流出してしまう。だがシャテアはあらゆるアンダーグラウンドサイトのハッキングに成功しており、いざとなれば一瞬でサイトごと〝爆発〟するように設定していた。


    「……本来。人類の愚行は記録に残し、裁かれなければならない。でも、〝クラブ〟はあまりに人類に与える悪影響が強すぎる。それ故ゆえに、完全に消し去る方を取ったわ。人を狩る会員制のクラブなんてものは、この世に存在しなかった。行方不明者は行方不明者のまま。事故は事故のまま。欺ぎ瞞まんだとは思うけど、それでいいと私は思う」


    　あやなは頷うなずいた。決してシャーリーの意見に賛同するわけではない。だが──自分のように、ただ巻き込まれただけの人間が口を出すものではない。


    　シャーリーやヴァレリオのような明めい晰せきな人間がそう判断したならば、そうなのだろう。あやなも彼らを弾だん劾がいするつもりはない。弾劾するというのは、人間が人間に対して行うもの。彼らは人間ではなく、人の皮を被かぶったケモノだった。何事もなく消えるというのは、彼らが世界に対して残した悪に対する、一番の対処法かもしれない。


    「こんなところかしら。……一応、ＣＩＡ支部の人員を駐ちゆう屯とんさせておくから何か周囲で異変があったら連絡してちょうだい」


    　シャーリーが連絡先と呼びかける際の暗号を記した名刺を渡した。ありがとうございます、とあやなは深々と頭を下げて受け取った。


    



    　シャテアと打ち解けたあやなが遊ぶのを見ながら、シャーリーは眠る楼ろう樹きの頭を撫なでた。


    　ふと思い出したように、あやなに告げる。


    「楼樹はいつも、貴女あなたのことを考えていたみたいね」


    　その言葉を聞いて、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。


    「わたしも、いつも楼樹くんのことを考えていました。考えない日が一日だってないくらい」


    「相そう思し相そう愛あいね。中国の故事でいうところの、比ひ翼よくの鳥のよう」


    「ひよくのとり？　ねえねえシャーリー、何よソレ」


    　シャテアがシャーリーの袖そでを引っ張り問いかける。


    「比翼の鳥は、どちらも片方の翼しか持っていない伝説の鳥よ。雄と雌の番つがいは、[image: ]そろうことで空を飛べる。でも、どちらかが欠けるともう一羽も失しつ墜ついするしかない。赤あか神がみ楼樹はあの危険な才能を持ちながら、最後の最後まで殺人に酔いしれることも、ケモノになることもなかった。それはたぶん、貴女という片翼がいてくれたから」


    　その言葉に、あやなは困ったように微ほほ笑えんだ。


    　シャーリーは思う。なるほど、赤神楼樹が幾度となくあった誘惑を退しりぞけられたわけだ。


    　彼は状況しだいでは、〝クラブ〟に与くみするようになっても仕方がなかった。何な故ぜなら、彼はケモノだけではなく、人間も殺していたからだ。


    　ケモノに与くみする兵士、スタッフ、ボディガード……。名もなき、そして任務に携たずさわっていた彼らを殺すことは、相当な負担だったに違いない。


    　だから、彼らを悼いたみ──その数を数え続けていた。赤あか神がみ楼ろう樹きはその時点で、別の道を選んでもおかしくはなかった。その方が遥はるかに楽だからだ。己おのれを悪に貶おとしめてしまえば、殺人に悩まずに済む。人を一人斬ざん殺さつするたびに痛む心に耐えなくとも済むのだから。


    　赤神楼樹は人を殺し、そして悪に染まらなかった。


    　怪物になろうと思えばなれたはずなのに、心根は朴ぼく訥とつな少年のままであり続けた。


    　──全てを捨てたときですらも、ケモノではなく眠り続けることを選んだ。


    　生と死を突きつけられたとき、誰かのために死を選ぶ。赤神楼樹にしてみれば、その誰かは貴き島しまあやなだったのだろう。


    　そして貴島あやなもまた、彼を置き去りにするような少女ではなかった。


    　赤神楼樹が命を捧げたならば、貴島あやなは人生を捧げようとしている。


    　それはグレタにも、シャーリーにも、シャテアにも、そしてセシリアにもできない決断だ。


    　美しくはない。己の人生を捨てるというのは、もしかすると軽けい[image: ]べつに足る判断かもしれない。


    　だが、貴島あやなにとってはそうでなければならないのだ。


    　もし彼女が己の人生を歩むときが来るとすれば……それは赤神楼樹が赤神楼樹として蘇よみがえったときだろう。


    「それじゃあ、シャテア。そろそろ帰りましょうか」


    　シャーリーの言葉にシャテアはまたも膨ふくれっ面を浮かべた。


    「えー？」


    「もうそろそろ夕食でしょう。貴女あなた、本場のお寿司食べたいって言ってたじゃない」


    「あ、そんな時間か。よーし、行こうシャーリー！　アボカド食べたい！」


    「アボカドより大トロよ、大トロ。それじゃあ、あやな。……楼樹のことを頼むわね」


    「はい！」


    　あやなの快活な返事を背に受けて、二人は病院から退散した。


    



    　車を走らせるシャーリーの腹部を、助手席のシャテアがチラチラと見ている。何やら好奇心を満載したその表情に、彼女が何を尋ねたいかは見当がついていた。


    「ねえねえシャーリー。一つ聞いてもいい？」


    「父親のことならノーコメントを通させてもらうわよ、何？」


    　先手を打たれたシャテアは、膨れっ面でそっぽを向いた。


    「ならいいわ。別にシャーリーが誰とくっつこうと、関係ないし！」


    　──あらあら。くっつく男しだいでは大いに関係があるんじゃないかしら。


    　そう応じたくなったのを、シャーリーは堪こらえた。……父親が誰かを世間に明かす日は、まず永遠に来まい。そもそもシャテアが激怒しそうである。


    「じゃあさ、名前は考えてあるの？」


    「名前、か……もしよかったら、シャテアがつけてくれるかしら」


    「いいの!?」


    「ヘンな名前は却下するわよ」


    「分かった！　一生懸命考えるね！　ええと……男なら、コナンとかユージンとか」


    「いいわね」


    「ルーファスとか、うーん……それに、それに……そう、シャノンとかどうかしら」


    「シャノン・ワードワーズ？」


    「そ。どう？」


    「……そうね。男だったらそれに決めちゃいましょう。シャノン・ワードワーズ。いい名前」


    「どんな子になるかしら」


    「さてね──まあ、たぶんだけど」


    　シャーリーは腹部を撫なでて、楽しそうに呟つぶやいた。


    「とんでもない子供になると思うわよ？」


    　何しろ父親が父親なのだ。どんな子供になったとしても、驚くことはない。


    「シャーリーが仕事で忙しいときは、わたしに任せてね！」


    「……ヘンなコトを教えちゃダメよ？」


    　シャーリーの言葉も上の空で、シャテアは簡単なハッキングや機械の分解をどうやって伝えるべきか、頭を悩ませ始めた──。


    



    　他にも世界中からたくさんの人間が見舞いに訪れ、あるいは贈り物を届けてくれた。赤あか神がみ楼ろう樹きに救われ、しかしその名を口に出すことができない者。


    　ケモノに狩られる運命を塗り替えられ、生きる権利を取り戻した者たちだ。恒久的な平和など幻想だ。世界のどこかで、常に惨むごたらしい争いが繰り広げられている。


    　けれど少なくとも、〝クラブ〟という悪質な病原体は完全に根絶された。それだけで、淀よどんだ空気がわずかでも清らかになったような気さえする。


    　幸福な結末、といえるのかもしれない。


    　それでも……赤神楼樹は未いまだ、目覚めず。


    　あやなは両腕を首に回して彼の耳元で囁ささやいた。


    「わたしはずっと、楼樹くんの傍そばにいるから」


    　爽さわやかで少しだけ肌寒い風が吹く。抜けるような青空の下で、貴き島しまあやなは涙を流した。


    　赤神楼樹が目覚めぬ絶望ではなく、ただ単純に彼と言葉を交わせないことが胸を締めつけるほどに寂しかったからだ。


    



    　沈んでいた。


    　ごぼごぼと、空気が泡になっては浮かんで消えていく。


    　苦しい、と僕は足あ搔がく。だが、周囲の水はコールタールみたいに粘着質で全身に絡みついている。おまけに、そもそもどこに進めばいいのかも分からない。


    　沈むのは厭いやだが、浮上すればいいのだろうか。浮上といっても、どこを目指せばいいのだろうか。周囲を見回しても、目に映るのはただ黒、黒、黒。


    　更さらに、僕の足首を何かが握り締めていた。ずるずる、ずるずると僕を深海へ引き[image: ]ずり込んでいく。


    　苦しいので足搔く。だが、その水かきはいかにも頼りない。僕には抵抗するための力がない。


    　このまま永遠に苦しみ続けるのだろうか。


    　……みっともない話かもしれないが、僕はそれがたまらなく厭だった。罪を犯したらしき僕には、似合いの地獄だなどと皮肉で済ませることもできない。


    　戻りたかった。


    　楽しい世界に、彼女のいる世界に心底戻りたいと願った。他はもう、忘れてしまった。親の顔も、友の顔も、何もかも忘れてしまった。


    　覚えていることは名前を忘れた──とても、とても大切な少女がいることと。


    　──僕が、罪深い人殺しだということだけ。


    　ならば、この拷ごう問もんは贖しよく罪ざいなのだろうか。


    



    〝いいや、違うさ〟


    　水底から声がする。僕の声のような気もするし、誰か別の声のような気もした。


    　迷った末に、僕はどうせならと引き[image: ]り込まれるままに任せた。呼吸できぬ苦しみを存分に味わいながら、暗黒の泥を[image: ]はいずり回っていく。


    



    　世界は圧縮されていて。


    　記憶は単純な構造。


    　見覚えのない、様々な人間とすれ違う。


    　快活そうな少年、トマホークを持った狩人ハンター、偉そうな将軍、白銀の髪を持つ儚はかなげな少女、車椅子の老婆、不敵な笑みを浮かべる女、瞼まぶたを閉じて神に祈る少女、武士のように寡か黙もくな男、快活でよく笑う少女──そして、穏やかな知的さに満ちた目を持つ猟犬。


    　大切な人たちだった。


    　善であれ、悪であれ、忘れてはならないはずの人たちだった。


    　なのに思い出せるのは、彼女の微ほほ笑えみと……アストライアと殺し合ったことだけ。


    　ああ、僕はどうしようもなく滅びている。


    　生物としては故障していて役立たず。


    　僕は一体、何をしたのだろう。


    



    〝人を殺したんだ〟


    　声は近い。僕は目を見開く──[image: ]はいずった先に、その男がいた。無気力を表わすかのように、足を投げ出して座り込んでいる。奇妙なことに彼には顔がなかった。


    　無む貌ぼうの男は、僕に顔を向けているのが分かる。だけど、表情は分からない。


    　笑っているのか、怒っているのか、哀しみ悼いたんでいるのか。


    「……僕は……何を……したって……？」


    　息を切らせながら、問い質ただす。


    〝お前は人を殺したのさ。どうしようもないほどたくさん、たくさん人を殺し続けた。殺すために、お前は全てを捨てた。人間らしい感情、人間らしい記憶、本能すらも捨てて──勝つために、全てを滅ぼすために〟


    「……違う、噓うそだ」


    〝噓じゃないさ。お前は愛のために全てを殺した〟


    　無貌の男は笑っているようにも思える。僕は彼の言葉を信じていないのか、それとも薄々真実だと気付いた上で信じたくないだけなのか、分からない。


    「それで、僕はここにいるのか？」


    〝そうだ。お前は殺戮機械ケモノガリとして完成する寸前に、何もかもを放り捨てた。だから僕はここにいるしかなくて、お前もここに留とどまるしかない〟


    「……すると、お前が」


    　無貌の男の顔が浮かび上がる──ああ、予想通りだった。


    〝僕がケモノガリだよ、赤あか神がみ楼ろう樹き。君は何にもなれず、なろうともせず……ここで朽くち果てていくのが定めなのさ〟


    　彼の顔は僕で、僕の顔が彼だった。


    「僕はどうして、君になれなかったんだろう」


    〝君は最後の最後で、自分の記憶、感情、本能よりも大切なものを選んだからだ〟


    「……彼女か？」


    　ケモノガリが頷うなずいた。彼は僕の顔で、嬉うれしそうに言う。


    〝そう。僕は彼女が……一般的な感情で言えば、好きだった。世界を敵に回してもよくて、自身が枯れ果てることを受け入れるくらいに。本当に本当に、大好きだった〟


    　僕は寂しそうに呟つぶやく。


    「それでも。僕は彼女と一緒にいたいと思う」


    　掠かすれた思い出がある。


    　朧おぼろ気げにしか見えない記憶がある。


    　分かることはただ一つ。どんな過酷な状況でも、彼女がこの世界に存在するというその事実だけで、僕は立ち上がって戦うことができた。


    　どうしてここまで、僕たちは彼女を好きだったのだろう。


    〝子供の頃からの付き合いだから、とか？〟


    「違う。そんな簡単なことじゃない」


    〝顔が好みだったから？〟


    「違う……とは言わないけど、それだけで死地を潜くぐったりできるものか」


    〝いつも傍そばにいて、励ましてくれたからか？〟


    「……そんなありきたりの、ことかな」


    〝だったら、僕にも分からないよ。どうして僕たちは、彼女を好きだったんだろう〟


    　分からない。


    　それが分かれば、僕の胸に巣食った靄もやのようなものは消えてなくなるのだろうか。


    　納得ができて、理解して、寂しがることもなくなるのだろうか。


    〝彼女は今も、僕たちの傍にいてくれる〟


    　ケモノガリがそう言って、浮かび上がった映画のスクリーンを指差した。


    　目に映るのは、色鮮やかな現実世界。僕は車椅子に座っている。僕はぼんやりと虚うつろな眼まな差ざしで、指一本動かすことができなくて。


    　なのに、僕の背後で彼女が楽しそうに囁ささやいている。


    　今日はこんなことがあった、あんなことがあった。ありきたりで微ほほ笑えましいだけの出来事を──大おお袈げ裟さに、愉快そうに僕に語っている。


    　僕の返答はない。


    　僕は彼女に何もできない。


    　なのに、彼女は楽しそうだった。ほんの少しの寂しさも滲にじませなかった。


    　だからこそ、余計に悲しい。胸が搔かき毟むしられる。


    　行きたかった、あの場所に行きたかった。彼女の言葉に頷うなずき、手を握ってあげたかった。


    　だけど！


    　それは、無理な願いだった。現実世界の僕は何かのスイッチが切れていて、動くことも意志を伝えることもできない。


    　こんなに傍にいるのに。もう誰も邪魔はしないのに。


    　僕の手は、彼女に届かなかった。


    〝……いっそ、彼女を嫌いになれればいいんだろうな。そうすれば、彼女の記憶を全て捨てることを代償にあっち側へ戻ることができるかもしれない〟


    　心臓は動いている。脳に支障はない。捨てたものはたくさんあるけれど、こうして語り得るだけの知性はある。


    「かもしれない。でも──」


    　それは絶対に無理だった。彼女のことを忘れるというのは、僕にとって絶望だった。


    　……現状でも、充分に絶望的ではあるのだけど。彼女の記憶をなくして、生涯を欠落した気分のまま過ごすなど、あまりに恐ろしいことだった。


    〝どうすればいいんだろう〟


    　途方に暮れたようなケモノガリぼくの言葉。


    　……ああ、僕には分かっている。分かってしまっているのだ。彼女を失いたくない、己じぶんも失いたくない。


    　でも、一つだけ抜け道がある。


    　狭苦しくて、行き着く先が本当に出口かどうかも分からないけれど、足踏みしているよりは遥はるかに有用だろう。


    　だけど。


    　僕はその抜け道を行く資格がない、そう思うのだ。


    〝おい。ちょっと見てくれ……見ろ、見ろ！〟


    　その言葉にスクリーンを見る──僕とケモノガリぼくが恐怖に凍りつく。


    



    　僕の目の前に、白衣の女性がいる。看護師のように見える──だが、理わ解かる。両手にはメス。周囲には血と臓物と死体。


    　そんなはずはない、有り得ない……と絶叫する。けれど、確かにそれは現実から乖かい離りした怪物であり、常識から遊離したケダモノだった。


    



    〝娯楽提供者エンターテイナー〟


    



    　ケモノガリがそう呟つぶやく。彼らはそう呼称されていたという。


    　ケモノたちの補助を務め、彼らを愉たのしませるために芸術的殺さつ戮りくを追求する異常集団だった、という。


    　それが。


    　よりによって、廃人と化した僕と彼女の前に──立ちはだかっていた。
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    　外出許可を貰もらって、貴き島しまあやなは楼ろう樹きを連れて病院から抜け出した。雑居ビル、牛丼や鮨すしのチェーン店やパチンコの安っぽい看板、不潔ではないが、ただただ雑然とした通り。観光客が目を引くようなものは皆無の、ありきたりな町並みだった。


    　けれど、同時にこの町並みこそがあやなと楼樹が過ごした場所だった。


    　たくさんの思い出があった。手を繫つないで一緒に観に行った古い映画館、週末の昼にだけ許されたファーストフード、ただ一緒にいる……それだけで、心がくすぐられるような幸せがあった頃。


    　もしかすると、この空気に浸るだけで赤あか神がみ楼樹が自分を取り戻すかもしれない。


    　医者はそんな風に期待しているらしい。


    　あやなはそれについては、たぶん無理だろうと思う。


    　赤神楼樹はいつか帰還する。それは奇妙なほどの確信がある。他人には、どうしても説明できない──自分自身、単なる願望ではないかと心のどこかで疑っている。


    　でも、確信してしまっているのだ。


    　だから決して諦あきらめないし、心も折れない。そもそも、折れるというのがあやなにとっては分からなかった。二＋二がいついかなるときでも四であるように──諦めるという選択肢が、最初から彼女には欠落していた。


    



    　──きっとあやなは、醒さめない愛に満たされているのね。


    



    　見舞いにやってきた深み山やま葉は瑠るは、どこか羨うらやましそうにそう呟つぶやいた。彼女はかつて、恋をしていた。けれど、その恋は相手の死という全く無惨な形で終わりを告げた。


    　それでも、彼女は立ち直った。まだ恋はしていないが、少なくとも死別した相手のことを思い出しても、涙を流さない程度には感情を整理できていた。


    　忘れたわけではない。


    　ただ、思い出として心の大切な場所にしまい込んだだけ。


    



    　──あのとき、確かに私は矢や崎ざき君が好きだった。大好きだった。それだけを覚えていれば、充分なの。この先、どんな人と付き合って……あるいは結婚したとしても。ずっと彼のことは心に残っている。


    



    　その記憶は時に深山葉瑠を苛さいなみ、痛めつけるだろう。


    　クラスメイトたちが無惨に殺され、自分もまた殺されかけたのだ。日本に帰国してから三か月間、ありとあらゆるモノに彼女は死ぬほど怯おびえ続けた。


    　それでもあの惨劇を忘れないと誓った。それが生き残った者の義務であり、誇りだった。


    　そして信じた。


    



    　──そう。赤あか神がみくんは、やってのけたのね。皆の仇かたきをとって、復ふく讐しゆうを果たして戻ってきた。信じられない、と人は言うでしょうけど。私たちは信じるしかないわ。あの廃はい墟きよを駆け抜けた赤神くんなら、何とかするって。


    



    　深み山やま葉は瑠るは微ほほ笑えみ、呟つぶやく。


    



    　──毎日、夜眠るときに思ってた。世界のどこかで、私が好きだった人たちと私を好きでいてくれた人たちを笑いながら殺した連中もこうして眠るんだろうって。それはとても恐ろしいことで、絶対に許せないことだった。でも、もうそうじゃない。あいつらは、きちんと罰を受けた。世界中で気付いている人は少ないだろうけど、私たちは知っている。この世界で、安らかに眠れる人たちが増えたんだって。


    



    　だから、ありがとう……そう赤神くんに伝えてね、と去り際に深山は言った。


    　醒さめない愛、と彼女は言う。


    　あやなにはそれがよく分からない。言うまでもなく、あやなは赤神楼ろう樹きが好きだ。


    　けれど、これは愛なのだろうか。夫が妻に、妻が夫に、あるいは恋人同士がお互いに与える愛、と言えるのだろうか。


    　貴き島しまあやなには、自信がない。


    　様々な物語に描かれるヒロインのような情熱が、己おのれには見当たらない。ただただ必死になって、先を行く赤神楼樹に遅れないようについていっただけで。自分と楼樹の関係は、幼稚園の頃から変わっていないのでは──。


    「謝恩セール開催してまーす！」


    　物思いに耽ふけっていたせいか、唐突な呼び掛けにあやなは跳び上がった。振り向けば、ピエロが子供たちに風船を配っているところだった。


    　地元ではかなり根強い人気を誇っている百貨店だ。セールも半ばを過ぎたせいか、人出はそれほど多くはない。呼び込みに熱が入っているのもそのためだろう。


    「……楼樹くん？」


    　ほんの少し、赤神楼樹の指が動いたように感じた。……取り立てて買いたいものがあるわけではない。だが、このあと差し迫った用事があるわけでもない。楼樹を赤神家に連れていくだけだ。


    　行ってみよう、とあやなは何となくそちらを選択した。


    



    　それを確認した〝彼女〟は絶対に気取られぬよう、距離を取りつつ歩き始めた。
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      ラングレー　ＣＩＡ本部

    


    　シャーリー・ワードワーズは渡されたリストを見て、首を傾かしげた。まだ産休を取る時期ではないとはいえ、休日に突然呼び出されるほど忙しいわけではないはずだ。とはいえ、あのボーパルバニーたっての依頼ともなれば、そうもいかない。


    「お待たせ。どうしたの？」


    　出勤してきたシャーリーに、ボーパルバニーは「悪いわね」と謝罪しつつ、机に段ボール箱を置いた。


    「何これ？」


    「例の島で発見された資料の一つ。シャーリーにとって興味深そうな代物があったの」


    「ふぅん……」


    　ボーパルバニーは段ボールの中から、分厚いカタログの類たぐいを取り出した。


    「見てほしいのはこれなんだけど──」


    　ぺらりと[image: ]めくった瞬間、シャーリーの顔が嫌悪に歪ゆがんだ。見知った顔の人間がポーズを取って立っていた。


    「ノーベル……」


    　ずんぐりとした体型に角の生えた兜かぶとに鎧よろい。そして爆薬式の巨大クロスボウ。まさしく、あの〝娯楽提供者エンターテイナー〟──ノーベルだ。


    　彼の経歴、戦闘能力、殺害方法などが写真付きで記され……他に、金額が書かれている。どうやら、このノーベルを雇うには、一回につき十万ドルが必要らしい。


    「〝娯楽提供者エンターテイナー〟の商品カタログか。悪趣味ねぇ」


    　ぱらぱらと[image: ]ってから、シャーリーがボーパルバニーに尋ねた。


    「それでこれが何なの？」


    「ええ。会員に関しては、ロウキ君から預かったリストと照らし合わせて確認できたのだけど、〝娯楽提供者エンターテイナー〟に関しては難しいの。だから分かる範囲で、死亡しているかどうかの確認を取りたいんだけど──」


    「オーケー。そういうことなら楽よ。私が同行する前に楼ろう樹きが倒した娯楽提供者も教えてもらっているし」


    「ええ……」


    　ボーパルバニーがちらりとシャーリーの腹を見た。その視線に気付いたシャーリーがクスリと笑う。


    「父親が気になる？」


    「そりゃね。でも、大体の予測はできるわよ。……どうやったかに興味があるけど、何だか犯罪めいた香りがするし、深くは踏み込まないわ」


    「ありがたいわね」


    　カタログを[image: ]めくりつつ、彼女は別に作成された名簿に一つ一つ印をつけていく。


    　ノーベル──死亡。ニコラ・テスラ──死亡。ウィドウ──死亡。ロビン・フッド──死亡。ハリウッドスター──死亡。ファーレンヴァイダー──死亡。フルメタルイーグル──引退済。


    　死亡、死亡、死亡、と見知らぬ顔、あるいは自分を殺そうとした顔を思い出しながらチェックをつけていく。


    　こうして改めて確認すると、〝娯楽提供者〟も随ずい分ぶんとこの世から消えていた。大部分は、赤あか神がみ楼ろう樹きによって滅ぼされている。


    　……まあ、精神を完全に破は綻たんさせた連中がほとんどなので逃亡しているとしても、いずれは発見されるような存在であるが。


    「あら。……彼女は見覚えないわね」


    　ページを[image: ]る手が止まった。その〝娯楽提供者〟は、看護師の服装をしていた。加入年月は、カタログの中でも一番新しい。美人ではあるが、爛らん々らんとした目の輝きがその一切を台無しにしている。


    　経歴を読み進める。


    　彼女のステージネームは〝ナイチンゲール・リッパー〟。元々は某国の軍に所属しており、医療班として負傷した兵士たちの治療に当たっていた。医療免許を持ってはいなかったものの、彼女は責任感が強く、技術は一流だった。


    　しかし、内戦は激しく──日々、負傷する兵士たちは増えていき、徐々に彼女の精神も摩耗していった。


    　そうしてある日突然、彼女は壊れた。ただし、彼女は患者には怒りをぶつけなかった──彼女が怒りをぶつけたのは、休みたいのに休ませてくれない患者を作る側である。


    　彼女は単身で敵陣へと乗り込み、立て籠こもっていた反政府軍の指導者と部下たちを皆殺しにした。指導者はおおよそ五回殺されていた──瀕ひん死しにすると治療を施ほどこし、一旦落ち着くとまた瀕死に追いやる、それを何度も何度も繰り返したのだ。


    　殺人という行為は究極の禁忌タブーであり、大抵の人間は己おのれを厳しく律している。


    　しかし一度でもたがが外れると、加速するタイプの人間がいる。彼女もまたその一人だった。


    　内戦が終わっても殺さつ戮りくを続ける彼女は、たちまちのうちに逮捕されて刑務所へと送り込まれた。


    　そしてこの後、彼女は〝クラブ〟からスカウトされた。しかし加入したばかりのせいか、あるいは実力不足だったのか、彼女が会員の誰かに雇われた記録はない──。


    「……？」


    　喉のど元もとに奇妙な異物感。何か、見み逃のがしている気がする。シャーリーは分析官に依頼して、〝ナイチンゲール・リッパー〟のデータがサーバーに残っていないかを調べた。


    　幸い、あの凄せい絶ぜつな銃撃戦の中でもほとんどのサーバーは破損されずに残っていた。分析官が幾つかの検索を組み合わせて取得したデータを転送──シャーリーは丹念に、それを追った。


    　そして、顔色を変える。


    「シャーリー？」


    「あの島で出た死体の名簿、すぐにコイツと照合して！　それから、ＶＳＳバチカンシークレツトサービスとバレルガニア義勇軍に連絡して、目撃者も探してちょうだい！」


    　渡航記録やパスポートなど、幾つかのデータを参考にすると、この〝ナイチンゲール・リッパー〟は確実にあの島に存在したはずの娯楽提供者だ。


    　なのに、記憶にない。赤あか神がみ楼ろう樹きがあの島で倒したのかもしれない──しかし、彼女は目立つ。とても目立つ。戦えば必ず誰かの記憶に残っているはずだし、棺ひつぎに入った彼女を誰かが見ているだろう。変わった人間がいれば、必ず報告があったはずだ。


    　可能性は二つ。


    　一つ目、あの島には元々彼女がいなかった。記録の上でそう見えるだけで、実際には別の場所にいた。二つ目、彼女はあの島にいて──今も生きている。


    　七時間後。シャーリーたちは監視カメラに残された映像データや、様々な国の渡航データを参照し、最悪の結論に達した。
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    　──幸福だった。


    　戦場では人が死ぬ、もしくは人が傷つく。死者は還かえらないが、負傷者は戻ってこなければならない。そのために治療を施ほどこす。


    



    　彼女は己おのれの役割を理解している。負傷者を〝治〟すこと。しかし、それがどうしても終えられない。負傷者は毎日のように後から後から湧いて出てくる。蛆虫マゴツトのようだ、と彼女は憎んだ。


    　その女は負傷者を癒いやすことに喜びを抱いていたのではない。


    　彼女はただ、仕事を終わらせることが何より好きだっただけだ。


    　強迫観念に等しいそれは、日々彼女の精神を削っていった。終わらない仕事、終わらない圧迫感、押し潰つぶされて悲鳴を上げ──そうして、ある日彼女はぷちん、と切れた。


    〝クラブ〟に誘われ「人を癒いやす」から「人を殺す」へと仕事が変わったのは助かった。そちらの方は、仕事を終わらせることができるからだ。だが、人を殺す仕事に就く前に──彼女にとって、世界が一変するほどの変化が起きた。


    　何しろ、仕事一筋で生きていた彼女が──あろうことか、人を好きになったのだ。


    　彼の傍そばにいたい。


    　彼に話しかけたい。


    　彼の力になりたい。


    　彼に尽くしたい。自分の財を捧げ、命を捧げ、足りなければ何だって捧げたい。


    



    　──ああ、アストライア！　天が遣つかわした珠玉の芸術よ！　振り向いてくれなくともよい、自分は恋も愛も分からないまま、生きてきた！　だからせめて、ただ傍にいるだけでいい！　自分が尽くすだけで、幸せなの！


    



    　娯楽提供者でありながら、アストライアから離れるのを嫌がった彼女は〝クラブ〟の仕事を拒絶した。それならば、と〝クラブ〟からはとある老人の介護を命令された。女は喜んで従った、アストライアは世界中を飛び回っているが、それでも頻ひん繁ぱんに〝虚無ホロウ〟のいる病室に戻ってくるのだ。


    　彼女はそれを、自分に会いに来ていると夢想した。無害な妄想、他愛もない夢。彼女にとっては、ただそれだけで充分だった。


    　けれど。その幸福は、ある日突然終わりを告げた。


    「ああ、君はもう好きにして構わないよ」


    　──それはどういうことだろう。


    「君の役割は終わったってこと。殺しに行くなり逃げるなり、ご自由に」


    　──待て、待ってほしい。それはつまり、解雇ということだろうか。


    「うーん、そういう意味合いでもなくて。ただ単純に、終わりなんだよ。形あるものも、形なきものも、いつか壊れるのさ」


    　──厭いやだ。私は厭だ。貴方あなたの傍に置いてほしいの！


    「駄目駄目。……僕は彼との戦いを邪魔する奴は絶対に許さないし、必ず殺すよ？」


    　冷えた声に、彼女はたちまち総毛立った。ああ、この少年は自分のことなど全くどうでもよいと思っているらしい。


    　氷のような瞳。


    　自分に対して、全く無関心な口調。


    　なんて、なんて──素敵なのだろう。


    「それじゃ、さようなら。君の献身的な介護のお陰で、我が主も快適に過ごせた。それに関しては礼を言うよ」


    



    　別れの言葉は何とも素っ気なく。


    　それでも、彼女は無理矢理微ほほ笑えみを作ってその場を立ち去った。戦いの邪魔はしない。アストライアは少し、ナイーヴになっているだけだ。だから、戦いが終われば元に戻る──きっと。


    



    　しかし、その願いは果たされることなく消え去った。


    　アストライアは死んだ。


    　いや、殺された。無敵で不死身であるはずの、そうでなければならないアストライアが、無惨な屍しかばねになってしまった。


    　許せない。


    　あんな綺き麗れいな顔を血ち塗まみれにした相手が許せない。


    　仕事が全てだった自分に、愛を教えてくれたアストライア。


    　復ふく讐しゆうを果たす。必ず、アストライアを殺したあの少年を捜し出して残忍な死を与える。十度瀕ひん死しに追い込み、十度蘇生させてから殺す。


    　一人だけではない。家族も恋人も皆殺しだ。


    　彼女は復讐のために、ひとときの屈くつ辱じよくを受け入れた。島から逃げ出すと顔や名を変えて、あの少年がどこに向かったかを調べた。


    〝クラブ〟のバックボーンもなく、いずれ追われる身となるのは確実だったが──彼女には憎悪があり、執念があった。


    　アストライアを殺したのは、少年である。


    　アストライアを殺したのは、日本人の少年で〝クラブ〟を壊滅に追い込んだ人間である。


    　私の愛を穢けがしたのは、日本人──赤あか神がみ楼ろう樹きという少年である。


    　そして彼は今、故郷で恋人とともに静養している。


    　私のアストライアを殺しておいて、のうのうと生き恥を晒さらしている。膨ふくらみ続ける一方的な怒りは、既に抑えが効かないレベルに達している。


    　ここに至り、彼女は決断した。


    　赤神楼樹とその恋人及び関係者全員を殺害する──可能な限り、残酷な形で。


    　彼女の名はナイチンゲール・リッパー。殺さつ戮りく道化集団〝娯楽提供者エンターテイナー〟最後の生き残りである。
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    　百貨店はやや古びてはいたが、その「何でもある」という雰囲気はそのままで、あやなは楼ろう樹きを連れて見て回った。


    　幼い頃、この百貨店は広大な迷宮のようにも感じられた。行くたびに、あやなは我を忘れて走り回り、迷子になることが多かった。そんなときには大抵楼樹が自分を見つけてくれたものだ。


    



    〝ねえ、どうしてわたしのことがわかったの？〟


    〝うん。あやなだったらどこに行くんだろうってかんがえたんだ〟


    



    　……まあ、そのあと二人[image: ]そろって迷子になるというパターンも多かったのだけど。


    　そう。確か自分がいつも行っていた場所は──。


    　不意にポケットが震ふるえた。携帯のバイブはいつまでたっても慣れないな、と思いつつ彼女は車椅子が動かないようしっかりと押さえて携帯を手に取った。着信先はシャーリー・ワードワーズ。少し前に、楼樹の見舞いに来てくれたアメリカ人だ。


    「はい、貴き島しまですけど……」


    《今、どこにいるの!?》


    　シャーリーの切せつ羽ぱ詰つまった声に、自然と緊張が走る。この一年で、幾度となく遭遇した危機のせいもあってか、あやなの意識はたちまち〝非常時用〟に切り替わった。


    「駅前の百貨店『エヌザ』です」


    《いい、落ち着いて聞いてちょうだい。こちらで〝娯楽提供者エンターテイナー〟の調査を行っていたところ、あの島を逃げた一人が日本に向かったことが判明しているの》


    　──〝娯楽提供者〟。


    　あやながかつて巡り合った様々な怪物フリークスが脳裏に浮かぶ。車椅子のハンドルグリップを自然と強く握り締めた。


    「……狙ねらいは、楼樹くんですか？」


    　できるだけ冷静さを保ちながら、彼女は尋ねた。


    《その可能性は極めて高いと考えてもらっていいわ。彼女──〝ナイチンゲール・リッパー〟は日本と関係もなさそうだし》


    「わたしはどうすればいいですか？」


    《ええ。まずはその百貨店で待機してちょうだい。ＣＩＡの支部員が護衛に向かうから、あとは彼らの指示に従って。合い言葉は『レッドロータス』に対して『ブルーロータス』。覚えた？》


    「大丈夫です。わたしは一階南口のトイレ傍そばで待機します」


    《オーケー。今から画像を送るから、もし似たような顔を見かけたらＣＩＡを待たずに、とにかく逃げてちょうだい》


    「はい」


    《私もできるだけ早くそっちに──》


    「いいえ、だめです。シャーリーさんは、ご自分の体を第一に考えてください。……大丈夫です、何とかなります」


    　うっ、と虚を衝つかれたようにシャーリーが呻うめいた。


    《……分かったわ。でも、絶対に用心しなさい。いいわね？》


    「はい、大丈夫です」


    《安全が確保できたら、また連絡するから》


    　シャーリーの通話が切れた。受信していたメールがあるので、それを開く──件名も中身もなく、ただ画像が貼付されているだけだ。


    　画像──看護師姿、注射器、そして虚うつろなのに奇妙な情念を感じさせる視線。


    　これが〝ナイチンゲール・リッパー〟──おぞましく、そしてどこか悲しいものを感じさせる姿だった。


    　心臓が破裂しそうなほどに動どう悸きが激しい。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きは今、無力だ。戦うことはできないから、自分が守るしかない。少なくとも、シャーリーが派遣したＣＩＡの人間が来るまでは。


    　恐ろしいことだ。恐ろしいことだから、全身が震ふるえているのか。


    



    「ううん、違う。わたし、もしかしたら……」


    



    　もしかしたら、違うのかもしれない。ただ、赤神楼樹の役に立てるという喜びだけがあるのかも──。


    「レッドロータス」


    　あやなが振り向くとスーツ姿の男女が二人、立っていた。彼らがＣＩＡの護衛官らしい。やや着ぶくれしたようにも見受けられるのは、防弾チョッキを着込んでいるせいか。どちらも日本人に近い顔立ちをしているが、ハーフだろうとあやなは見当をつけた。


    「あ……ええと、ブルーロータス」


    　キーワードを確認した二人は頷うなずき、男性護衛官が赤神楼樹の車椅子を押し始めた。もう一人の女性は無線で連絡しつつ、あやなを庇かばうように歩く。


    「一通りの指示は受けています。これから、お二人を隠れ家セーフハウスへと移送する予定です。ご家族への連絡はその後で。今は一刻を争う状態ですから」


    　流りゆう麗れいな日本語で、女性護衛官がテキパキと説明した。


    「はい。分かりました」


    「こちら『レッドロータス』。花束は受け取った。これより自宅へ搬送する──」


    　女性護衛官が無線にそう連絡した直後、無線越しに絶叫が響いた。


    　二人の足が止まり、懐ふところから即座に拳銃を取り出した。周囲の視線があやなたちに集中するが、今はそんなことを気にするような状況ではない。


    「プランＢに変更。このまま徒歩で脱出するぞ」


    　護衛官たちは方向転換した。この百貨店エヌザには、三種類の出入り口がある。うち二つは正面から出るためのもので、もう一つが駐車場と直結している裏口だ。


    　恐らく、彼らは離脱用の車を準備していたのだろう。だが、無線越しに悲鳴が上がったということはつまり──もう開は始じまっているということらしい。


    



    　早足に、注目を浴びていることも承知の上で四人は入り口へと進む。周囲の喧けん噪そうを無視して、あやなは意識を集中する。襲撃者である〝ナイチンゲール・リッパー〟が自分たちを捕捉していることはほぼ確実だ。


    　そして、思考能力は極めて優れている──まず真っ先にこちらの〝足〟を潰つぶすことを選択した。そもそも、チリのあの島からわずかな手掛かりだけで赤あか神がみ楼ろう樹きの居場所を突き止めた、というだけでも只ただ者ものではない。


    　執念深く、賢く、そしていかなる手段を用いたかは不明だがＣＩＡのプロを殺害するだけの戦闘能力は有している。


    　……なら、次に彼女はどう動く？　どう動けば、自分たちを仕留められると思う？


    　正面入り口から出られるよりは、逃げる場所が限定されるこの百貨店内部で仕留めたいはずだ。


    　例えば──そう、例えば。


    



    　このビルの電源を落とす、とか。


    



    　ズン、という震動と派手な爆発音とともに店内が暗くなった。あちこちから悲鳴とどよめき。護衛官もさすがに面食らったらしく、足を止めて左右を見回している。


    　昼時といっても古い店のせいか充分な採光は考えられておらず、極めて薄暗い。


    　あやなは周囲を観察して、一つの違和感に目を留めた。


    　それが脱出への保険となるかもしれない──そう祈る。二人の護衛官は陣形をスイッチした。


    　先頭に銃を構えた男性護衛官、赤神楼樹の車椅子を押すのは女性護衛官だ。


    「私の後ろについてください」


    　あやなは護衛官二人に挟まれ、更さらに前進する。


    　入り口が見えてきた──が、自動ドアも停止している。そのせいで、客たちが途方に暮れたようにドアの前に集まっていた。


    「退さがって！　退がってください！」


    　男性護衛官が構えていた銃を下ろし、客を散らせようとした瞬間だった。


    　あやなたちの目には、何か巨大なものが飛来してきたように見えた。それもそうだろう、男性護衛官に向けて投げ込まれたのは、人間の肉体だった。


    　死体だ、それも血ち塗まみれの……！　気付いた客たちが絶叫した。絶叫がパニックを加速させ、ますます入り口付近が混乱する。


    「くそ、退どけ……！」


    　倒れた男性護衛官が、自分を抑え込む形になった死体を退かそうとしているが、上う手まくいかない。女性護衛官が慌てて、彼の手伝いに走る──途端、先ほどのように黒い影が二人に覆おおい被かぶさった。


    「……ッ!!」


    　だが、今度のそれは死体ではない。


    　飛びかかってきたのは、血塗れの人間だった。一瞬、またもや死体だと思った二人は反応が遅れた。そのわずかな差が、生死を分けた。


    　飛び込みざまに頸けい動脈を斬きり裂さかれ、二人は抵抗できぬままに頽くずおれる。


    「キヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒ！　愛しているわ！　愛していたの！　ああ、それなのに──それなのに！　お前たちのせいで何もかもが滅め茶ちや苦く茶ちやなのよ！」


    　そう言ってナイチンゲール・リッパーは更に二人へ大型メスを振り下ろし、完全にとどめを刺した。


    　悲鳴も上がらない。悲鳴を上げるには、あまりに非日常的な光景過ぎて誰もが絶句している。


    　蛇に睨にらまれた蛙、ライオンに見据えられたガゼルのようなものだ。


    　逃げなくてはならないのに、思考回路が麻ま痺ひしていて何をすべきなのかすら分からない。


    　そんな中でただ一人──修羅場を潜くぐり抜けた経験のある少女は、走り出していた。


    　すぐにナイチンゲール・リッパーもそのことに気付き、後を追おうとする。獲物は裏口へ向かおうとしていた。だが、その動きはあまりに遅い。何しろ車椅子を押している。


    　立ち上がった彼女は、少し脅かしてやろうとゆっくり後を追い始めた。


    　それが仇あだとなった。


    「え……？」


    　チン、という音とともにエレベーターが開いた。無人のエレベーターに方向転換した彼女は車椅子とともに、無心でエレベーターに乗り込んだ。慌てて走り出すも、間一髪で扉が閉じた。


    「クッ……!!」


    　歯は嚙がみする。どうやらビル全体の電源と、エレベーターの電源は別個に設置されているようだった。実はエヌザはかつて起きた地震の際にビル電源が停止してしまい、それに伴って停止したエレベーターにいた乗客から「数時間以上もエレベーターに閉じ込められた」という苦情が殺到したのだ。そこで、エヌザは地震などによってビルの電源が落ちた場合は、自動的に予備電源に切り替わる機能を取り入れることにしていた。


    　ビルの電源を落とせば、エレベーターも停止すると思い込んでいたのは失策だった。


    　後を追う、にしてもどこで止まるか定かではない。時間をかければ、すぐにＣＩＡの援軍も到着するだろう。


    　憤ふん怒ぬのあまり絶叫しながら、ナイチンゲール・リッパーは階段を駆け上り始めた──。


    



    



    　あやなは呼吸を切らせながらも、必死に車椅子を押した。危険な速度ではあるが、非常時故ゆえに仕方がないと諦あきらめる。


    　ナイチンゲール・リッパーの狙ねらいは、自分と赤あか神がみ楼ろう樹きだ。周囲の人間は彼女の邪魔さえしなければ、殺されることはないだろう。


    　……そして、血ち塗まみれでメスを持つ彼女の邪魔をしようなどとは誰も考えまい。


    　あやなはエレベーターへと飛び込み、わずかに迷った──。


    　この百貨店は八階＋屋上＋地下二階。まず簡単に追いつかれそうな一階から四階までは選択肢に入れないことにした。


    　五階には服飾店があり、寝具店もある。どちらも隠れるには都合が良い。……だが、隠れるというのは見つかってしまえば終わりだ。


    　かといって、地下に向かって逃げて脱出する……というのも現実的ではない。赤神楼樹は動けない。走って逃げるというわけにはいかないのだ。


    　六階──玩がん具ぐ売り場。七階──レストラン。八階──いわゆるレクリエーション広場や、関係者の事務所。そして屋上──あそこに、今の状況を好転させる何かがあったはず。


    　あやなは必死になって屋上の光景を思い出す。屋上はいわゆるミニ遊園地だった。どれもこれも、小さなものだったが幼い頃は夢中になったものだ。


    　メリーゴーラウンド、小さなゲームセンター、それから……。


    　あやなは迷いを振り切って、屋上を選んだ。


    



    　屋上に[image: ]たどり着く。今日が平日ということもあって、何とも閑かん散さんとしていた。古いメリーゴーラウンドは誰一人として乗っていない。


    　あやなは焦あせりを抑えつつ、メリーゴーラウンドの隣にある建物を見た。


    「あった……!!」


    　ピンクと白の縞しま模様をした建物は何とも薄汚れていた。長い風雨のせいだろう、看板も[image: ]さびている。だが、まだ現役らしい。


    　ミラーハウス。あやなはよく迷子になるくせに、好んでここを訪れていた。無限鏡の世界がたまらなく恐ろしい一方で、惹ひかれていたのだ。


    「構造が変わってませんように……！」


    　あやなにとって、まず赤あか神がみ楼ろう樹きを救うことが最優先だ。だから、まずは彼をここに避難させる。このミラーハウスは小さくとも経路はそれなりに複雑で、普通に歩いただけでは[image: ]たどり着かないエアポケットのような区間がある。


    　あやなは車椅子で入り口付近まで楼樹を運び、それから担ぎ上げた。脱力した人体は極めて重い。だが、三か月間の介護で運ぶ際のコツは分かっている。


    　彼を背負ったまま、入り口に踏み入った。


    



    　──あやなはどうして、ここが好きなの？


    　──わかんない。でも、わたしがいっぱいいるのは、ヘンでたのしいから。


    



    　懐なつかしい思い出に、必死になってしがみつく。他た愛あいない思い出は、何もかもが宝石のように大切だった。


    　不意に涙が零こぼれる。追われる恐怖と、それ以上に胸を締めつける何か。


    　ミラーハウスは照明が落ちているせいか、昼間だというのに真っ暗だ。携帯のカメラ機能を起動させ、ライトで周囲を照らしてどうにか進む。


    「楼樹くん、もうちょっと我慢してね……」


    　脱力した肉体は重く、どれほど声をかけても返ってこないのは少しだけ辛つらい。だが、今自分は彼の役に立っている。ずっと戦い続けてきた赤神楼樹を守るという、大切な役割がある。


    　呼吸を整え、記憶を探りながら歩く。一歩でも間違えれば死ぬ、時間をかけすぎればそれでも死ぬ。怖いのは、己おのれの死ではなく──赤神楼樹を死なせることだけ。


    「ここを……右に曲がって、もう一度右……の後ろ側……」


    　あった。確かにこの空間だ。奥まったところにある上に、鏡のせいで行き止まりのように見える。ただでさえ、照明もなく薄暗いのだ。これなら、絶対に大丈夫──。


    　あやなは携帯を置いて、深み山やま葉は瑠るにメールを送った。ミラーハウス、としか書く時間はなかったが、手掛かりとしてはそれで充分だろう。


    　やるべきことは全て終わり、あとはこのミラーハウスから出るだけだ。


    「……楼樹くん、これでお別れかもしれないから言っておくね。わたし、楼樹くんをずっと好きだったけど、どうしてこんなに好きなのか分からなかった。愛しているのかも、分からなかった。あんまりに近すぎて、全然分からなかったの。でも、今なら分かる。今なら、ちゃんと胸を張って言える。わたしは、赤あか神がみ楼ろう樹きを、心の底から────愛してる」


    　愛、だとあやなは思った。


    　どうしようもなく不可思議で、捉とらえどころのない感情だけど。確かに赤神楼樹を愛している、と思えた。……それが本当の愛でなくても構わない。


    　守りたくて、傍そばにいたくて──ただ、それだけなのだから。


    「さよなら、楼樹くん」


    　死ぬかもしれない。死ぬのは厭いやだ。痛いのも厭で、怖くてたまらない。泣いてしまう、叫んでしまう、そんなことは分かりきっている。


    　だけど──それでも、我慢できる。この人のためなら我慢できる。ミラーハウスを再び引き返し、入り口に転がっていた車椅子を手早く片付けたところで──階段から悪鬼が進み出てきた。


    　視線が絡む。


    　向かい合うが、対決する愚は犯さない。血ち塗まみれの上に、メスを持った女性がやってきたせいだろう。周囲にいた親子たちはぽかんと口を開けている──そのまま動かないでくれると助かるのだけど。


    「アイツ、は、どこに、いる？」


    　たどたどしい言葉で、ナイチンゲール・リッパーが問いかける。


    「知らない」


    　予想された答えだったのだろう。ニタリ、と薄気味悪い笑みを浮かべた。


    「答える、まで、嬲なぶり、尽くす」


    　あやなが背を向けて走り出す──ナイチンゲール・リッパーが追い始める。


    　ここから逃げるには二基のエレベーターか階段、そのどちらかを使うしかない。そしてそのどちらも、逃げ出した女とは逆方向だ。


    　大切なのは、赤神楼樹を捜し出すことではない。あんな肉塊、殺しても殺さなくても一緒だ──無論、仇かたきを取るのは大事だが。


    　もっと大事なのは、あの雌に赤神楼樹の居場所を喋しやべらせることだ。心を折って、あの女の幻想を打ち砕くことだ。


    　あの雌犬の愛より、自分の愛の方が上だと証明する。あれはただ、強者に寄生するだけの弱者であり──ただ、安心するためにくっついていただけだと。


    　悠然とした態度で、ナイチンゲール・リッパーは歩き出す。


    



    　あやなはメリーゴーラウンドを抜けて、ゲームセンターへと移動した。駆け込んできた彼女を、店員がびっくりした目で眺めている。客が誰もいないことを確認すると、あやなは店員に叫んだ。


    「伏せて！」


    　絶叫にただならぬものを感じ取ったのか、それとも追ってくる〝何者か〟の気配を感じ取ったのか、呑のん気きそうな顔をした店員は慌てて床に伏せた。


    　ゲームセンターの片隅にあるロッカーを開き、中から長柄のモップとスプレー式の洗剤を取り出した。ゲーム筐きよう体たいの陰に隠れて、ナイチンゲール・リッパーを待つ。


    　彼女の取り得る戦術は、ただ一つ。増援が来るまで耐え抜く、つまりひたすらの時間稼ぎだ。


    　戦うのも、勝つためではない。負ける瞬間をできうるだけ引き延ばすため。


    　きゅっ、と入り口付近で安いリノリウムの床が擦こすれる音がした。


    （来た……）


    　呼吸を止めて、体は動かさない。彼女は人間ではなく、その在あり方は捕食獣プレデターに近い。そのくせ、獣の数倍頭はよく──論理的な思考が可能だ。


    　貴き島しまあやなは間違いなく、このゲームセンターにいると論理的に思考する。更さらに気配も感知している──つまり、隠れているのだという推測はできるだろう。だが居所が分からない以上、一気に襲おそいかかることはない。


    　ナイチンゲール・リッパーは恐怖を与えることも込みで、じっくりと捜し回るはずだ。


    　あやなの推測は八割がた正解だった。


    　唯一間違えていたのは、ナイチンゲール・リッパーが床に伏せていた店員を利用すると、思い至らなかったことだ。


    「ひっ……わあああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


    　あやなのいた通路に、先ほどの店員が投とう擲てきされた。


    　大柄な店員の足が、あやなの背中に打ちつけられる。


    「……ッ!!」


    　衝撃に、あやなは微かすかな声を漏らしてしまった。慌てて口を押さえるが、既に遅い。


    「見・つ・け・たァッ!!」


    　やむを得ず立ち上がったあやなは、両手でモップを握り締めた。学校の授業で学んだ『薙なぎ刀なた術』を思い出しつつ──構えを取る。


    　長柄の武器で狙ねらうべきは、胴体でも頭でもない。まず、足だ。足を狙う限り、彼女は一歩たりとも間合いを詰めることはできない。


    　──が、そんな常識を[image: ]あざけり笑うが故ゆえに〝娯楽提供者エンターテイナー〟である。


    「キ、ヒィィッ!!」


    　ナイチンゲール・リッパーが、跳躍した。ゲーム筐体を足場に、一いつ気き呵か成せいに間合いを詰めて襲いかかる。


    　しかし、あやなもまた娯楽提供者に巡り合って──そして、生き残った人間の一人だ。


    　最初の急襲での跳躍を、彼女はしっかりと覚えている。


    　ベルトに引っかけておいたスプレー式洗剤を引き抜くと、冷静に間合いを読んで顔にぶち撒まく。


    　悲鳴を上げて、ナイチンゲール・リッパーがもんどり打つ。


    　振り回されたメスが、あやなの腕を掠かすめた──悲鳴を堪こらえる。転がって少し離れると、暴れる彼女の膝ひざを、モップの尖せん端たんで強く打った。


    　苦痛でどうにかなるような相手ではないが、少なくとも速度を鈍らせるくらいにはなる。


    　だが、それは致命的な失策だった。ナイチンゲール・リッパーはただの娯楽提供者ではない。


    　復讐者リベンジヤーであり、処刑人パニツシヤーとして日本にやってきたのだ。


    　膝を打ちつけられた瞬間、ナイチンゲール・リッパーが痛みの方向へとメスを投とう擲てきした。


    　分厚く、そのくせ剃かみ刀そりのように鋭い刃のメスがあやなの膝を貫いた。


    「あ──────あ、ぁっ……!!」


    　致命的な一撃だった。動脈からは外れたものの、膝を打たれるのと、膝を刃で貫かれるのとでは、ダメージに差がありすぎる。


    　最も早はや逃げることもできない、戦うことも不可能だ。


    　充血した目を擦こすり、ナイチンゲール・リッパーは憤ふん怒ぬの表情であやなを睨にらむ──だが、すぐにその顔はニタニタと厭いやらしい笑みに変わった。


    　涙を滲にじませ、必死に悲鳴を抑え込もうとするあやなの前に立つ。


    「あの男の場所をお言い」


    　あやなは沈黙で返す──が、膝に突き刺さったメスを踏みにじられ、絶叫した。


    「じゃあ、言わなくていい。言いたくなるまで、こうしてあげる」


    　想像を絶する苦痛が迸ほとばしる。涙が[image: ]あふれ、不快さが喉のど元もとまでせり上がった。


    



    「──さあ。あの男はどこにいる？」


    



    



    　　　　　　　　　§　　　　　§　　　　　§


    



    



    　どうすればいいのだろう、とケモノガリアイツは僕の顔で途方に暮れていた。


    〝娯楽提供者エンターテイナー〟──恐らくは最後の生き残り。そいつが今、僕と彼女を殺そうとしていた。


    　僕はいい。


    　だが、彼女を巻き込むことだけはできない。


    　深呼吸する。これから、それを話すのは恐ろしいことだった。


    　……それでも、そうしなければいけないことくらい僕には分かる。


    「なあ。……お前。僕を殺してくれないか？」


    「……何だって？」


    　動きが止まる。驚いた様子で、彼が僕を見た。


    「結局のところさ。僕とお前と二人いるのが問題なんだよ、この肉体からだは。誰か一人なら、たぶん少しくらいは動けると思うんだ」


    　沈黙する。何が言いたいかは理解しているらしい。


    「僕を殺せ、そしてお前が彼女を救え。あんな奴、お前なら大したことのない腕だ」


    　目の前にいるのは、僕の才能。僕とともに歩み、走り抜いてきた世界最新最強のケモノガリだ。


    「だけど──」


    「最後の力で、彼女を救うんだ」


    　念押しするように、僕は言う。足の震ふるえを隠す。涙が零こぼれないようにする。


    　足の震えは恐怖で、涙は離別の哀しみで。どちらがあっても、彼は迷うだろう。


    　深呼吸。


    「自分で自分を殺すのは、あまりぞっとしない。どうせなら、君に殺された方がマシだ」


    　沈黙。


    「こうして議論を交わしている余裕なんてない」


    「でも──」


    「彼女が死ぬくらいなら、僕が死んだ方がいい」


    「……」


    　それでも戸惑う彼に、僕は告げる。


    「仮に、君を殺して僕が出て行けばどうなる。死体が二つに増えるだけだ」


    　最後に残った、〝才能〟という存在。それを捨てれば、僕はただの凡ぼん庸ような子供に過ぎない。


    　それでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。救うために、帰還しなければならないのに。


    　じっと、ケモノガリが僕を見る。


    「行け。行ってくれ。僕じゃだめなんだ。お前じゃなければ、だめなんだ」


    「彼女が望んでいるのは、僕じゃなくてお前なのに？」


    　張り裂さけそうな痛みも、彼女の死にはかなわない。今の僕には彼女が全て。他には何も残っちゃいないのだ。


    　彼の手にはククリナイフ。僕を斬きり裂け。それで、全てが始まる。


    「急げ、時間がない」


    「……分かった」


    　振り下ろされるククリナイフを、僕は呆ほうけたような表情で眺めている。


    　これで彼女は救われる。アカガミロウキ、という意識は消えてなくなるけれど。ケモノガリはケモノガリであって、ケモノではない。


    　世界に悪があるなら、まだケモノガリは何かを為なせるはずだ。


    　色々なことがあった。旅をして、誰かを救って、顔も忘れた誰かを殺し続けた。


    　正義ではないだろう。けれど、決して悪ではない。ただその誰かを許せないと思って、吼ほえ立てて、牙きばを剝むいたのだ。


    



    　──ただ、それでも。ほんの少し、寂しいと思った。


    　──殺人の才能が欠けた自分はどうにも平凡で、何も為せないただの人間だけど。


    　──それでもやはり、死は恐ろしい。


    



    　衝撃はない。


    　しかし、音はした。幾度となく耳に響いた斬ざん撃げきの音。


    　細く、長く、糸を引くように──。


    「……何な故ぜだ」


    　衝撃がないなら、それはおかしいことであり。


    　論理的に思考すれば、ケモノガリかれは自分以外の誰かを斬きったことになる。


    　そして赤あか神がみ楼ろう樹きを除けば、ここで斬られるモノなど一つしかない。


    「仕方ないんだ」


    　ケモノガリが、己おのれの胸にククリナイフを突き立てていた。


    「仕方ないのは、僕の死だ。……僕が生き返って、何になる！」


    　ケモノガリはごくりと血を飲み下し、ニヤリと不敵な笑みを浮かべて告げた。


    



    「──戦えるさ」


    



    　消えていく。


    　最後の最後まで残っていた、〝ケモノガリ〟が消えていく。


    「お前は、僕だけで戦えと言うのか」


    「そうだ。僕がいなくとも、君の四肢は動き、不屈の意志がある。そして、彼女が待ち焦こがれているのは、僕じゃなくて君なんだ」


    「──それでも」


    　アイツを相手に、勝てるのだろうか。


    「勝つ勝たないじゃない。行かなければならないのはお前であって、僕じゃない。君が彼女を好きなように──」


    　照れ臭そうに、消えかけの彼は笑った。


    「僕だって、彼女が好きなのさ。さあ、行け。ケモノガリでなくなったって、それが何だ。殺人の才能がない、平凡な存在だからってそれが何だ。君は彼女が好きで、彼女は君が好きなんだ。だったら、それで全部だ。そして、君には彼女を守る責務がある」


    　その言葉は、強く、強く僕の胸を穿うがった。


    　大切なこと、当たり前のこと過ぎて、まるで見えていなかった。


    「……そうか。彼女は、僕が好きなのか」


    　死にかけのケモノガリがこくりと頷うなずいた。


    「そうだ。彼女に必要なのはケモノガリじゃなくて、赤あか神がみ楼ろう樹きなんだ。君がこれまで駆け抜けてきた戦いに、僕は欠かせないものだったけど。僕と君、どちらが生き残るべきかという問い掛けなら、僕は何度でも君が生き残る方を選択する」


    　贅ぜい沢たくで、身勝手で、我わが侭ままで、何より平凡な存在である僕に彼は熱っぽく告げる。


    　死にたくはなかった。


    　できれば、生きて彼女の傍そばにいたかった。失ったものがあまりに多すぎて、大きすぎて、残されたのは彼女の笑顔だけ。


    　それは薄気味悪い妄もう執しゆうにも思えるけれど。そうなのかもしれないけれど。


    　たとえそうだとしても──やはり、僕は彼女に会いたかった。彼女を守りたかった。


    　無力であっても、無力を言い訳にして誰かを守ろうとしない自分になりたくなかった。


    　……力がない正義が無力だったとしても。力なき者が正義を語って、正義を追って、正義を手にして悪いはずがない。


    　だから、走ろう。


    　走って、彼女の元に戻ろう。恐ろしい敵が待ち受けている──怪け我がを負うかも、殺されるかも、痛いかもしれない。


    　だけど。


    　どれほど体が震ふるえていようとも僕は立ち止まらない。走らずにはいられない。


    「赤神楼樹。僕は、幸福だった」


    「赤神楼樹ケモノガリ。君のお陰で、僕は正義を誇れた」


    　崩れ去る〝才能センス〟から背を向ける。偶然の巡り合わせから発見できる才能を眠らせる数多あまたの人間同様に、凡ぼん庸ような存在として生きていく。


    　才能を発揮する人間を羨うらやみながらも、埋没する人生を愉たのしんでいく。


    



    　僕はケモノガリではなく。


    　ただの平凡な赤神楼樹として、最初で最後の戦いに挑む。


    　立ち上がる──体は重い。腕が震えているのは恐怖故ゆえだ。


    　一歩も動きたくない、と思う脳を理性で抑えつけて足早に前へと進む。


    　本能で歩いているのではない。


    　本能は逃げたくて逃げたくて仕方がない──逃げようと訴えているのだから。


    　けれど、理性がそれを抑えつける。


    　僕は、あの子が好きだ。それだけで理由は充分。様々なものを失って、なおしがみついていたのは、この瞬間のためだった。


    　ミラーハウスの壁に体を何度もぶつけながら、走る。彼女が僕の前を立ち去ったのは、ほんの少し前だ。


    　仮にあの〝娯楽提供者エンターテイナー〟が襲撃を仕掛けてきていたとしても、最悪の事態には陥っていない可能性が高い。


    　高いはずなんだ。


    　脇と、首筋、背中からひどく冷たい汗が流れ出す。精神的発汗、恐怖で手足の先まで冷え切っている──そうだ、武器は何かあるだろうか。


    　ポケットの中には自宅の鍵があった。いつでも帰れるように、と彼女がお守りに持たせてくれたものだ。あとは何もない、だけど鍵の冷たさは僕の心を少しでも落ち着かせてくれた。


    　相手の姿は一瞬だが知覚できた。武器は両手に握ったメス。投とう擲てきされれば、それを躱かわすことは難しいだろう。


    　相手の動きを先読みすることもできない。筋力も大幅に低下しているだろう。どうやって殺せばいいのかすらも、まず分かるまい。


    　ああ……僕は、本当に殺人の才能に縋すがっていたのだな。膨大な戦闘経験は、全て才能が前提にあってこそのものだ。


    　才能が消えてなくなれば、まさに無用の長物に等しい。


    　それでも。彼は僕に全てを託した。そして彼女はそれを知らず、ただひたすらに、無力な僕を守ろうとしている。


    　だから、これは僕……赤あか神がみ楼ろう樹きという平凡な人間の。


    　最初で最後の殺人行為だ。


    



    　転がるように外に出る。


    　メリーゴーラウンド、エレベーター、それからゲームセンター──の前の小さな広場。


    　そこに、彼女がいた。


    「彼女に、触るなあああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    　覆おおい被かぶさっている人間目がけて、一目散に走り出す。


    　心臓が破裂しそうなほどに五う月る蠅さい。


    　血管の血の流れまで理解できそうなほどに、僕の脳は恐怖に満ちている。


    　戦うことは恐ろしい。


    　殺し合うことはたまらなく怖い。それでも、僕は全ぜん身しん全ぜん霊れいで最後の敵に挑む。


    　振り返った女の目に、ぞっとする。虚無そのものに[image: ]あふれたような黒瞳。目に映るもの全てを[image: ]えさとしか捉えない獰どう猛もうな鮫さめの眼球だった。


    　手にはメス。


    　女は僕の姿を認識する。


    　僕は鍵を握り込み、相手の顔を殴りつけてそのまま体当たりする──しようとした。


    　だが、無様に転んだ。いや違う。足を切りつけられたのだ。僕の突進を見て取った彼女はメスを投とう擲てきしたらしい。


    　鋭い痛みが、少し遅れてじわじわとやってくる。


    「楼ろう樹きくん！」


    　血ち塗まみれの彼女が悲鳴を上げる。まだ大丈夫。この程度の痛みなら、耐えられる。だけど、足のコントロールが覚おぼ束つかない。


    　女が嗤わらう──僕は恐怖を抑えて睨にらみ据すえる。


    



    　戦いは一方的だった。


    　嬲なぶるように、女は僕の体を切り刻んでいく。切りつけられる、という痛みは想像以上の恐怖をもたらす。鋭く分厚いメスは、躱かわそうとしても躱しきれない。触れるだけで、その部分が熱く痛む。


    　赤、赤、赤。全身が紅に染まる。薄気味悪いほど甘ったるい血の臭いで、えづきそうになる。


    　しかし僕は、ただ闇雲に拳を振るうことしかできない。全身がたちまち血塗れになる。傷そのものは浅くとも、流れ出る血液いのちが恐ろしい。


    



    「こんなモノなの!?　ねえ、こんなモノなのォッ!?　ケモノガリ！　ケモノガリィッ!!」


    　軋きしむような声で、女が嗤う。


    　足の激痛に耐え切れず、倒れ込んだ。そこへ、腎臓に向けて蹴けりを叩たたき込まれる。


    　悲鳴をギリギリで堪こらえたが、再度同じ場所に一撃を喰くらわされてくぐもった呻うめき声を上げた。


    「楼樹くん！　しっかりして……やだ、だめ、だめ！」


    　少女の悲鳴が上がる。相対した敵は、何というか……別の生物のようだった。動きが違う、力が違う、何もかもが普通の人間とは並外れている。


    　死ぬ。


    　ここでさんざんに蹂じゆう躙りんされてから、殺されるのだろう。僕だけではなく、彼女もだ。


    



    　斬きりつけられるたびに、痛みが脳を犯す。


    　意識が明瞭なのは、意図的だろう。失神してしまえば、悲鳴も上げられない。


    　無意識に蹲うずくまろうとする僕を、女が転がした。


    　目の前に、涙に濡ぬれた彼女の顔が見える──彼女は僕を見つめている。


    　悔しそう……ではなく。悲しそう、でもなく。怒りでもない。


    　必死に、僕に対して何かを呼びかけているような目つきだった。


    　僕は察しの悪い方かもしれないが、彼女が何を訴えているかはすぐに気付いた。


    　助かる方法は、勝つためにはそれしかないと僕も思う。


    　……なのに、体が痺しびれたように動かない。動け、と僕は訴える。動かないと、このまま殺されるぞ、と警告する。


    　立ち向かう勇気はあっても、傷つける勇気はないのか？


    　背後の女がゆっくりと近付いてくる──こちらを[image: ]あざ笑わらう声、完全に油断している。


    　けれど、僕の動きに対して鈍感だとは思えない。


    　僕が振り向きながら立ち上がり、彼女の急所に狙ねらいを定めて一撃を叩たたきつける。


    　そこまでに何度、僕を攻撃できるだろう。


    　僕の一撃を防げるだろう。


    　可能性は紙のように薄い、零ゼロではない。零ではないけれど、失敗すれば終わりだ。


    



    　──そうだ、死ねば終わりさ。

  


  [image: ]


  
    　──赤神楼樹おまえはその修羅場を幾度も潜くぐり抜けてきた。


    



    　そんな実感はない。


    　そんな経験はない。


    　もう、名前も知らない誰かと戦うために全てを捨てた。今の僕は抜け殻が抜け殻のままで動いているようなものだ。


    



    　──そんなことはない。


    　──お前にはまだ、一つだけ大切なものが残っている。


    



    　それは、一体、何だというのだろう。


    



    　──殺さつ戮りくという名の暴力に。死という名の絶望に。


    　──恐怖で震ふるえてもなお、立ち向かうという『決断』だ。


    　──それが何より重要だったんだ。それが何より必要だったんだ。死に怯ひるまずに体を動かしていたのは、その決断にほかならない。それは、赤あか神がみ楼ろう樹きが持っているものだ。


    　──今も、ずっと。


    



    　最後の最後に、残っていた〝ケモノガリ〟が背中を押した。


    　彼女と視線が絡み合う。彼女は目を潤うるませ、微かすかに頷うなずいた。


    　僕は『決断』した。


    　少女に手を伸ばし、肩口に突き刺さったメスを摑つかむ。背後から迫る敵には、僕が彼女を庇かばうように覆おおい被かぶさったようにしか見えないだろう。


    　引き抜いた瞬間、僕はバネ仕掛けの人形のような勢いで立ち上がった。


    　あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、と断続的な絶叫。最後の最後まで偶然などに頼らない。闇雲にならない。


    　今の僕が、ケモノガリになれるとすれば。決断し続けるしかない、振り向きざまに狙ねらいを定め、敵に向けてメスを振るう。


    　だけど狙いは常にズレが生じるものだ──躱かわそうとするだろう、そして同時に迎撃しようとするだろう。


    　僕は『決断』する。


    　狙いをなるべく正確に、精密にするために体ごと飛び込むようにする。当然、敵は迎撃しようとするだろう。


    　足を狙い、腕を狙い、顔も狙うだろう。だが、たとえそれが残った左目を失うことになろうとも、この唯ゆい一いつ無む二にの機会チヤンスを逃のがす気はさらさらない。


    　足──腕──そして左目──。


    　視界が鮮血に染まる。だけど、僕はとうに『決断』している。僕に必要なのは、ただそれだけだった。


    　体ごとぶつかった僕は、メスを腹部に突き刺す。


    　もつれあい倒れ込む僕と敵。


    



    　敵の悲鳴が上がる──それを、待っていた。


    　もう目は何も捉とらえてはいない。だけど悲鳴が上がった場所に向けて、メスを突き刺した。


    　ごぼり、という水中呼吸のような音が鳴った。


    　もう一度突き刺す。ビクンと、その肉体が震ふるえた。


    　もう一度突き刺す。震えはしだいに弱まっていく。だが、まだ生きている。


    　もう一度、突き刺す。カッ、という小さな声。


    「楼ろう樹きくん！」


    　その声に、僕は動きを止める。メスを取り落とし、彼女の声の方へと顔を向ける。


    　ああ──何も見えない。


    「……殺せた？」


    　再会の喜びより、まず最初に殺害の確認というあたりがどうにも救えないな──と、僕は自じ[image: ]ちよう的な気分を抱く。


    「大丈夫、もう動いてない。楼樹くん、目は見える？」


    「無理そうだ」


    　ぐっ、と詰まるような声。


    「だ、大丈夫だよ！　たぶんだけど、眼球をメスで切っただけだと思う。すぐに治るよ」


    「そっか。……よかった」


    「うん。……よかった」


    　僕は目を閉じたまま、痛みを堪こらえて歩き出す。だけど、三歩どころか一歩も歩かぬうちにどうと倒れ込んでしまった。


    「楼樹くん!?」


    「大丈夫。大丈夫だ。……ちょっと、気が抜けただけ」


    「うん」


    「君こそ大丈夫？」


    「大丈夫。えへへ……わたしたち、何だか『大丈夫』ばっかり言ってるね」


    　彼女が笑う。僕も笑う。


    　急激な歓喜ではなく、じわじわと染み渡るような幸福が包み込む。


    「そうだね。……ねえ」


    「うん」


    　色々と迷った末に、僕は具体的な説明を何もかも放棄して──たぶん、何より大事なことを告げた。


    「僕は、僕だ」


    　赤あか神がみ楼ろう樹きは、赤神楼樹でしかない。


    　だけど、名前以外にロクな記憶は残っていない。ケモノガリとしての力すらもない。


    　殺人の才能は消え失うせ、残ったのは平凡な肉体と平凡な頭脳と平凡な性格をしているだけの、赤神楼樹だ。


    　彼女が面白そうに笑う。


    「楼樹くんは、楼樹くんになっちゃったんだ」


    「その方がいいと、君は思うかい？」


    　僕は諦あきらめずに、痛みを堪こらえて、そろそろと彼女に向けて歩いている……まるで赤ん坊のような、よちよち歩きだ。


    「わたしは今の楼樹くんの方がいい──って答えるって思ってるでしょ」


    「う。図星だ」


    　少しずつ、少しずつ距離を縮めていく。あと数歩が長い。だけど、きっと彼女と会えなかった年月は、もっともっと長かったに違いない。


    「どうかなぁ。グレタさんが語ってた楼樹くんは、結構かっこよかったし。それを見られないっていうのは、少しだけ惜しいかも」


    「おいおい」


    　呆あきれたように呟つぶやくと、彼女はますます笑う。


    「うそ、うそ、うそ！　いいの、楼樹くんは楼樹くん。たとえ、どんな姿でどんな決断をしても、わたしはそれについていくだけ。……この一年、離ればなれなのは本当に辛つらかったし、寂しかった。ああ、やっぱり──わたしと、楼樹くんは。離れると少しずつ死んでいく生き物だったんだ、って思った」


    「かもしれない。でもさ、それはちょっとコワイ考え方だと思うな」


    　僕の言葉に彼女が「えー!?」とショックを受けていた。


    　僕は笑う。


    　ショックを受けていた彼女も、くすくすと笑い出す。


    　もう少しだけ、前に進む。痛い、痛いけれど楽しくて仕方がない。


    　僕は少女に呼びかける。


    



    「もう、いいかい？」


    「まあだだよ」


    



    　彼女の声に従い、僕はもう少しだけ苦痛を堪こらえる。無理はするな、と彼女は言わない。これが何より僕が今一番やりたいことだと知っているし、同時に彼女の願いでもあるからだろう。


    　痛みを堪える行為に喜びがある。


    　苦痛を味わうことに至福がある。


    　先に待っているものが、手の届くところにあるからだ。


    



    「もう、いいかい？」


    「もう、いいよ」


    



    　その言葉に、僕はほっとして寝転がった。


    　指先に、細く冷たいものが触れる。彼女の指先だ。指を絡ませる──ようやく、到着した。


    



    「おかえりなさい」


    「ただいま」


    



    　言葉はそれだけで充分で。


    　触れる箇所も、ただ指先だけで充分だった。


    　長い、長い沈黙。そろそろ救出が来るだろうか。


    　ふと大事なことを思い出す──不安を抱きつつ、彼女に尋ねた。


    



    「ねえ」


    「うん」


    「僕は、これからどうすればいいんだろう」


    　失った。


    　あまりに大きく、重く、大切だったものを失い続けた。


    　父はいるのか、母はいるのか、兄弟姉妹は？　友達は？　僕は赤あか神がみ楼ろう樹きという名前と、指先で触れている少女の微かすかな記憶以外、世界から全く隔絶してしまった。


    　何より途方に暮れている。これから先、僕はどうやって生きていけばいいのだろう？


    「大丈夫。大丈夫だよ、楼樹くん」


    「でも。僕は何にも分からないんだ……何もかも、分からない」


    「──また、探そうよ」


    「……探す？」


    「やりたいこと、やるべきこと、やりたくないこと、やらずにおくべきこと。たくさん、たくさんあるよ。楼ろう樹きくんが諦あきらめたものはたくさんあるけど、今の楼樹くんなら違う何かが見つかるかもしれない。世界は複雑で、どうしようもなくこんがらがっていて、人間も複雑で、月日を経るごとに入り組んで──だから、楼樹くんが求めている〝何か〟を探すのは、きっと難しい。でも、だからいいんだよ。分からないってことは、分かるってことなんだから」


    　すとんと、僕の胸に何かが落ちる。


    「……ああ、そっか。それが、分かるってことか」


    　失った。


    　失い続けた。


    　否いな、僕はそれを捨てたのだ。彼女のために、そして──僕と同じ才能を拠より所にしていた宿敵のために。


    　思い出すことはできなくとも、胸に刻むことはできる。


    　失った哀しみを癒いやす方法はないけれど。新しいものを慈いつくしむことはできる。


    



    　生まれて、立ち上がって、歩き出して、遊んで、学んで、恋をして、恋に気付いて、人を殺して、殺し続けて、やっと終点に到着したと思ったら出発点だった。


    



    　不意に左目が[image: ]うずき始める、耐えられずに瞼まぶたを開く。


    　目に飛び込んできた光景は、輝かしいほど晴れ渡る蒼そう穹きゆうだった。屋上のせいで、見上げる空に邪魔するものは見当たらない。


    　閉じられた右目から、傷ついたはずの左目から。涙が[image: ]あふれていく。


    「泣いてる……傷、痛い？」


    「大丈夫。感動しているだけだから」


    　また「大丈夫」だ──と、僕たちは笑い合う。


    



    　ああ。


    　晴れ渡った空は、どうにもありきたりなのに。


    　魂が抜けるほどに、美しいと僕は思う。


    



    　僕の人生には、置き去りにした数多あまたの罪があるのだろう。


    　数多の困難もあるかもしれない。挫ざ折せつもあり、傷つくこともあるのだろう。


    　もしかしたら、二度と立ち直れなくなるほどの瑕きずを抱かかえることもあるかもしれない。


    　でも。


    　この空の美しさを忘れない限り、この全身の痛みを、あの恐怖を忘れることのない限り。


    　そして何より、隣の彼女を忘れぬ限り。


    　僕は、僕であり続けると確信する。


    



    「君を幸せにしたい。どうすればいいかな？」


    「なら。もう、離れないで。そして、わたしの隣でわたしの名を呼んで」


    



    　血に塗まみれた僕と彼女は、空を眺めている。


    　冷えたアスファルトも、流れる血もまったく気にならない。指先の感触だけで、ただ僕たちは生きている。


    　どうかありきたりの幸福がありますように。


    　立ち塞ふさがる壁を乗り越える勇気がありますように。


    　ただそれだけでいい、という礎いしずえのような愛がありますように。


    　夢に向かって進む誰かのように、僕の体が前に歩きますように。


    　道を誤りませんように。


    　誤った道を正す人が傍そばにいてくれますように。


    　そんな僕の傍にいてくれる人が、幸せでありますように。


    



    「──君の名前は？」


    「わたしは、貴き島しまあやな」


    



    　そうして。


    　赤神楼樹ぼくと貴島あやなきみは。


    　──生きようと、ただ決断したのだ。


    　無為、挫ざ折せつ、幸福、憤激、歓喜、悲哀、あらゆるものを受け入れようと思ったのだ。


    　僕は生き続ける。


    　僕は生き続ける。
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    　　　あとがき　──旅の終わり　回帰する日常──


    



    



    　※注意：八巻の内容に言及しております。本文をお読みになってからご覧ください。


    



    　五年ほど前のことでした。当時、ゲーム『Bullet Butlers』のノベライズを終わらせた私は、たまたまお会いしたガガガ文庫の編集さんと雑談しているうちに、ふとゲームのものではない、全くのオリジナル作品の構想があることを漏らしました。


    「なら是非企画書送ってください！」……と言われて、それならばと会社勤めの合間を縫ぬって提出したのが、この『ケモノガリ』でした。


    　元々自分はホラー映画が好きなのですが、大抵のホラー映画──特に殺人鬼が襲おそいかかるような作品は、概おおむね殺人鬼の方が主人公より強いのがルールです。


    　それはそうです。だって、襲いかかってきた殺人鬼より主人公の方が強ければ、物語としてそもそもが成立しません。


    　しかし、しかしです。


    　だからといって、いつまでも犠牲者は犠牲者らしく恐怖の絶叫を上げているべきでしょうか。


    　私はそれが、どうにも我慢ならなくなりました。目には目を、歯には歯を。暴力には更さらなる圧倒量の暴力で──というのが、自分が書こうと考えた作品の柱の一つです。


    　……さて。当然ながら、この柱だけでは足りません。


    　ライトノベルだから、というわけでもありませんが、私はこれに「青春」の要素を組み合わせたい、と思いました。


    　青春とは若者だけに許された刹せつ那なの如ごとき煌きらめきであり、それ故ゆえに暴力に対して弱いものです。


    　暴力は理不尽で、死はもっと理不尽です。


    　若者の青春は、そんなどうしようもない理不尽で時に奪われてしまいます。


    　それは戦争だったり、あるいはそれ以外の何かであったり──。


    　無論、それは世界の宿命とでもいうべき現象かもしれません。しかし、フィクションの世界でくらい、勝利してもいいでしょう。


    　では、暴力に打ち勝つ青春とは何か？


    　青春を享受する若者が、理不尽な暴力に対抗するにはどうしたらいいのか？


    　そんな考えとともに生まれたのが『ケモノガリ』であり、主人公の赤あか神がみ楼ろう樹きです。


    　幾度となく文中で言及された通り、『ケモノガリ』とは赤神楼樹と貴き島しまあやな、そして最大の悪役であるアストライアの物語でもありました。


    　──とはいえ、正直に申し上げますと。


    　『ケモノガリ』一巻を書き上げたときは、これがシリーズ化するとは思っていませんでした。


    　書きたいと思ったものを心置きなく書いたものが本になって、それで満足……という感じだったのです。


    　実際の話、一巻の結末はまさに「俺たちの戦いはこれからだ」というノリでしたので。


    　発売当日、自分は歯医者に親知らずを抜きに行きました。


    　麻酔が切れた途端にズキズキと痛み始める歯に閉口しながら仕事をしていた自分に、一本の電話がかかってきました。


    　以前から親しくお付き合いさせていただいている、奈な須すきのこ先生からでした。


    「『ケモノガリ』がめっちゃ面白かったのでとりあえず電話かけて感想言いたかった！」


    　大変に感動したことを覚えています（まあ、親知らずめっちゃ痛かったですが）。


    　このとき、何となくですが「続編が書けるかもしれない」と思い至りました。しかし、様々な事情が積み重なって、続編を出版するのに実に一年の時間が必要でした。


    　それが、長い長い旅の始まりとなりました。


    　一巻で旅立たせた以上、まさか二巻で日本に戻るわけにもいかず──そもそも、赤あか神がみ楼ろう樹きの目的が明確になっているため、彼の旅の終わりがそのまま本作の結末となることは必然として定められていたのです。


    　ライトノベルのシリーズ作品でも、当然ながら志半ばにして倒れることはあります。それを考えると、本当に『ケモノガリ』八巻を送らせて頂けるのは幸運以外の何物でもありません。


    　『ケモノガリ』は本当に、私が考えて私が望んだ通りの結末を迎えた作品でありました。


    　赤神楼樹の旅は、これにて終了です。


    　これから先、赤神楼樹は平凡に埋没して生きていくのだと考えています。


    　死に絶えた才能は決して蘇よみがえることなく、アストライアが目を背そむけた道をずっと歩んでいくのでしょう。


    



    　それでは本作の制作に携たずさわった全ての方々にお礼を申し上げたいと思います。


    　とはいえ、やはり一番お世話になったのは、本作のイラスト及びキャラクターデザインを担当してくださった、ガイナックスの品しな川がわ宏ひろ樹きさんでしょう。


    　こちらの無茶振りを快こころよく承知してくださり、さらさらと素敵極まりないキャラクターたちを生み出してくれたことに、心から感謝を。


    　最後に、この本を購入して本文を読み終え、このあとがきを読んでいる貴方あなたへ。


    



    　──ありがとうございます。貴方のお陰で、ここまでやってこれました。


    
      東出祐一郎
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